


少女の物語




　食堂にある物ががごちゃごちゃと置かれている棚の上に紅い宝珠が一つあった。それは物語が再び動き出すその日をずっと待ちつづけている。彼女の帰りを、彼女に近い存在のすぐ傍で、暖炉の炎と自身の炎を調和しながらずっと、待っていた。　壁の肖像画と良く似た一人の女性は宝珠を手に取った。ほんの少し宝珠は輝きを増した。ライアはそれの声を聴くことが出来た。言葉は理解できないが、それの意思はわかった。彼女は昨日とは比べ物にならないくらい長い時間ニーズライアに触れていた。それが今日彼女に伝えたことはたったの一つ。それはとても重たい事。それはかつてあった物語の結末。物語は再び動き出した。彼女が帰ってきたのだ。

　ライア＝コーデリアは全てという固体の表面にあるものを少しだけ理解した。旅に出なければならない。再びあの場所に還らなければならない。一つの終わりがあるあの場所へ。







　その日はとても退屈だった。朝早くに目が覚めて時間を有効に使おう、と考えているうちにもう昼になってしまった。窓から差し込む光は快晴の空でしか創り出す事の出来ないとても澄んだものだ。彼女は窓から乗り出して風と空気にさらしていた身体を部屋に連れ戻した。空より青く、海よりも深いその瞳が日の光を全て受け止めた。

　その日の昼食もいつもとかわらず味気ないものだった。彼女はそれで良いと思ってはいたがそれでもせめてもう少し美味しく作って欲しいとは考えていた。

「ねえ、ミファ島に行ってくるからお金ちょうだい」

食事を終えてすぐに彼女は母に話し掛けた。

「ミファ島？その辺で魚でも釣ってなさい」

「魚なんて要らない。私が欲しいのは・・・なんだろう？」

　私が欲しいのは何だろう。その言葉は彼女の中に長い時間残った。自分が欲する物がすぐ傍にある。それは一体何なのだろう。彼女は深く考え込んだ。窓から吹き込んできた風が彼女の青い髪を軽く撫でる。風。違う、風はもっとも遠い場所で、いつか行くべき場所で眠っている。

「う～ん・・・。何でも良いから何かちょうだい」

「だから魚を釣りなさい」

言葉が途切れる。テーブルを挟んで座る親子の間に現れるのは波の音。青い海の鳴き声だ。

「海・・・。海ねぇ・・・。なんか海に関係の有りそうな物って無いの？」

それは何気ない一言だった。彼女は母にこんな馬鹿げた問いをしたところでそれ以上に馬鹿げた答えに成長して帰って来る事以外ありえないことを良く知っていた。だけどそれには例外があったのだ。

「・・・・・・あるには、あるわ。でも、ううん、見せるだけよ」

スノウは娘に背を向けて部屋から出て行った。




　母がどこからか持ってきた物は青い宝珠だった。静かに流れる水を中に封じた球だ。母はそれを娘に良く見えるようテーブルの上に置いた。宝珠は音を立てずに少しだけ彼女の方に転がった。

「これは・・・何？」

娘が母に尋ねる。

「たぶんカノンが見つけたあの宝珠。ずっと昔に地下の隠し部屋で見つけたの」

「カノンてあのカノン？」

「そう。これはシーファーグスの宝珠。でもこれはわたしの物なの。だからあげない」

言い終わるや否や母は宝珠を左手で掴み取った。手と宝珠を触れさせて意識を集中するとそれの声を聴くことが出来る。スノウは久しぶりにそれの声を聞いた。宝珠は彼女に短いながらも重要な事を話した。だがスノウにはその話の最も重要な部分を理解する事が出来なかった。

「母さん・・・？どうしたの？」

マリンは心配そうに母に声をかけた。

「ちょっと考え事をしてただけよ。・・・やっぱりこれマリンにあげるわ」

母は左手をマリンに差し出した。その手に乗った宝珠の青い光が彼女の身体を暗く照らし出す。

「受け取って」

マリンはそれに何か言葉で答えようと思ったが、言葉は出ずに代わりにシーファーグスを両手で母の手から受け取った。




　それは確かに宝珠の声だった。彼女の奥底に直接響いて、それは人外の言葉で彼女に語りかけた。マリン＝クラウディアはその言葉を宝珠の意思としてではなく言葉として理解する事が出来た。それは彼女に物語のはじまりを告げた。しかし、その物語が一体なんであるのかを語りはしなかった。彼女はそれの意思そのものに触れようとした。だがしかし彼女にはまだそれだけの力が無かった。




　その次の日もやはり昨日と同じで暇だった。さすがに二日続けて海を見ていると、空と海が同じに見えたりさえもする。もう青色なんて二度と見たくないと彼女は思った。

　母の作る料理はあまり美味しいとはいえない。何度か『不味い』と言ってはみたのだが味が全く変わらないのでこれはたぶんわざとそうしているのか、あるいは母の趣味だろう。

「母さん、大学行くから金ちょうだい」

自分の昼食を全て食べてから彼女が言った。

「どこの？」

「本当はルーテクスが良いんだけど面倒だからケイスで良いや」

「研究費の援助を受けれるだけの才能が無いんだったら大学に行っても無意味よ」

「・・・つまり、行ってもいいって事？」




　彼女は部屋に戻り、ベッドのしたからリュックサックを引っ張り出した。それと一緒に床に張り付いていた埃も引きずり出されて宙に舞い上がる。彼女はその中に部屋の中にあるものを手当たり次第に詰め込んで、最後に昨日母から譲り受けた水と命の宝珠を入れて、口を閉じた。大きく膨れ上がった鞄。それは見た目よりは軽かったが、重たい事に何の代わりもない。彼女はそれを何とか背負うと、部屋から出た。部屋はリビングとダイニングを兼ねている部屋と繋がっていて、そこを通り抜けると玄関だった。彼女は母に感謝の言葉の一つでも言おうかと思ったが、面倒なのでやめた。

「それじゃ、たぶんすぐ戻ってくるから」

「え、戻ってくるの・・・？」

それがこの親子の最後の会話だった。




　家を出るとまず目に入るのは海である。家の前には砂浜が広がっていて、ライクヴァ海の美しい海水が打ち寄せている。所々に混じっている石も、海の力で角を研ぎ落とされてすっかり丸くなっている。だけど彼女の目指す場所はその全く反対方向にあった。彼女は家の横を走って通り過ぎると、そのままの勢いで街へと向かった。港は彼女の家とは市街地を挟んで反対の位置にあるのだ。市街地、とは言っても民家以外には殆ど無いような場所だ。一日一回やってくる貨物船の船員から直接物を買っているような島である。彼女はライクヴァ諸島南西に位置するこの島の一番南側の海岸から小さな草原を抜けて中央の市街地を通り北側の港に向けて走っている。

　港とは言ってもそこには待合室などの施設は無い。沖合いで停船した船が小船に生活雑貨や食糧品をある程度積んで島まで運んでくる、それだけのための施設がこの島の港だ。港についた彼女は左側に見える岬へと進んだ。その岬は良く整備された公園になっていて船の来る時間だけを示す日時計がある。三角錐に近い形状をした大きな石が作る影はまだ小石が置かれた場所にたどり着いてはいない。時間はまだそれなりにあるようだった。彼女は時計を後ろに追いやって岬の先端へと足を運んだ。近づくにつれて潮風はますます強くなり、波の音がよりはっきりと聞こえるようになり、最後に、海の色が空と一緒に目に飛び込んでくる。足元は崖になっていて、一番下では波達が岩を削り取ろうと順番に攻め込んできている。

　彼女はかつて自分が海に対して抱いていた何らかの感情が芽生えるのを感じた。海の存在をそこに自覚する。それは表層には光を反射する透明さが、その深層には命を守る青さがあって、その一つ一つになにか特別な意味合いがあった。それは一体なんだったのだろうか。彼女はまだ思い出す事が出来ない。まだ、出会いさえ起きていない。




　船は何時もの場所で泊まるといつものように汽笛を鳴らした。それは一応合図の意味合いも持ってはいたが、それに頼る人は殆どいなく、今ではただ慣性で鳴らしているだけである。そんなものでもたまには役に立つようで日時計の横で居眠りをしていた少女はこれで目が覚めた。彼女は眠い目を擦りながら起き上がると、振り返って沖合いに船が見えるのを確かめて、枕代わりにしていた鞄を背負って港に向けて走っていった。

　船からやってくる小船はいつも船長が操っている。近づいて来るにつれて顔がはっきりとわかるようになるが何時もと変わりないのでどうやら今日も船長のようだ。　小船に乗ってやってきた男は飛び降りて島に降り立った。そして何時ものように港に通じている通りの出口にある掲示板を見つけ出しそこに今日の品物を書いた紙を貼り付けた。それが済んだら後は小船まで戻りしばらく待つだけである。




　掲示板から戻ってきた船長にマリンはさっさと用件を伝えた。表現があまりにも端的過ぎて中々理解されなかったが、全く同じ説明をしつこく何度も繰り返すうちにやっと彼も理解した。船長は彼女に自分と一緒に小船で待つよう指示した。彼女はほんの少し加速して陸から小船に飛び移った。彼女を受け止めた時に少し大きく船は揺れた。




　横にある長方形の木箱の中を覗いてみる。その中は品物の種類ごとに整理されていて彼女から見て奥の方半分には野菜が入っている。手前半分はさらに三つの部屋に分けられていて、左側から順番に、肉、魚介類、日用品の順に入っていた。彼女が商品の内容を細かく見てる間に何人か客が来たらしく、何度か視界の中に船長の手が入ってきては物を掴んで向こうに消えていった。

　だんだんとマリンが海に作る影も長くなってきた。影を作り損ねた光は海と平行に近い角度で水平線に向かって駆けて行く。寄り掛かっている木箱の中身ももう殆どからに等しい。最後の一匹の魚を売ってしまうと、船長は一言「出発するぞ」と彼女に言って、船を漕ぎ出した。




　この貨物船にはいつも幾つか空き部屋があった。彼女のような、辺境の島々からどこかに出ようとする人々を乗せて運ぶためである。彼女の隣の部屋には誰もいない。その隣の部屋にも誰もいない。どうやら今日は彼女以外には誰もこの船には乗っていないようだ。この船はツートラト大陸北西のエルとライクヴァ諸島南海域とミファ島とミークス大陸南部のナトを五日かけて巡廻している。その内、ライクヴァ諸島で三日間を過ごす。彼女のいた島がこの船の滞在する諸島では最後の島だった。

　彼女はベッドに座って自分の横に置いたリュックの中を漁った。しばらくの間中をかき回すように動いていた手が突然止まって、引っ張り出してきたものは飴玉の入った布袋のようだ。彼女は袋の中からピンク色の飴を一個出してそれを口に入れた。砂糖水を魔法で無理やり凝縮して適当に色をつけたものだ。だしでも混ぜ込もうかとも思ったがさすがにそれをする気にはなれなかったことを思い出して彼女は危く吹き出すところだった。

　ベッドで目を閉じていた彼女は船員の声で起こされた。どうやら彼は食事を運んできたらしく、手に持った盆からは湯気が昇っている。

「ご飯・・・。でも私は眠い・・・」

わざとらしいぐらいに寝ぼけた口調で言った彼女は起こしていた上体を再び倒した。その衝撃でベッドから少し埃が舞い上がった

「それじゃあここにおいて起きますよ」

船員の口調はどちらかというと部屋を早く出たい、という風に取れた。

　彼女はそれに構わず、仰向けになっていた自分の身体を横に向けた。船員からは彼女の表情は見えなくなった。彼が何をしようとしているのかは音で大体分かる。どうやらその後すぐにベッド脇のテーブルに食事を置いて部屋を出て行ったようだ。木製の扉が閉まる音がしたのだから間違いない。本当は眠くも何とも無い身体を起こして彼女は食事を取る事にした。




　リュックサックのサイドポケットから本を取り出してそれを読んでいる内に船はミファ島に到着した。停船したために少し船の揺れが激しく感じられるようになる。文字を追う視線も上下してあまり集中できない。仕方なく彼女はそれに栞を挟んで閉じ、テーブルの上に置いた。その代わりにテーブルの隅で強い光を放つランプを手に取ろうとしたのだが、熱すぎて素手では持つ事が出来ない。彼女は少し困ったような表情を浮かべたが、すぐに気を取り直した。別に自分の身体をベッドに近づければ済む事だからだ。身体を横にずらして、早速ランプの調節ネジの操作にかかるが、やはり熱すぎて手におえない。底にはまだ油が大量に入っていて、それが船の上下にあわせて波を生み出している。彼女はもう一度ネジに触れようとしたが、思いとどまった。その次に水で火を消そうとしたが間違いなく故障してしまうのでやはりそれも止めた。かなりどうでも良いことにしばらく悩んだ挙げ句に彼女はやっと答えにたどり着いた。何かで炎を覆うガラスカバーの上に蓋をすればよいだけだったのである。

　火の消えた部屋はあっという間も無く暗くなった。すっかり暗くなった部屋の中心に立った彼女は右手の人差し指の爪に光を点けて、その光のペンで空中に思うがままに絵を描いた。それは時に円であり、またある時はなにかの動物のようであった。光は彼女の指先の軌跡をたどり、少しずつ細かい塵になっていって、時間が経つと最後の一粒が地面に落ちる。金色の光をその一粒一粒が放ちながら彼女の命令で部屋を舞い、全体を美しい金色に染めた。部屋中に散らばった光の最後の一粒が消えるまで見つめてから彼女は眠りについた。




　彼女は朝食の時間を寝て過ごし、昼食の時間も寝て過ごした。目が覚めた時にはもう船はナトに着いていた。彼女は慌てて起き上がって服装を整え鞄を背負い部屋を出た｡前髪が少しはねているのだがそれを直している時間はさすがに無いと判断したようだ。今降りそこなうとこのまま家まで戻る事になってしまう。それは避けたかった。甲板を掃除している船員にすれ違う時に一言お礼を言って彼女は船を降りた。




　今彼女が走っている大地は元々は海の底に沈んでいたものだ。例の大隆起の際に海底から浮上してこの島はすっかり大きく成長したのだ。そのために海岸線から離れてしまったナトの街は海岸に向けて伸びていって今日のような細長い街になったのである。ただ、新市街と旧市街に分けてしまうとどちらもあまり大きいとは言えないのだが。

　広い通りの坂道を潮風が一気に駆け抜ける。風は太陽の光を受けて視覚にその存在をうったえ地面を蹴って空へ昇って行く。風が向かう先にあるのは世界の中心にある火山であるスラス火山。剥き出しになった岩に飾られた山は今日も火口から冷たい空気を吐き出している。人々で賑わい、街のあちこちに海の匂いが染み渡るナト新市街はもう終わり、彼女の前方には旧市街との間にある農耕地帯が広がっている。学術都市ケイスはここから北東の方にある。農道は真っ直ぐ旧市街、そしてスラス火山へ通じる道と、西から北西のシーファに続く道、そして彼女の目指す学術都市に続く道と新市街へ戻る道を加えた四本に分かれていた。彼女は何の迷いも無くまっすぐ進もうとしたが、結局迷って西の道を進む事にした。彼女にとって自身の意図するところと異なる行動を取るのはとても重要な事だった。要は最終的に大学に辿り着けば良いのである。右手には青葉が茂る野菜畑があり、左手にはナトの石造りの建物と海を照らす太陽の光があった。しばらくは二つの風景の間を歩く事になりそうだった。道はまだまだ真っ直ぐに進んでいた。




　やがて左手に見えていた建物が消えると代わりに背の高い草が多く集まった草原が現れる。そこに生えた草はどれも彼女と同じぐらいの高さまで身体を伸ばしていた。道は時間によっては草のせいで暗い影が現れてしまうほどだ。草の間を飛び回っていた一匹の虫が、足の筋肉の力を最大限に発揮して草の上へ飛び出る、しかし一瞬光を浴びただけですぐに暗い草の狭間へ落ちてしまう。彼女は虫たちを観察しながら歩いた。

　彼女が虫に夢中になっている間に右側の田畑は終わりを告げて何も無い岩場が出てきた。剥き出しになった赤土の上に砂利を敷き詰めただけの場所である。この一帯も以前は畑だったのだが作物の品種改良の実験をしすぎて土壌が荒れ果て、誰も手をつけようとしなくなって今のようになったのである。荒れてしまった土は飛んでくる種を受け入れる事が出来ない。何時の間にかどこからかやってきた小石が場所を占領するようになっていき最終的には今のようになってしまったのだ。




　さらに進むと道は大きく北側へそれ始めた。しかし草原は頑固に前へと進みつづけようとして次第に道との距離を大きくしていった。このまま西へ向かえば海に出くわす。そして水平線の彼方を見ようとすればライクヴァ諸島の姿を少しは見る事ができるのだろう。彼女は草原に別れの言葉を言って、ずっと後ろに下がってしまった道へ戻った。




　西風と一緒に波の音が微かに聞こえてくる。もうそろそろ空が赤く染まり始める時間のようで、青い色の中に金色を含みつつある空の上では帰路に着く鳥達が帰りを急ぎ飛び回っている。彼らが向かう先はたぶんスラス火山麓の小さな森だろう。遠くに見えるその森には広葉樹が疎らに茂っているのが見えた。彼女は気づかなかったがその森は果樹園だった。鳥達は森に仲間を迎えに行くだけで家があるのは海にある岩場なのだ。

　夕日があたりを紅く染め始めてからしばらくたった頃に小さめの馬車とすれ違った事以外は特に何も無く過ぎ去っていった。シーファから来た馬車の話によると、少女の足ではここからシーファに着く頃にはもう朝日が昇り始めているだろう、との事だった。それと乗っていた婦人が彼女にリンゴを三つ分けてくれた。ちょうど夕食の時間だからと言う理由と、それを食べて街まで走るだけの体力をつけなさい、という理由からだった。そういうわけでマリンはいま早熟のリンゴをかじりながら歩いているのだった。所詮は早熟リンゴなので中はぼそぼそしていて味はいまいちだったが、皮だけは普通のリンゴと変わらず美味しかった。美味しさの質から考えるにそういう魔法がかけられているとしか思えないのが少し悲しいところだ。




　夜になるとさすがに潮風は少し冷たくなって、暗い空に氷のような香りを混ぜ込んだ。さすがにこの寒さには耐えられない。あの婦人の好意はこの事を暗に示していたのだろう。さっきまでは海岸から離れていると思っていた街道も今は海岸から近いと思えるぐらいに強烈に潮風にさらされていた。彼女はすこし凍えた身体を暖める意味もこめて身体を前傾姿勢にして歩きから走りに足の動きを早めた。

　走っても走っても街の明りは見えてこないし、星の光も雲間から時々覗くだけで普段は黒い雲の上に隠れてしまっている。どうやら左側にあった草原は岩場に代わったようだった。岩の冷たい空気を時々感じる。反対に右側に原っぱが現れた。そしてその向こうにあるのはあの火山だった。道幅は少しずつ広くなっていった。明りはまだ見えてこないが街は確実に近づいてきているようだった。

　彼女は地面の感触が変わるのを感じた。どうやらここから先が本格的な街道の始まりのようだ。さっきまでは土が踏み固められただけの道だったがここから先は平べったい小石で舗装されているようだ。一瞬だけ差し込んできた星明りが灰色の石に白い点を映す。街まで後少し。彼女は走るのをやめた。不意に背中に背負った鞄の重みを感じる。それにどうも全身が疲れていて中々動けそうに無い。彼女はここで一旦休憩を取る事にした。




　闇空の中で手探りで鞄の中から飴玉を取り出した彼女は、何色か見当もつかないそれを口に入れた。それが口中から消えたら出発しよう。脇の地面に座って道路に足を投げ出しながらそう思った。

　この大陸に棲む野生動物たちはどうやら星が出ていない日にはあまり活発には活動しないようだった。暗闇の中を駆ける何者かの足音は聞こえてこない。遠くから見たことも無い生き物の遠吠えだって聞こえてこない。極まれに風に乗って肉と血の混じった臭いが届いてくるが、それだって今日のものなのかはわからない。

「そろそろ行こっと」

そう言うと彼女は立ち上がった。




　休憩を終えてしばらく進むと、水の流れる音がだんだんと聞こえてくるようになってきた。彼女はしばらくその心地よい音色に耳を傾けた。しかし、進むにつれて大きくなっていくその音に満足感のようなものさえ覚えていた彼女に突然不快な音が訪れた。それは水車が回る音だった。水の流れをせき止めて回る水車の音だ。山側前方を見ると薄い暗幕の向こうに木造の水車小屋が見える。水車の羽は道に対して約６０度ぐらいの角度だ。川はどうやらこの道に向けてどんどん突き進んできているらしい。その水車は刈り取った小麦を粉にしたりするのに使うほかに、川を泳ぐ魚を捕る役割も兼ね備えていた。

　ともかく、彼女はこの水車に対して不快感と怒り以外の感情を感じなかった。他にもいろいろ思ったのだろうがそれらは全てこの二つの延長線上にあるものだ。

　彼女の予想どおり先ほど立ち止まって水車を見た場所のすぐ先に橋があった。小型の馬車が一台通れるぐらいの広さしかない。下を流れる川の流れはもう下流まで来ていて海も近いというのにあまりゆっくりとは言えない。それに上流を見ても下流を見ても他に橋は無いようだ。彼女は縁に寄りかかってしばらく川の流れを見つめる事にした。

「あ、魚の気配・・・」よりも先に彼女は眠気を感じた。

「向こうからこっち・・・時々波立って・・・。これが睡眠誘発魔法なの？」

透明な水は黙って流れつづけている。稀に渦を作ってみたりしながら。

「ああ、もう良いよ。私になんか見られたくないんでしょ！」

彼女は再び街に向けて歩き始めた。




　彼女は朝が近い事を知覚した。それはとても重たい瞼が教えてくれた事だった。だんだんと眠気に意識が乗っ取られそうになるのが分かる。いきなり訳のわからない考えが頭の中に浮かんでくるからだ。例えばここで寝てしまっても街の人に街まで連れて行ってもらえる・・・とかそういう類のものが。

　なんだかだんだん自分でも目を開けているのか閉じているのか分からないがとにかく彼女は街へ向けて歩きつづけた。歩くとはいっても、右足を出したら左足を引きずり、左足を出したら右足を引きずる、という感じでとてもではないが歩いているようには見えない。

　見えた。街の明りだ。どうやらいつつかの大きな建物──たぶん酒場と宿屋だ──の灯のようだ。彼女は光に負けて目を閉じてしまった自分に気づき、慌ててうずくまってそのまま動けなくなった。




　次に目覚めた時には見慣れない部屋のベッドの上だった。窓際に置かれた花瓶の白い花は日の光を浴びて元気そうに見える。クローゼットは彼女の部屋のものを一回り大きくしたような感じだ｡他に何か無いかと見回してみるが特に変わったものは見当たらない。照明用に天井からぶら下がっているランプは油を必要としないもののようだった｡次に日が昇るときまで炎を燃やしつづける紙を使うやつだ。

「たぶんシーファの宿・・・であってるよね？」

彼女は自分を落ち着かせるように胸の中央で縛られた青いリボンに両手を添えながら言った。それからあらためて部屋を見てみると鞄の無い事に気づいた彼女はとりあえずクローゼットを開いてみる事にした。思った通り鞄はその中で座っていた。




　彼女のいる部屋は四階だった。ここがこの街で一番大きな宿『シーファへようこそ』である。とにかくまずは人に話を聞きに行こうと思い、彼女は鞄を持って部屋を出た。　廊下に出るとまず目に突き刺さるのは日の光だった。いや違う、向かいの家の屋根に反射した光がこっちに向かって飛んできているのだ。廊下は扉側と窓側に分かれていて窓側は全面がスラス結晶で造られていた。そのことに気づいた彼女は扉側の壁を見てみた。案の定、細かい粒子が規則正しく光を反射して真平らの壁をキャンバスにして明と暗の絵を描いている。その絵画は空を満たす風をも正しく描く事が出来た。

　階段は彼女どうやら左右どちらにもあるようだ。彼女は廊下を右に行く事にした。一歩一歩足を前に踏み出すごとに床の軋む音が響く。その音に惑わされてゆっくりと足を運んでいたのだがどうやら彼女はそれは面倒になってきたようだ。階段は下へと続くばかりでこの階が最上階のようだ。彼女は縁から下を覗いてみた。３階までの高さは余り無い。彼女は、日光がギリギリ届かず少し暗めになっている場所で、階段の縁に片足をかけて、そのまま反対側に向けて全身を転がした。それと同時に魔法を使って下から吹き上げる風を作り出す。さらにそれだけでは物足りなかったのか、無抵抗な身体を護ってくれる風を光で具現化する。彼女は自分が落ち始めるときに発した僅かな擦り音と魔法を使ったときに手のひらから出た閃光を除いては何も起こさないでこれらの行程を全てこなしてしまった。彼女は両足で３階に着地した。




「こんにちは」

何事も無かったかのように目の前のメイドに話し掛ける。

「そういう真似は迷惑ですからやめて頂けませんか」

メイドが一番迷惑だと思ったのはあと一歩前に進んでいたら彼女が自分の頭に着地していた事だ。

「挨拶をされたらきちんとかえす。それが礼儀でしょ？勉強が足りないよ」

マリンはさっさと逃げ出す準備を整えた。

「魔法を使ってまで飛び降りるなんて非常識です」

「・・・私って孤島出身だから常識備えてないのよ。あるのは知識だけ」

彼女は階段を後ろ向きに走って下りてその場から逃げ出した。昔暇つぶしに練習していた技だった。

「知識も無いじゃない」彼女がさった後で布団などを積んだワゴンを押しながら少し悔しげにメイドは言った。




　１階はメインカウンターとロビーが一体となったような構造をしていた。沢山ある円テーブルの一つ一つにゆったりと座れる大きな椅子が四つずつついている。こんな昼間から宿でのんびりしようと考える人は余りいないようでその殆どは空席となっている。床に敷かれた絨毯は青を基調として緑や赤で海の命を模った豪華な物だ。彼女はふと何かを感じてしばらくの間瞳の中にその文様を取り込んだ。

「海・・・ね。やっぱり諸島とこっちの海は違うのかな？」

彼女はそう言ってから顔を上げてフロントに向かった。




　大理石で出来た無意味に豪華なカウンター。フロント担当の人は今の時間では一人しかいないようだ。彼女は早速彼に話し掛けた。

「あの、昨日・・・いや今日か。私をここまで運んでくれたのって誰です？」

彼が言葉を返すまで少し時間がかかった。彼は少し俯き加減で、夜のことを思い出そうとしているようだった。

「昨日は色々あったからちょっと分からないと思います。ああ、それから宿代は今までの分はただにしておきますから」

何故か彼の蝶ネクタイが少し揺れた。

「ん、ありがと。また戻ってくるかもしれないからその時はヨロシクね」

彼女は色々と何があったのか聞きたいのを必至に押さえてそう言うと宿を後にした。




　街に出て五感を働かせながら歩いているとすぐにその色々が何であるのかわかった。通りを行く人の殆どがその話題を話すのに夢中になっていて前を見るのも億劫なようだった。街の中央付近にある十字状の通り。この街で一番広い通りで大きさはそれほどでもないが大きな見せの殆どがこの周辺に密集しているので便利さ・規模共にちょうど良かった。彼女は街の真ん中の通りが交差している点に堂々と横たわる公園のベンチに座っていた。昼間の公園は結構人が多いがここなら人の話を自由に盗み聞きできる。

　どうやら昨日の夕方に街にふらりとやっていた記憶喪失の男は酒場に居るらしい。なんだかだんだん様子がおかしくなっていって最初の頃は物を覚えていないなりに考えて行動していたのに、時間が経つにつれて、まるで考える事を忘れてしまったかのようになっていったらしい。分かりやすく言うと幼児退行だ。彼女は大体状況を把握すると立ち上がった。

「これでレポート書いて大学に入れて貰おっと」

どうやら立ち上がる拍子に誰かに手がぶつかってしまったらしく睨み付けるような視線を感じるので彼女は即座に逃げ出した。




　公園を北側に抜けてすぐの大きな通りを少し進むと右手に三階建ての酒場が見えてくる。鉄製のアーチ状の扉には妙に上手い彫刻が施されている。それが何の物語になぞらえた物なのかは彼女には分からなかったが、　何故かそれが酒と関係のあるものであることは分かった。彼女はいかにも重そうなその扉を押し開けた。

　酒場の中に入った彼女がまず最初に驚いたのは予想に反して酒の匂いが全くしないことだった。人の数もそんなに多くは無い。てっきり野次馬が大量に入り込んでいると思っていたのだが、全員が椅子に座ってその男の方を見つめている。その男はこの場にいて、マスター以外で唯一椅子に座っていない人だった。彼は与えられた玩具に手を添えて床に寝転がっている。彼女の前、カウンターから見ても前にある二つの円テーブルの間の隙間から辛うじてその姿を見ることができるのだが、想像していた以上に生々しい光景だった。もはや彼には理性など残っていない。彼女は一瞬でそれを悟った。

「いらっしゃい・・・」

少し時間が経ってからふと思い出したようにマスターは言ったが、かなり小声だった。

「余り大きな声は出さないでくれ。あいつが泣き出すんでな」




「なあ、ルーテクスから魔法使いが来るのはいつ頃なんだ？」

「さあな、研究の日程次第だろ」

「にしてもまさかビスタの野郎でも記憶を戻せないとはな・・・」

どこからから聞こえてくる会話を聞きながら彼女はＬ字型のカウンターの窓側のほうに座っていた。

「まあ所詮はデブの野郎って事だ」

「おい、それは俺に向かって言ってるのか？」

二人の言葉に悪意は感じられない。大体本気だったらこの場面で大声を出していただろう。彼女はこの２人が交わしていた会話の内容について少し考えてみた。魔法使いが来るのは間違いなく男の記憶を戻すため。ならばビスタとかいう男も魔法使い。そして自身もまた魔法使い。

「知らなかった・・・。魔法使いって記憶を戻せるんだ・・・」

カウンターに両腕をつけて顔を伏せて彼女は眠そうに呟いた。

「それは違うな。ただ単に魔法使い以外には治せそうな人が思いつかないだけだ。第一本当にそれで治るんだったら学生なんか呼ばないでさっさとライア＝コーデリアを呼んでるな」「ああそうそう、ほらハイドベルトだ」

酒の入ったコップが脇に置かれる。彼女は顔を起こした。黒い液体が横のコップの中に入って、置かれたときの振動でまだ揺れている。彼女はそれ人差し指をつけてみた。熱い。その一点から炎が燃え広がって来て手全体が焼けるような感じ。勇気を振り絞ってそれの雫がついた指を舐めてみる。だが、口の中ではそれは余り熱を感じさせず、それどころか冷たさを感じさせるほどのザラリとした溶け切っていない何かの感じが大量に伝わってきた。彼女は何時の間にかそれを全部飲んでいた自分にふと気づいた。




　彼女は鞄の中から母から貰った宝珠を取り出して握り締めた。すぐに意識が深いところに飛ばされる。彼女はその場所にある者が自分と宝珠だけである事を期待していた。だがどうやら他にも何かが紛れ込んでしまったようだ。彼女はそれが何であるのかを見ようとして宝珠の話から全身をはずした。

　この場所を訪れていたのは一枚の木の葉。黄金色ををした綺麗な形の一枚の葉だった。

『これは何？』彼女は心の中でそう言った。

『違う、私の求めているものはこれではないわ』

『でもそれに近いもの。・・・・・・昔？何があったの？』

彼女は、それに心の中の右手を添えた。

『記憶？これが持っているのは記憶。・・・シルヴィス？それがあの男の名前なの？』

『何であなたはそれを知っているの』

『答えたくないの？じゃあそれでもいいわ。・・・違う、答えられないんだ・・・』

彼女はそれが何であるのかを理解してしまいそうな自分に恐怖を突然感じた。その次の瞬間宝珠が床に落ちた。それは少し大きな音を立ててぶつかると、記憶喪失の男の方に向けてゆっくりと、減速することなく転がっていった。




　彼女は床を転がる宝珠を追いかけて男の方に歩いていった。テーブルとテーブルの隙間を何度か通り越して、姿勢を低くして宝珠を拾った時に視線を前に向けてみたら男と偶然目が合った。それはやはり大人の瞳では無かった。幼ささえ感じさせない、人間である事を疑わせるような瞳。

「シルヴィス」

彼女はその人の名を口にしてみた。男はそれが何の事なのかはまるでわかっていないようだった。寧ろ彼女の持つ宝珠の方に興味があるようだった。

「名前、わからないの？」

彼女は一旦立ち上がってから座りなおした。男の目は宝珠が上下するのにあわせて上と下を行き来した。

「私の名前はマリン。マリン＝クラウディアよ」

自分を指差すような真似はしなかった。ただ、真っ直ぐに彼の別な光が宿る瞳を見つめた。

「思い出したくないの？それとも思い出せないの？」

彼女は彼が宝珠に惹かれていることに気づいていたがあえてその事には触れなかった。

「言葉じゃ駄目か・・・」

周りの誰かが駄目に決まってるだろ、と言ったような気がした。そう言えば名前を言った時にもどうせでまかせだろ、みたいな言葉が聞こえてきたような気がする。

　しばらく黙って彼と目を合わせる。辺りの他の人たちはもう彼女に興味は無い様子だ。彼女はやっと気づいた。彼には人間を見分ける能力が失われているのだ。それは物を見るのと全く同じ瞳だった。

「私とシーファーグスが同じ物に見えるの？いくらなんでもそれは悲しいかも」

だが言葉は届かない。心を繋げる事も出来そうに無い。心が失われてしまっているのだから。

　彼に失われていないものがある。宝珠の青い光を見るうちにそれの存在に気づいたのだった。それはファーグス、つまり命である。彼女は宝珠を通して彼の手に触れた。左手で彼の右腕を持ち上げて自分の方に手のひらを向けさせて、そこに右手に持った宝珠を当てたのだ。

　それが答えだった。彼と重なった青い光は彼の身体の表面をゆっくりと走り、ある一点でとまった。彼は宝珠にやっとふれることの出来た喜びを顔に表していて自分の身体を走った光の事になど気づいていない様子だ。

　彼女は光が集まっている彼のズボンのポケットに手を突っ込んだ。手に何かが当たる。即座にそれを引っ張り出してみると、何とさっき心の奥底に現れた木の葉と全く同じ物だった。




「う・・・」

周りを泳いでいた視線が一気に彼の元に集まった。

「俺は何をしていたんだ・・・？」

彼に状況を把握する隙も与えずにマリンはこれに答えた。

「何もやっていなかったのよ。少なくとも『あなた』はね」




　酒場に居る他の人達はとても驚いた様子で彼女と彼を交互に見つめた。彼らはその時まで彼女の手に青い宝珠があることに気づいていなかった。シルヴィスは立ち上がって色々と見ながら状況の把握に努めているようだ。彼を一番混乱させているのが彼女の言葉であることは想像に容易い。

「ん、レイズはどこだ？」

しばらくの沈黙の後、彼は突然思い出したのかそう言った。

「レイズ？」近くにある椅子を自分の傍まで持ってきてそれに腰掛けながらマリンが言った。

「レイズ＝イナヴィク＝エルファース。俺と一緒に旅をしていたんだ・・・が・・・」

言いながらまた何か思い出したようだ。彼の後ろの壁にかかっている風景画がガタン、と音を立てて地面にぶつかる。その直後に画鋲が宙に飛び上がり、再び床に落ちる。彼は先ほど彼女が木の葉を取り出したポケットに手を入れた。勿論そこには何もはいっていない。動揺と安心を同時に彼から感じる。続いて反対側。やはり何も無い。

「これ探してるの？」

彼女はそれを左手でつまんで彼のほうに差し出した。

「レイズ・・・。やっぱりそうなのか・・・・・・」

彼はその場に崩れ落ちた。泣いているのかどうかは分からなかったが彼の周りの空気はどんどん悲しい色に染まっていった。




　葉と彼を重ねる。二人の間にあるものをそうすれば見つけることができる。彼女はいつも考え事に耽るときにそうしているように、見つめたい場所だけをじっと見つめた。だけどここでは駄目だった。周りの声がうるさ過ぎる。彼と木の葉だけでは駄目だ。もう一つ、そうだシーファーグスだ。彼女はもう片方の手で宝珠を握り締めた。

「駄目だ・・・。言ってる事が分からない・・・」

彼女には自覚できない長い時間を置いて、マリンは言った。

　誰かの気配を感じて顔を左上に向ける。どうやらその人物はさっきから彼と彼女に声をかけ続けていたようだ。かなり苛立った表情をしている。

「マスター、どうかしました？」

「記憶を戻したんだってな」

苛立ちを押し殺しているのが良くわかる話し方だ。

「う～ん・・・戻ったのかどうかはまだ良くわからないですけど」

それに正気に戻った瞬間にあれですし・・・。といまだその場でうずくまっている彼を指差しながら付け加える。

「あれのせいで暫くは休み無しだ・・・」

損失を取り戻すのに休日も店を開けなければいけない、という意味だ。

「ああそうそう、ディレイトミット下さい」




　本当はこれ以上飲む気など無かった。彼女は彼を奥に追いやりたかっただけなのだ。

「シルヴィス、いい加減起きなさいよ」

彼の頭を蹴り飛ばす。手加減無しで。彼の身体が豪快に宙を舞うような事は無かったが彼は痛みを目で訴えながらすぐに起き上がった。彼はそうするきっかけを求めていたのだ。

「どう、良く寝た？」わざと彼と目をあわせないで言う。

「すまないな・・・あんなとこ見せてしまって・・・」

彼が自分を見つめているのかどうかさえ分からないがとにかく彼女は会話を続けた。

「カッコ悪いわね。人前じゃあんな事私でもやらないわよ」

彼女は自分の本心を悟られないよう、それを隠している口調を悟られないよう細心の注意を払って唇を動かした。

「お前にはこの気持ちはわからないだろうな。まだ若いんだろ」

さすがに今のは彼の逆鱗に触れたようだ。だがそれも彼女の狙いの一つだった。こういう会話の時に自分の本心を悟られないためには相手の判断力を鈍らせるのが一番楽だからだ。

「あら、これでも私１５歳の可愛い可愛い女の子よ？」

「俺は・・・」

彼は言葉を飲み込んだ。彼女も思わず口から飛び出しそうになった言葉を押さえるのに必至だった。結局結論はその言葉以外には出せそうに無いが、恐らく今の彼ではそれには堪えられないだろう。

「俺は・・・何なの？」

言いたい事ははっきり言いなさいよ。彼女はこう続けそうになってしまった自分に気づいた。はっきり言わなくても相手が言いたい事に気づいてあげるべきなのに。

「彼女の事を愛していた、でしょ。でも彼女はいなくなってしまった。・・・何が有ったのかまでは分からないけど」

彼女は椅子から立ち上がって彼のほうに向き直った。もうこれ以上言葉では意思を伝え合えないと思ったから。




「言葉にしてしまえばその程度の事なんだよな」

わざと明るく振舞っている時特有の少し、ほんの少しだけ上ずった声だ。

「その程度の事って本気で思っているの？違うでしょ。思ってないこと言わないで」




　２人の会話はマスターが酒を持ってくるのと同時に終わった。彼女はそれを半分だけ飲んで残りをシルヴィスに分けてあげた。グラスの中で揺れるそれは白に緑が混じったような色で光の加減に応じて黄緑へと変化する事ができる。彼はそれをゆっくりと口の中に入れ、空になったグラスを彼女に手渡した。マリンはいやいやそれを受け取った。

「この葉っぱどうするの？」返した方がいいの？という意味だ。

彼は長い間考えてから、やっとこう言った。

「もしも目的地が一緒ならお前がおれの代わりに持っていてくれ」

「私があなたの行きたい場所に行く。そうね、これは私が持ってるほうが良いわね」




　そうは言ったものの、マリンはシルヴィスをケイスまで連れて行くつもりだった。しかし、どうやら彼は暫くこの街を出る気が無いらしく、そんな話にはどうやっても応じてくれそうに無い。彼はすっかり旅をする気力を失ってしまったようだ。あるいは旅に対する興味を失ってしまったのか、またはその両方か。彼女は彼と一緒に暫くこの街で過ごすしかないと思った。

　本当は戻ってくる気など無かったのに結局昨日の夜を過ごした宿に戻ってきてしまった。どうやら一応部屋は空けていてくれたようで彼女は昨日と同じ部屋をとる事が出来た。シルヴィスの部屋は三階のどこかになったようだ。

「ええと、お金は・・・と」

鞄を下ろして財布を捜して中を漁る。他のものが邪魔で中々出てこない。

「これで頼む」シルヴィスの声だ。立ち上がってみると、彼はなんとサファイアリウスコインで代金を払っていた。

「これは・・・サファイアリウスコイン！？なんでこんなもの持ってるの」

最初に言ったのはマリンだった。恐らく見ていた人たち全員が彼女と同じ思いを抱いていたのだろう、そう言った直後に辺りをざわめきが支配した。

「あ・・・、ご利用有難う御座います・・・」

彼はその場に居る皆に聞こえるようにかなりの大声で言った。




「何であんなの持っていたの？」

階段を上る途中で彼女は尋ねた。あんなのとは勿論例の青い硬貨のことだ。

「ルーテクスの図書館で文献探しを手伝った時に貰ったんだよ」

意外とあっけなく彼は答えた。

「・・・もっと引っ張って欲しかったな」

「欲しいんだったらお前にもやるぞ。一応礼はしないといけないし」

彼はどこかから、いかにも高級そうな小銭入れを取り出した。

「いらないわよ。いざとなったら金払わないで逃げれば良いんだし」

意外と本気の声だ。

「そうか・・・」

　２人は３階に通じる最後の一段を登り終えた。彼は左側に見える廊下に進み、彼女はもう１階階段を上った。




　部屋に入った彼女がまず最初にした事、それはベッドに飛び込むことである。少し埃が宙に舞ったようだ。部屋の奥の窓から僅かに差し込んでくる光はすっかり赤く染まっている。彼女はベッドに横たわったままリュックを背中から下ろして、それの中から何時ものように飴玉を取り出した。適当に掴んで出てきたのは黄色いやつだった。続いてサイドポケットから小説を取り出そうとしたのだが、暫く手で本を掴んだまま考えた挙げ句、それをやめてしまった。部屋が暗すぎる。窓から入って来る、部屋を赤く染める微かな光だけでは。




「あれ・・・何時の間にか寝てたんだ・・・」

もう既に暗い部屋の中でベッドに横たわりながら彼女は薄目をあけてそう言った。

「お腹すいたな・・・」

言いながら顔を横に向けて目を閉じる。彼女の頭の動きに合わせて枕が変形した。

「寝よう・・・おやすみ・・・」







　彼は特に目的もなくエウス山脈の奥地を彷徨っていた。ちょうど紅葉の季節なのでたまに出る開けた場所から見る景色はまさに絶景だったし食べるものにも別に困らない。外界に隔てられた険しい山の奥地。道は複雑に登りと下りをくりかえし、同じような木が密集していて目印になるものが何も無い場所。実のところ、彼はもう既に出口を見失っていたのだ。彼が今分かっているのは自分が今居る場所は窪地のようになっているという事だけである。ただ、ありがたいことにそこでは太陽の光を浴びる事が出来た。

　別に他に行く場所もないのでその場所の一番下へ向けて歩いていってみる。彼は暫くは日の光の当たるこの場所を拠点にして出口を探す事にした。穏やかな下り坂は中々終わらない。一体何枚落ち葉を踏み潰したのだろう。空を眺めながらそんな事を思う。

　彼はやっと道が登りに転じる手前までやってきた。まだ空は明るいが森の中は暗くなるのが早い。彼はその場に腰を下ろした。

「湧き水を探さないといけないな」

だいぶ軽くなった水筒を軽く振りながら思わずそう言ってしまう。言葉は空しく森の中に吸い込まれていった。

「言葉？木の声とは違う・・・」

彼は後ろを向いた。声は後ろの方から聞こえてきた。間違いない。

「誰かそこにいるのか」

「私のこと？」

後ろに広がる上り坂の途中に一本だけ生えている大きな木の上から彼女は飛び降りた。彼女の身体はゆっくりと、まるで風が彼女を支えているかのように地面に降り立った。

「・・・・・・はぐれ魔法使い？」

思わずそう言って笑みを漏らしてしまう。なぜそう思ったのかは自分自身良くわからない。

「魔法・・・？私は魔法なんて使ってないけど・・・」

「木から飛び降りる時に使っただろ」

「あれは風に呼びかけただけ。私は・・・・・・ううん、なんでもない」

「それを魔法って言うんじゃないのか？俺は使えないから良くわかんないけど」

彼女は少し驚いたような表情を見せた。彼女はそうしながら何故か自分の背に触れていた。そして、少しだけ不安そうになって、彼に向けてこう訊ねた。

「ねえ・・・私って人間に見える？」

「見える。なんだ、容姿に自信がないからこんな山奥に居たのか。君は・・・そう言えば名前聞いてなかったな」

彼女が何を思ってそういったのかはまるで理解できなかったのだが、彼は自分の頭の中に勝手に浮かんできた言葉を浮かんできたとおりに並べた。

「俺はシルヴィス＝Ｋ＝ハイトレイト。君は？」

彼女は一歩前に進んだ。彼は空と同じ色の彼女の瞳に見入った。

「私は・・・レイズ＝イナヴィク＝エルファース」


翼を持った少女




　耳に響くのは翼が風を切る音。空を切るのは彼女の翼。彼女は飛んでいた。大いなる場所の空を。瞳に空を映して。空に集まる夢を求めて。

　彼女は一人その場所にいた。だけどそれで良かった。記憶をたどれば色々な人たちと出会うことが出来たのだから。その中でも特に、ルーンの記憶は彼女のお気に入りだった。その記憶に浸っていると、自分が居るべき本当の場所に還れるような気がした。その記憶の中にはプラナが居るのだから。

　ある日の事だった。彼女は木と触れ合うために空を飛ばずに、森の中を歩いていた。様々な声を聞きながら歩いているうちに彼女は突然開けた場所に出た。そこは風が最後にたどり着いて、再び生まれ出る場所だった。彼女は翼を広げた。ちょうど周りを森に囲まれているその場所の真ん中に、一つの宝珠が転がっていた。緑色の宝珠。彼女はそれの光に懐かしさのようなものを感じ、思わずそれを拾ってしまった。

　それは彼女が再び生まれてくるのをずっと待っていたのかもしれない。彼女の手が触れた瞬間それはうれしそうに光を放った。







「夢・・・よね」

彼女は天井を見つめながらそう呟いた。目覚めた時に一瞬だけ自分が別の場所に居るような感覚に襲われたからだ

「羽が風を感じる感覚がまだ残ってる・・・」

彼女はベッドから降りて大きく深呼吸をした。部屋に差し込む朝日がしっかりと彼女の身体を照らす。しかしその光は彼女が持つ翼を映し出すことは出来ない。マリンはベッドの端に腰掛けて暫くの時間何か考え事をしているような顔つきを浮かべて過ごした。




　彼女は鞄を掴んで立ち上がり、部屋を出た。この時間、廊下には余り光がさしてこないようで少し薄暗い。透明な結晶が壁に映す風の模様も、やはりどこか弱々しい。彼女は顔を外に向けた。眼下には昨日と変わらない町の景色が広がっていた。真っ直ぐ見つめたその先には白い雲が、常にその姿を変えながら青い海を泳いでいる。綺麗な風景だった。

「海は見えないみたいね」

ため息混じりにそう言って彼女は再び歩き始めた。




「今日はどうするの？」

「とりあえずは外に出て・・・適当にその辺を散歩するつもりだ」

「散歩だったら部屋の中できるじゃない」

　シルヴィスに向けて、妙な確信を秘めた言い方でマリンは言った。彼の泊まっている部屋は、１階違うというだけで光の入り方や見える町並みが全く違っていた。彼女は水の入ったコップを片手に持ってシルヴィスと今日の予定について話している。

「私はさっさとケイスに行きたいんだけど」

「あんまり遠出する気になれないんだ。それはもう少しだけ待ってくれ」




　延泊手続きをしてから二人は宿を出た。瞬間、地面から熱気が吹き上がってくるような感覚に見舞われる。熱い。体中から汗が吹き出るのが分かる。彼女は急いで日陰を探したのだが、日の光を完全に遮れるようなところはどこにもない。

「それじゃあ私は公園で涼んでくるけどあなたは？」

「暑い・・・」彼は彼女の話を聞いていない様子だ。

「分かったわ。それじゃあね」

彼女は彼を置いて昨日通り過ぎた公園目指して駆けて行った。




　別に公園は涼しくも何とも無かった。人が多いので寧ろ暑いぐらいだ。彼女はとりあえず左手に見える木の群生しているところに向かってみたが、人が多いのでそうまでして木陰に入る意味は無い。かといって、他に日よけになるようなものは無いし、潮風もここまでは届いてこない。

「海でも行こうっと」

そうは言ったものの、海岸も人で一杯であろう事は想像に容易かったし彼女も勿論その事には気づいていた。




　街外れの岬の近くにある小さな洞窟。入り江にぽっかりと口が開いていて、打ち寄せる波と戻っていく波とが中和しているので、押し寄せるものが何も無い洞窟。奥から吹いてくる冷たい風が今日という日にはちょうどいい。彼はその中の、太陽の光が描く明るい線の少し手前で寄りかかって洞窟の中を流れる水を見つめていた。

「レイズ、お前は一体なんだったんだ・・・」

「分からない・・・。分からな過ぎる・・・」

迷い込んできた魚が、水面から飛び上がった。彼は諸手を伸ばして魚を掴もうとした、その刹那、まるで彼の心に同調するかのように地面が大きく割れ、彼はその中に飲み込まれていった。




　遠くから海岸線を眺めながら、街の西側に広がる草原を歩く。潮風にさらされながらも懸命に育つ草花は、今日も命を削り取る風に揺れていた。

　彼女は丁度前のほうに見えてきた岬を目指していた。そこから空を眺め、足元に広がる海を得てしまおうと彼女は考えていた。耳を澄ませば風の音と共に波の音や人々の話す声が聞こえてくる。どれも皆楽しそうだ。彼女は自分の目から光が失われていくのを確かに感じた。

「・・・楽しい、か」歩きながら、自分自身と会話するかのように言った。２人の会話はこれ以上誰にも聞き取れなかった。




　空は相変わらず真っ直ぐに地面を照らしている。北の岬は岩場のようになっていて細かい石や大きめの岩が辺りに転がっている。彼女は緩やかな登りの坂を一歩一歩歩いていった。目指すのは一番先から見える景色。海は見る場所、時間でその姿を変える。

　彼女はその青い瞳で、青い光景をしっかりと捉えた。何故か自信が宝珠を欲しているのが分かる。あれの輝きが欲しい。あれの声を聞きたい。願望は彼女の中でどんどん大きくなっていった。

「海を越えるのが私の願い」

「でも、それはやってはいけないことだった」

彼女の中で芽生えた言葉が勝手に表に出で来る。そしてそれを聞くと同時に、彼女は今日の夢と同じ感覚、翼で、自分の翼で風と語り合う感じを思い出した、その思いに心を貫かれた。

「私はマリン＝クラウディア。昨日も今日も明日もその事は変わらないわ」

自分の言葉で全てを吹き飛ばす。だけどそうすればそうするほど、自分が弱っていくような予感を感じていたのだ。マリンは。

「私は何者でもない。私が私であろうとする必要なんて無いのにね・・・」

彼女は波があるほうを見た。充分な高さがある。彼女は深くため息をついた。

「まだ死ぬべきときじゃないわ。まだ・・・ね」

「何で思い出したんだろ・・・。そういってから私は空を見るの」







　彼らを照らす光は星空の明りのほかにもう一つ、地面に燃える炎があった。２人は赤い炎で何かの動物の肉を焼いていた。近くを探せば毛や血の散らばった場所が見つかるだろう。彼が地面につき立てられた肉の刺さった串を回す様子を、彼女は珍しそうに見ていた。何度か同じような動作を繰り返した後、彼は幾つかあるうちの一つを土から抜き取り彼女に渡した。

「出来たぞ。不味いと思うが我慢してくれ」

彼女は手を伸ばして、炎の上でそれを受け取った。それを口に運んでみるが、彼の言う通り余り美味しくはない。

「やっぱり不味いのか。顔に出てるぞ」







　彼は目が覚めたので起き上がろうとした。だが何故か、手が動かないので身体が中々持ち上がらない。次に仰向けからうつ伏せになろうとしたのだがやはり身体は言う事を聞かない。彼は突然あることに思い当たった。そしてその瞬間から彼の全身を痛みが支配しだした。腕は何度か折ったことがあるがそんなの比ではない。唇が乾いているので舌を伸ばして舐めてみると血がべったりと張り付いていた。たぶん意識が無い間に吐血していたのだろう。彼はふと目の自由が利くことを思い出した。上を見れば簡単に落ちてきた穴が見える。

「あの高さから落ちてよく無事だったな・・・」心の中でそう呟く。

「こんな時にあいつがいてくれたら・・・」

彼はそう思って、再び意識を失った。







　彼女は草の上に横たわった。彼女のいる場所は岬の端の近くで、そこだけ僅かだが柔らかい草が生えていた。仰向けに横たわり流れる雲を見ているうちに彼女は自身が再び彼の声を求め始めていることに気づいた。空の持つ色は彼の持つ色と全く同じ色をしている。彼女は自分の心の奥深くに旅立とうとした。でも、どこかからそれを止める声が聞こえてくる。それは一体誰の声なのだろうか。

「管理者さん・・・」彼女は真っ暗な、自分の中でそう呟いた。

「もう二度と会う事は無いと思っていたのに会いに行くの？」

自分を止めようとする彼女が言う。口調はマリンのそれと全くといって良いほど変わらない。

「・・・・・・いつかそうなるなら」

「本当に今そうするべきなの？まだ正しい死に方も見出していないのに。今彼に会ったところで得るものは何も無い」

「あなたは私の恐怖ね。忠告ありがとう。今日はおとなしく寝ることにするわ」




　空が黄金色に輝き、海が黄金のなかに含まれる紅を映す時間に彼女は目覚めた。彼女は草を強く押して体を持ち上げるようにして立ち上がった。枕代わりにしていた鞄を拾い上げて背負い、緩やかな坂を駆け下りる。服の中に無理やり入り込んでくる風が肌に直接触れると、さすがにこの時間は少し寒い。彼女は海岸線に出ようと道に出た後入り江に向けて道を一段下がった。砂浜から道を仰ぎ見てみるとどうやら今彼女が下りる際に通った場所は大変滑りやすく、とてもじゃないが登る事は出来ないようだった。次に岬の方を見てみる。上からは分からなかったが、どうやらそこには洞窟があるようだった。彼女は早速そこにはいることにした。




　もうこの時間になると洞窟の中に光は差し込んでこないようだった。別に目が慣れるまで待っていても良いのだが彼女はどうしてもここで時間を多く潰す気にはなれなかった。暗闇の中、目に浮かぶのは煌く炎の姿。彼女は右手を横に突き出した。すぐに手の平に炎が現れ、辺りを紅く染める。その彼女の瞳が映したものと同じ炎は横を流れる水脈は炎を夕焼けの太陽にして、黄金色を覚えた。




　彼女はふと危険を感じた。踏み出した右足を再び置く足場が無い。慌てて下を見てみると、なんと地面が抜けていた。彼女は自分の首筋を一筋の汗が流れるのを感じた。

「ここって案外危険なのね・・・」

そう言いながらも穴の下を見るのはやめない。下の空洞も外から見る分には楽しそうではあったし、そこに行って見たいと思わせるなにかはあった。だが、出口が無い。

「あれってシルヴィス？」頭で認識するよりも先に口が動く。彼はちょうど真下で横たわっていた。体の周りで血が池を作っている。彼がこの穴から落ちていった事は想像に容易い。

「・・・出血が多いみたい。温めないと・・・」

以前本で読んだ内容を反芻する。何時読んだ物だったかは忘れたが、怪我をした女性を助ける場面にこんなセリフがあった。彼女が軽く念じると、彼がベッドの代わりにしている部分に、熱さを感じさせる線が走り、一瞬激しく輝いて消えた。彼女は洞窟を構成する岩石のある一箇所を少し熱いと感じるぐらいの温度にしたのだ。

「ここからが問題よ。一体どうやって下りたら・・・」

リュックの中にある衣服を裂いてロープを作ったとしても高さは足りないだろうし、足りたとしても彼を持ち上げる事は出来そうも無い。下の空洞がどこかに繋がっている可能性も余り高くは無いだろう。それにここから街は遠い。知らせに行って戻ってくるまでにかなりの時間が過ぎてしまう。

「シルヴィス、何でそんなところで寝てるの？」できるだけ大きな声で言う。

「意識は無い・・・か。私が降りて行かないと・・・」

彼女はふと考えを思いついて洞窟の外を向いた。まだ明るい、といえる時間。もしかしたら間に合うかもしれない。彼女は走って表に出て、風の言葉で空を舞う者に話し掛けた。彼らを代表する一羽がすぐに彼女の傍にやって来て彼女が真っ直ぐに伸ばした腕に止まる。彼女は一羽の白い鳥の綺麗な羽を優しく撫でた。

「ちょっとそこで待っててね」

彼女は服の袖を引き裂いた。元々安物だったためか予想以上に簡単に破けた。それに熱を加えて焦げ目をつくり、それで字を書く。白い布地に少しずつ、茶色で文字が刻まれていく。

「よし出来た！これを街まで持っていって！！」

鳥さんの右足首に服の切れ端を結びつけて、彼がとまっている方の手を天に向けてあげる。彼は街へ急いでいった。




「私に翼があれば一番いいんだけどね」

今朝見た夢の影響だろうか。彼女は以前までは何の憧れも抱かなかった空に、強く、惹かれるようになっていた。そして、彼女は願った。翼が欲しい、と。願ってしまったのだ。

「羽が欲しい？」心に響く声。

「誰？また私の知らない人？」

「私にはそれの答えはよくはわからないわ」

「でも今は忙しいの。自分自身と話しているときじゃないの」

「私はあなたじゃないわ」彼女の、ぼやけていた輪郭がはっきりと見えるようになる。確かにマリンとは雰囲気が違う。

「あなた・・・誰よ・・・」

「・・・私の夢を見て」







　彼女の手にした宝珠には、彼女自身が内包するものよりも多くの記憶が宿っていた。彼女はそれを全部読みたい、と思ったが、余りにも量が多すぎる。それに理解できない部分の方が多いのだ。




「管理者さん？」

彼女はかつて盟約を交わした少年の気配を感じた。心に映る彼の円を重ねた杖。彼の言葉。彼女を夢から連れ戻すために管理者が杖を振ったのだ。彼女にはそれがわかった。彼女はまだ忘れてなどいなかったのだ。盟約は、いずれ完成する。

「管理者さん・・・」







　柔らかい地面。頭に良く合う枕。手を後ろに伸ばしてみると壁にぶつかる。身体を横に向けて目を開くと窓が見える。彼女は慌てて起き上がった。

「何時の間にか戻ってきてる・・・」

彼女はまだ夜の暗い星明りを映すだけの窓に手を重ねた。

「じゃあシルヴィスもだよね」

薄暗い部屋と薄板一枚隔てた先にある真っ暗な外。二つの空間の境目で彼女の声が木霊した。鏡と化した窓に映る彼女の幻影が、一瞬だけ遅れて彼女と言葉のハーモニーを作り出す。

「恐怖が大きくなりかけてる・・・。もう限界かも・・・」

「管理者さん・・・」最後の言葉は彼女の中にだけ、響いた。







　太陽が辺りを照らす時間。先ほどまで朝だったのだから恐らく今は昼なのだろう。木が日光を遮っていてとても暗い。ここはいつも闇に覆われている。闇の中を舞う者達がいつも動き回っているのだ。時々遠くから聞こえてくる狩りの音。今草木を揺らす風も彼らが生じさせているのかもしれない。

　レイズはシルヴィスのサブバックに木の実を手当たり次第に詰め込みながら彼について歩いた。昼食の分と夜に食べる分だ。最初の内は『美味しい』ものを選んで取ろうと思っていたのだがどれも似たような味で、殆どが美味しいとは言えない味だったので通った場所にあるものはすべて貰っていく事にしたのだった。

「なあ、寒くないか？」

「寒い？」

「方向感覚失ってるからどの辺りにいるかは分からないがもしかしたら白い草原の近くなのかもしれない」

「白い草原？」

「エーノ東の万年降雪地帯の事だよ。その内足元が凍土に変わるかもしれない」

「雪？」

「綺麗な声・・・。こっちから聞こえる・・・」

　彼女は右を指差した。その方向を向いた彼はますます方向感覚を失った。どの向きも同じにしか彼には見えない。木があって、それに蔓が絡まり、根元には人の背ほどもある草が生い茂り、上の方では枝が複雑に入り組み日光の取り合いをしている。そして、そこには彼らが入る余地なんて存在しないのだ。彼は彼女の前に立ちとげの生えたツタを慎重に取り払い、彼女の指差す先を目指した。

　先に進むにつれてどんどん気温は下がっていく。それに、足場も心なしか滑りやすくなっていくような気がする。彼は彼女のためになるべく歩きやすい場所を選んで歩いているのだがそのために遠回りしてしまう事もしばしばあった。一人だったら飛び降りているような高さの崖に出くわすたびにいちいち他の道を探したりしているからだ。

「やっぱりエーノに出るみたいだな・・・」

そう口にする直前、確かに彼は凍った土を踏んだ時特有のガリッという感じを味わっていた。

「もう少しで森も終わるはずだ。レイズ、急ぐぞ」

急ぐ、とは言ったものの木が邪魔で早く進むなんてことは全く出来ないのだった。それに、氷にも注意しなければいけないだろう。滑って崖から落ちでもしたら大変だ。

　だんだんと木が疎らになっていくのが分かる。森が終わりに近づいているのだ。その代わりに、地面には雪が現れ、おまけに枝が支えきれなくなった分が彼らの背に向けて塊となって降りかかる。

　彼女は上から降ってくる雪の一片を手に取った。それは彼女の手の平ですぐに溶けてしまった。

「綺麗な声ね・・・。うん、そうだよ・・・」







　考えつづけた。彼女は瞳に深い闇を映して考えつづけた。彼女が見る闇は彼女の中の闇と調和して永遠を創り出す。彼女が今いるのはその中心。帰り道は自分でもわからない。言葉を言うのに言語を必要としない世界。彼女の求めるものがすべてある世界。だけど決してたどり着く事の出来ない場所。

　真っ暗だった場所に突然光が満ちる。朝の訪れと共にその世界は姿を消した。マリンは力無く窓の縁から手を離した。下を向いたまま──いや、目は開いていてもその瞳は何も見てはいない──彼女は歩いて、リュックを背負い部屋を出た。

　シルヴィスはどこにいるのだろうか。部屋を訊ねては見たもののそこには誰も無かった。彼女は誰かに聞こうと思ったのだが、心が重くのしかかり、言葉を外に出そうとはしない。彼女は誰とも言葉を交わさず、外に出た。




　長い間触れなかったものに近づきつつある。お互いが引き合う事は分かっていた。いずれはこうなる事は分かっていた。彼女は両腕を肩から地面に向けてぶら下げたような格好で無気力に街中を歩き回っていた。一応の目的はシルヴィスを探す事。多分彼はどこか他の落ち着いて治療ができる場所にいるのだろう。でも、本当は目的なんてなかった。足が勝手に動くだけ。別に自分がそこにいる必要なんて無いのだから。

「まだ私は鍵を見つけてはいない。時はまだ満ちてはいないわ」

僅かに湧き出る希望。だけど彼女は知っていた。希望は絶望へ自分を動かすための活力に過ぎない事を。




　ふと思い出したように宝珠を鞄から取り出して握り締める。青い光を静かに放ちつづける宝珠。彼女はこれの意味にはまだ気づいていない。気づけるわけが無い。彼女にはまだそれに触れる能力が無いのだから。







　シルヴィスは自分が何時の間にかベッドに移されていることに気づいた。それが彼の目覚めだった。全身が自由の利かないほどに固定されきっている。骨折箇所がそれだけ多かったのだろう。

「おい、誰か」

出せるだけの声を出す。結構大きな声が出た。きっとかなり強力な薬草を投与されたのだろう。すぐに扉から誰か出てくるのか、と期待していたのだが予想に反してだれも出て来ようとはしない。

「誰もいないのか？」

やはり扉は開かないのだった。よくよく考えてみるともう１０日も２０日も経ってしまったのかもしれない。それに周りを見回してみるとなんと部屋に窓が無い。それに、何故か治療を施した形跡、例えば薬草の匂いが無いのだ。何かがおかしい。

「なあ・・・本当に誰もいないのか？」

直後に部屋の外から足音が聞こえてくる。彼は扉を見守った。

「朝から五月蝿いわね・・・。男のくせに・・・」

「お前は？」

「私？・・・ああ、顔洗ってくる」

そう言って結局部屋へは一歩も足を踏み入れずにやたらと豪華な服を身に付けた銀髪の女性は姿を消した。開けっ放しにされたドアが風に揺れた。




　ドアの隙間から少し覗いている廊下にもやはり窓は無いようだ。彼女が戻ってくるまでの余り長くは無いと思われる時間。彼はもう一度部屋を見回してみた。石造りの少し小さめな部屋のようだ。天井にはランプが揺れている。そのランプと彼が今横たわっているベッドだけがこの部屋にある人の造った道具なのだった。彼はしばらくの間は怪我人らしく寝て待つことにした。




「おはよう。調子どう？」

先ほどと同一の人物とはとても思えないような口調。廊下から見て左側奥の隅に彼の横たわるベッドがあって、その横に彼女はいた。彼女の右側には彼女が運んできた食事を積んだワゴンがある。

「ここはどこだ？」

彼女はそれを聞きながらバターの蓋を開けて、ナイフで掬い取った。

「ここはビスタって言うデブ魔法使い野郎の家の地下室。私の権限で好きにしていいよ」

そう言いながらパンにバターを薄く塗る。ランプの光がナイフやバターの塗られた表面に反射して彼の目に突き刺さっているのだが彼女はそんな事には気づいていない。

「お前は？」

「誰だって良いでしょ。どうせその内分かるんだし・・・」

言い終えてからパンを無言でシルヴィスの喉に押し込む。パンが彼の口の中に姿を消すと、ワゴンの下段にあるあらかじめジュースを注いであるコップを取り出して、やはり同じく無理やり彼の口の中に流し込む。

「朝食はこれで終わり。喉渇いたら言ってね」

「もうちょっとまともな食べさせ方は無いのか？」

「あら・・・ちゃんと飲み込めたのね。凄いわ」

「人の口元塞いでおいてそれは無いだろ」

「質問はもう無いの？」彼女は話の流れを一気に変えた。

「・・・お前のふざけた行動見てて一つ思い出したよ。マリンはどこだ？」

「宿にいるはずよ。連れて来て欲しい？」







　崖を飛び降りた後急速に周りから緑は失われていき、変わりに白が満ちてくる。森は今や彼らの遥か後ろ。再び太陽が、シルヴィスの活力の源が空から彼らを照らす。大地が再び意味を持って彼らの体を支え始める。二人が歩いた足跡が一本の道を形作り、その上を風が舞い上げる粉雪が走り抜ける。白い地平線の果てには海があるのだろう。そうだ、この白い大地は海と光が調和して生み出しているのだ。宙を舞う細かい雪たち全てがここに生きる命なのだ。

　深い雪の上をどこかに向けて真っ直ぐに歩きつづけると、そりの走った後に２人は出くわした。西に向けて少しも歪むことなく、一直線に伸びるそれは大きな吹き溜まりを超えて彼らの視界から消えている。これを辿れば恐らくエーノにたどり着くのだろう。躊躇するレイズの手を引っ張って彼は道を歩き始めた。







『プラナ、こっちに行って本当に大丈夫なの？』

はっきりと聴く事の出来る彼女の記憶。宝珠を手にしてからは、今まで彼女自身が気づいていなかった事にも気づけるようになったのだ。

『大丈夫・・・じゃないの？』

そう言いながらまだ小柄な身体の少女は彼女の手を半ば強引に引いて深い沢へと降りていく。

『ここって一度降りたら二度と登れないような気がするんだけど・・・』

『心配性ね。別の道を下で探せば良いのよ』

それでもルーンの不安は消えなかった。だから彼女もそれを強く感じて不安を覚える。記憶に触れるとはそういうことだ。それに彼女はこの不安が現実のものになることを既に知っていた。

　突然羽に語りかける声。風の声とは違う。質量をもったしっかりした声。それは何処かから響いてくる。その声を聴き取る事が出来るのは孤独な彼女の翼と感性だけ。

「誰？」だから彼女もそれに翼で話し掛ける。

「私が誰だか分かる？」

「誰？」

「私に会いに来て」

「誰？」

「私と・・・もう一度・・・出会って・・・」







　彼女は自分が眠っている事を思い出した。その次に、自分がまだ生きていることを思い出した。何故なら声が聞こえるから。周りにいる人間達の声が。夢の中のひたすら澄んだ声、自分自身と溶け合うような声とは違う、狂った響きが。

　公園のベンチ。彼女はゆっくりと身体を起こした。周りにいる人たちは彼女になど構いもしないで前を通り過ぎていく。パートナーと言葉を交わしてもう一つの世界を作り出したり、見るべきものをしっかりと見つめたりしながら。

「私は違う・・・」

小さな声が漏れる。彼女はそれに恐怖、としか言い表せない感情を持った。

「ねえ、管理者さん・・・」




　足音。前を見る意志を持たない彼女の頭を無理やり持ち上げるほどの力を持つ。マリンが見たのは自分に小走りで近づいてくる一人の女だった。どうやら彼女は宿の前でずっと彼女を待っていたらしい。指先まで覆い隠すほどに袖の長い服を身につけているがそのために余り速くは走れないようだ。彼女は相手が誰だかはわからなかったのだがとりあえず彼女に向かって駆け出した。

　何故か彼女はマリンと目を合わせようとはしなかった。それどころか、彼女に背中を向けるばかりで彼女のほうを向いてさせくれない。

「私に何か用？」

仕方なく、マリンは息を切らせながら彼女に話し掛けた。

「あなたがマリンね。彼氏が待ってるわよ」

「どこで？ていうかあなた誰？」

　マリンは自らの瞳に突き刺さる何かを感じた。光。青い光だ。何時の間にか左手に握っていた青い宝珠。彼女はそれを目視した。青が全てを飲み込んでいく。シーファーグス。これにそう名をつけたのは一体誰なのだろう。水と生命が確かにこれの中心に混在しているのだ。

「ニーズライア・・・どういうことよ・・・」

突然割り込んでくる声。割り込んでくる？違う、声の持ち主は本来この場所にいるべき存在。その声は彼女の中に眠る者のそれと同じ性質を持っている。その心は長い刻の中ですっかり薄れてしまったけれども。

　青い光を放つ宝珠の横に赤い光を放つ宝珠が現れる。それを右手に持っているのは先ほど彼女に走り寄ってきた女性だった。マリンは初めて彼女の顔を見た。

「この光の意味わかる？」彼女が言った。

「解ることにしておくわ。文句は無いでしょ」

　二つの宝珠が放つまったく別の光は、決してお互いの色を一つに重ねることなく世界を駆け巡っていく。

「名前教えて。私も言うから」

「私はマリン＝クラウディア。それじゃ、あなたの名前教えて」

それを聞くと彼女は自らの右腕に無言で左手を重ねて袖を捲った。彼女は宝石が三つ、ルビーとサファイアとエメラルドがついて、黄金に白金で紋章を刻んだブレスレットをつけていた。

「・・・アルハ・コーディ・トファミグ・ティヴィ・クァーレウリク！？」

「あなたは・・・ライア＝コーデリアね。よろしく」

彼女は宝珠を服のポケットに突っ込んでから左手を彼女に差し出した。彼女もそれに倣った。ライアの身に付けるブレスレットはコーデリア家当主の証しだ。ルビーはその魔力を。サファイアはその存在の尊さを。エメラルドはその知識の象徴になっている。

「彼のところに案内してあげる」




「完璧街の人にも見られたわね・・・」

右手首を見ながらライアが言った。

「なにか問題でもあるの？」

「あなたには関係ないわ」




　ケイス行きの馬車の出発場の右手には少し小さめの、馬を一時的に放すための草原があって、その隅には古井戸があった。縁の欠け具合は相当なもので下手をすると落とし穴と見分けがつかないかもしれない。彼女がそれを見て井戸だと分かったのは傍に変色した桶が転がっていたからだ。彼女の少し先を早足で歩いていく女性はその草原の横の緩めの傾斜がかかっている丸石で舗装された道を登っていく。

　カランカラン。彼女が後を追って坂を中ほどまで登った所で錆びかけているのか少し鈍めの鐘の音が辺りに木霊した。その後に続いて馬車が出るぞ、急げ！という声。そして馬の嘶き。

「ふーん・・・」

彼女は一人頷いてライアの再び後を追った。




　曲がりくねりながら何処かに向け伸びていく坂は気がつくとかなりの急勾配になっていた。それにもう舗装されていない。彼女はライアに引き連れられて山中に引き込まれてしまったのだ。しかし、人が生活をしている形跡はしっかりとある。例えば草をしっかりと刈った跡などだ。彼女は左手に海が見えることに気づいた。昨日自分がいた岬も洞窟のある入り江と一緒にはっきりと見える。今日は今日でまた違う色をその場所は持っていた。

「何してるの。早くしてよ」

遠くからそう言われて、マリンは慌てて彼女の後を追った。




　どうやら上り坂は終わったようで、彼女の目の前には真っ直ぐな道が一本伸びているだけとなった。リスが一匹２人の足元を駆け回っているが何をしたいのかは良くわからない。

「この先に居るの？」とマリン。

「そうよ。家の持ち主はかなりガラ悪いから注意した方が良いわ」

　彼女はそう言ってから先ほどまでと同じように彼女の先を歩き始めた。




　さすがは山の頂上といった所か。事あるごとに風がふいて、温まりすぎた街を冷やしていく。マリンは少し前までの山登りの所為でかなり疲れてはいたのだが、風のおかげで何とか走れるのだった。それにもう家が見えるところまで来ているのだ。どうやらかなりの豪邸のようだ。もしかしたらこの一帯全域が彼の庭なのかもしれない。

「あそこってライアの分家か何か？」

「違うわよ。何が悲しくてあんな男なんかと・・・」

かなりきつい口調で、歩きながら彼女が答える。

「怒った・・・？」

「いや・・・。ちょっと・・・ね」




　海の良く見える切り立った丘。道に沿って進むのであればそこは一番奥ということになる。崖の端には丸太を組んで作った柵が立っている。ライアはどうなのか分からなかったのだが彼女は横目で海を見つめながら歩いていた。

　丘の端、目指す大きな家のある部分に近づくにつれて、彼女はだんだんとライアの言っていることの意味がわかってきた。まず、路傍の草は彼の手によって姿を消してその代わりに、ギラギラと光る宝石が散らばるようになったのだ。先ほどライアに見せてもらった物や、最近見たコインとは違う。光にたくさん色をつけてよく反射するように細かく砕かれて、地面にばら撒かれているのだ。

「可哀想な宝石ね・・・」ライアは答えなかった。

　要するに、彼の家の周りは美しい物だけで構成されているのだ。海側に木の板を渡して新たに作ったスペースにある花壇はよりによってローナミアだけが萌えていたし、丁度反対側には池を中心に庭園が広がっているのだが、そこには、いやらしいまでに毛並みを整えられた毛の白い小動物（マリンには見分けがつかなかった）が歩き回っているのだった。

「場が調和してないの。だから男に魔法は使って欲しくないのよ」

後半部分は私怨だな、と彼女は思った。




　鍵のかかっている扉をライアの魔法で壊して２人は中に入った。鍵がかかっている事を知った時に彼女は何かぶつぶつと文句を言っていたのだが、まさかここまでするとはマリンは思っていなかった。扉は壊れた上に何処か遠くに飛ばされてしまったのだから。扉のすぐ前の空間を左右から見つめているのは天馬の像だった。ヒスイの目も、本来は美しく感じるはずなのだろうが不調和な空間をことごとく見せ付けられた後の事、マリンに正常な判断力が有るわけが無い。そして扉をくぐると最初に出る真っ直ぐな廊下には陳列棚とでもよぶべき、彼の集めたアイテムを来訪者に見せつけるため、としか思えないような５段の棚が床から天井に向かって聳え、廊下の初めから突き当りまで延々と続いているのだった。この場で目に映しても良い唯一のものは恐らく床の木目だろう。ライアも同じ思いのようで横を見てしまわないように注意しながら前を見たところ彼女もまた俯きがちで歩いていた。天井は、不気味に豪華なシャンデリアが光っているからやはり見ては駄目だ。

　調和していない世界から何か大切な部品が抜けてしまったような気配を彼女は感じた。どうも気になるので足を止めて右を向いてみると、どうやら三段目の小さめの貴金属類が並べられているエリアに一つ分の隙間が出来ていた。彼女は他のものを目に入れないように慎重に、素早く視線を床に戻した。




　廊下を通り抜けると今度はやや大きめの部屋に出た。この部屋には扉が三つ取り付けられていた。

「次はどっち？」

辺りを見回しながら彼女が言った。

「・・・手伝ってくれる？」

言い方は表面上は下手に出ていたが、半ば命令しているようなものだった。マリンはなれない絨毯の上で滑りそうになりながら彼女に近づいた。彼女の足元の床板は木目が他と繋がっていない。マリンの家の台所にある食料室の入り口のようだ。

「これを持ち上がるのね。分かったわ」

彼女は反対側を持ち上げようとした。だが何しろ隙間が全く無いので指が入らない。

「ねえ、これどうやって・・・」

「違う！中から鍵掛けられてる！！」




「確かこれって中は鉄で出来てたはず・・・」

ライアは一人で何か呟きながら２、３歩後退した。マリンも念のためにライアの居る側の壁の隅に向かう。すれ違った時にはもう既にライアはニーズライアを手に転がして感覚を集中していた。

「マリン、大丈夫？」

マリンは頷いたのだが、彼女は後ろに立っているので勿論ライアは気づいていない。しかし恐らく意思は伝わっただろう。

「・・・多分一番安全なのは私の後ろだから」

「ミドン・サート・ニーズ・リレト・シー・ナ・ライア」




　水と炎が混ざり合うと闇を形成する。その魔法の外見はそんな感じだった。宝珠から光が失われたと同時に床板を覆っていた闇は、その部分を道連れにして消滅した。ライアは宝珠をいつでも取り出せる場所にしまってから、地下室に通じる梯子を降りていった。




　狭い廊下。多分これ以上大きくすると崩れだしてしまうのだろう。暗がりの中を手探りで、ライアが先頭、マリンが後方を進んでいた。

「一番目の扉ね」

「一番目の扉」

まずはライアが到達して、その直後にマリンがそこにたどり着く。シルヴィスは三番目の部屋にいるという。

「二番目・・・」

「二番目。間違いない」

ゆっくりと慎重に。魔法を使う気にはなれない。何か、今この場所でそれをやってはいけないような気がするのだ。

「三番目！入るわよ」

やはり鍵のかかっていた扉を触れた瞬間にぶっ飛ばしたライアは部屋に駆け込んだ。その所為で廊下に光が漏れるようになってマリンは少し眩しく感じた。彼女は薄目を開いたまま部屋に入った。




　無機質的な部屋の左奥に有るベッドに彼は寝ていた。どうも余りまともな治療は施されていないらしく、遠くから見た感じだと添え木をして包帯で固定してあるだけのようだ。薬草特有のツンと来る匂いが部屋に充満していないのだから恐らく間違いない。

　ベッドの横では小太りな男が彼の鞄の中を調べていた。彼女は彼の左手に小さな麻袋と青くて丸いコインを確かに見た。彼女は思わず彼に向けて怒りをぶつけそうになった。

「勝手に怪我人の鞄調べて何やってるのかな？」

挑発的な声。ライアがいつでも魔法を使えるように集中している事はこの場に居る者ならば誰でも分かるだろう。

「勝手に？何を勝手に思い込んでいるんだ。こいつの鞄の中身を整理してたら偶然･･･まさかこんなものが出てくるとはな・・・」

「それにしても、だ。貧乏人はこの家に入れたくないんだ。幸いにもこいつは大丈夫だけど・・・」

彼は青髪の少女を指差した。マリンは耳を手で覆おうとしたのだが間に合わなかった。

「お前、その服装は何だ？右側の袖の部分が破けているじゃないか。よく格好で街中を歩き回れるな・・・」

「ライア、この男ってこの程度の事しか言えないの？もっときついと思ってた・・・」




「全く・・・まずその手にあるものを彼に返しなさい」

一歩、ライアは彼に歩み寄った。

「何故お前が僕に命令できるんだ？ここは僕の家だ。僕に従ってもらう」

彼はそう言いながらしっかりと彼の鞄を掴んだまま立ち上がった。ランプの光が床に大きな影を映し出す。彼は、表情一つ変えずに袋を自らのポケットにしまいこんだ。

「どおりで街でまともな評判が無いわけね。人が来ると必ずそうしてるんでしょ？あの部屋からは先に進ませない上に地下に押し込んで・・・」

ライアはため息を漏らした。

「ああそうそう、お前が他の２人の分の食事代とその他の泊めた事による経費を払ってくれるんだったらそれでいいぞ？」

「・・・・・・面倒くさいわね。分かったわ」

元々こうなる事は覚悟の上だったのだろうか。彼女はあっさりと彼の要求をのんだ。財布を、細かい星が散りばめられた豪華なお金入れを取り出して、ライアはそれを開けようとした。

「おっと、あける必要は無い。財布ごと貰うことにした。その財布気に入ったんだ」

「いい加減にしなさいよ・・・」

ライアは何故かおとなしく財布を渡してしまった。だが、これで彼女はライアの考えを理解した。彼女はあとで全て彼から取り返すつもりなのだ。

「ふーむ・・・全然足りないみたいだ。他に金目のものといえば・・・」

彼の視線がライアの右手首に向いていた。そして、顎に手を当てて散々考え込むふりをした挙げ句に２人の予想した通りのセリフを言い放った。

「その腕輪・・・一日だけでもいいからあそこの棚に飾らせてもらえないか？」

その身体から無言の圧力とでも言うべきオーラを放ちながらライアは袖を捲くり腕輪を露出した。それは彼女の魔力に反応して三つの宝石を綺麗に光らせていた。

「ちょっとそこで反省しなさい」




「ねえライア、なんであんな馬鹿相手にするの？」

「あいつ・・・ケイス大学に影響力持ってるのよ。潰せそうだったら潰したかったんだけど・・・」

彼女はマリンに耳打ちして、最後に、だけど私が先に挑発に乗ってしまったようね、と言った。

　ビスタはライアが連れと何か話しているうちに、先ほどコインを入れたほうとは反対のポケットに手を入れた。彼が求めているのは指輪だった。これ一つでコーデリア家を止めるほどの威力のある伝説の指輪。

「・・・ライア、この指輪なんだと思う？」

「私のことを名前で呼んだ？このデブ、消えろ！！」

今まさに彼女が放とうとした魔法が殆ど怒りのみで構成されていることは誰にでも分かった。怒りのあまりに狙いと全く関係の無い場所でまで魔法が発現するほどだった。

　だが、目の前で名実共に最強の魔法使いが魔法を使おうとしているにもかかわらず、

彼は悠然とそこに立っていたのだ。彼は含み笑いを浮かべながら、指輪を持った手を彼女のほうに伸ばした。まさに魔法を使おうとした瞬間だった。彼女は、何とか魔力を押さえた。

「なんで・・・そんなものを持ってるの・・・」

絶望さえも感じ取れる、そんな声。だがマリンにはいまいちその理由がわからない。

「あの透明な指輪がどうかしたの？」

力無く項垂れるライアの顔色をうかがいながらマリンが言った。

「知らないのか？」

「これは・・・」

彼女はビスタの言葉を遮った。

「ガラスの指輪。ハイン＝インジェントが創り出してフレア＝コーデリアが身に付け、そしてディアスが何処かに捨て去ったあの指輪よ」


記憶の盟約




　彼が隣を歩く少女に左手を差し出して彼女が少年に鞄の中から取り出した赤い木の実を差し出す。凍りついた世界の中を旅してきたためかそれはすっかり凍り付いてしまっているのだが彼はそんな事は気にせずに口に含む。道しるべとなっているそりの跡は真っ直ぐに地の果てへと突き抜けていく。太陽は、弱々しい光を、地面を覆う白い光に負けないように必死に放っている。風は吹いていない。この寒い世界を、彼と彼女の２人は歩いていた。

「レイズ、耳大丈夫か？」

彼が心配そうに話し掛ける。２人きりの儚い世界で。

「うん・・・」

彼女は自らの背中を擦っていた手で両耳を押し当てた。そうすることで初めて彼女は彼の言葉の意味がわかったらしい。

「冷たい・・・」

「エーノについたら何とかして帽子を手に入れないとな」

笑顔を浮かべてそう言って、彼は彼女の手にある鞄から木の実を取り出した。







「その指輪を身につけたところで空間魔法は使えるようにならないのよ、わかる？」

その言葉に説得力はまるでなかかった。

「何故僕がこんな危険なシロモノを持ち出したと思う？」

「私をどうにかするためでしょう？」とライア。

「違う、僕が、魔法使いの頂点に立つんだ。気づいたんだよ。ライアが腕輪を見せただけで自分が怖気づいてしまった事で」

「なるほどね・・・」

右腕を見つめながらポツリとライアはそう呟いた。

「力があることに気づいてしまったわけね。お前に魔法を使う資格なんてないわ」

「コーデリア家当主の権限で命じるわ。死ね」




「その指輪は身に着けないと効果が出ないわよ。さあ、さっさと着けなさい。その隙に殺してあげるから」

何時の間にか左手で彼女はニーズライアを転がしていた。マリンだけかもしれないが確かにライアから殺気を感じる事が出来る。恐らく本気だ。

「本当にそんな事をしてもいいのか、うん、いいのか？」

どうやらあの男は未だに自分が優位に立っていると思い込んでいるようだ。どんな事があっても対処する自信があるらしい。

「大体、着けないと意味が現れないんだったらさっきだって魔法を使えたじゃないか」

「五月蝿いわね・・・。それ以上何か言ったら消すわよ」

「指輪無しじゃリズリア－レヴィーク－ライアも使えないような一族には言われたくないが」

「自我の損失と引き換えに大魔法を使えるようになりたいと願うあんたの方が異常なのよ」

「フレアが自我を失っていた、とでも？記録を見た限りだと自我を失っていた様には見えなかったが」

「フレアは最後には指輪ごと指を切り落とされて光の彼方に消えたわ」

「それはシャインがいたからこそ出来た事。君一人では僕は止められない」

「僕はこの日を待っていたんだ・・・」




　ライアは自己の中に戦慄が走るのを感じた。指輪の効果がもう彼の中で起こりつつあるのだ。当然の事だろう。魔力を無限大にまで高めるアイテムをその手に長い時間握っていたのだから。フレアの言っていることの整合が取れていたのは恐らく彼女の無意識が目覚めていたからだ。だが、この男程度ではそんなことになる前に発狂してしまう。

「お喋りが過ぎたみたい。さよなら」

宝珠が輝きだすよりも速く魔法を完成させてしまう。彼の手から指輪を奪うだけなのだからそんなに難しいことではない。彼の手に握られている指輪は彼女のイメージどおりに彼の手の甲を通り抜けて宙へと飛び上がり、彼女の足元に音を立てて落ちる。ライアは即座にそれを右足で踏みつけた。だが、何故か、彼の左手の人差し指にも一つ、透明なガラスの指輪が光っていた。彼女は初めて幻を見せられていたことに気づいた。全ては彼女自身が想像したことに過ぎなかったのだ。何時の間にかビスタは指輪を身につけて２人を想像が支配する街へ追いやっていたのだ。

「だけど私は現実に戻ってきた。それが指輪の力なのね・・・」







　彼女はかつて見た、現実よりも正確な夢の中にいた。真っ黒な空間に、自らの思い描いた通りの人物や、オブジェが現れては消えていく夢の中に。彼女は自らの目が開いている事を知っていた。見つめようと願えば現実の世界を見る事が出来る事と知っていた。だけど決してそうはしない。彼女はそうはしない。時が満ちてしまったのだから。忘れてしまった多くのことを思い出してしまったのだから。

「道を教えて。マリン」

彼女は彼女に聞こえるようにそう言った。マリンはマリンから教わった通りの道を歩いていった。

　暗闇の中を歩くうちにだんだんと正確に思い描けるようになってくる。彼の姿を。彼のいる場所に近づいている証拠だ。充分歩いた、と思ったところで彼女は目を閉じて彼の姿を思い描いた。円を描く杖を持った少年の姿を。彼はすぐに現れた。そしてこう言った。

「久しぶりだね。盟約を完成させに来たのかい？」

「ううん、遊びに来ただけよ。せっかく道を思い出したんだから」

「盟約を完成させる日が近づいてきてるんだね。思い出してしまったんだから」

「最近まではあなたの事はおろか盟約の事まで忘れていたし道だって私に教えてもらって初めて思い出せた。まして正しい死に方なんて何の事なのか・・・」

「それがわかるのは盟約を完成させるときだ」

彼女の中にいる少年は彼女に近づいた。

「まだ、その時は来ていないよね」

不安げに目の前の少年の瞳を見つめながら言う。

「思い出すべきときはまだ来ていないよ。盟約は、まだ、僕が完成させない」

彼は彼女を抱きしめた。マリンははっきりと彼の存在を感じた。今までよりもずっと。かつてのように。

「管理者さん・・・有難う・・・」







　誰かの声が突然彼女と少年の間に割り込んでくる。急速に世界が明るくなっていく。無音の世界に音が混ざりこんでくる。彼女は瞳を使えば見る事が出来るとを知った。目を開いていれば光が目の前を覆うことを知った。マリンは激しく首を振り、無理やり自らの想像の世界を押し込んだ。ベッドの上で眠っている男はシルヴィス。彼女の近くを立っている女性はライア。彼女はそこまで確かめて、やっと現実に価値を見出した。

「現実と想像をごっちゃに・・・。すごい魔法ね・・・」

そう言いながらライアは彼に向けて一歩歩み宝珠をつきつけた。その後ろにいるまだ夢に半身を捕らわれている少女の瞳が紅く染まる。彼女が見つめるのは二つの光。彼が指の指輪の輝きと彼女の手の宝珠の炎。指輪の光は彼を護るかのように、彼の周りに留まっている。

「最初から指輪を着けていたんでしょ。どう、答えてよ」

彼は答えなかった。男の目は指輪と同じ色で彼女を見つめていた。

「言葉を失ったのね。可哀想に・・・」

突然、彼の手を指輪の光が覆い、獣の口と形作り、彼女に向けて振り下ろされた。後姿を見ているだけで彼女が死への恐怖を感じているのが分かる。だが彼女は判断を誤らなかった。炎を空間に織り交ぜてその塵を自らの幻影のように散らしながら、彼女はこの場から姿を消した。

「・・・・・・」

指輪の男の目がマリンの方に向かう。彼女は彼に指に光る物が普通のものではない事は分かった。だが彼女はそれにまつわる伝承など一つも知らなかったのだ。

「私に何か？」

「・・・・・・」

彼は彼女のほうへ足を進めようとしたのだろう、だが何故か彼の足は動こうとしないのだった。

「さっさとその指輪はずした方がいいよ。まだ言葉を忘れただけで済むうちに」

「ね・・・」

彼女は大空を駆けるそれと全く同じ風を起こした。外の香りがじめじめとした暗い地下室を明るい外の広場へと変えていく。でもどうやらこの風は彼の元にまでは届いていないようだった。指輪がそれを邪魔しているのだ。

「・・・・・・」

「せめて言葉を・・・思い出させることが出来れば・・・」

「シルヴィスの時と同じやり方で？・・・・・・出来るの、答えて・・・」

宝珠は答えようとはしなかった。彼女はそれが不可能であると知った。

「シーファーグス・・・謎の宝珠にも無理な事はあるんだね」

彼女はそう言いながら宝珠に触れようと思いズボンのポケット両方共に手を入れた。だがそこにあるのは彼女の予想に反して右のポケットにある例の木の葉だけだった。彼女はそれに触れてしまった。

『言葉なんて要らない』

頭に直接語り掛ける誰かの声。

『心が繋がっているんだから』

『でも、あの男とは違うよ・・・』

何故か彼女にもその声の主の心に直接語りかける事が出来た。

『あたしは・・・あたしに語りかける事が出来る・・・？あなたが・・・そうなのね』

『勝手に話を進めないで』

『いずれ全ては繋がってしまうのよ・・・。あたしたちがそうだったように、ね。全ては予定調和に過ぎないのかも』

彼女は今まで彼女に面と向かって話していたのが何となく分かった。彼女が背を向けた事はもっとはっきりと分かった。姿はまったく見えないにもかかわらず。

『あたしが思うにあの男を止めるには指輪を指ごと切り落とす以外に手は無いはず。それと・・・あの指輪・・・ねえ、宝珠持ってるの？』

彼女の問いと一緒に彼女が抱く様々な感情が流れ込んでくる。それは恐れにも似ていてそう、相手がかつて抱いていた恐怖であり、不安であり、それが再び相手の中で甦っているのだ。

『持ってるよん。青い奴を』

『シーファーグスね。・・・いい、あの指輪はあなたの宝珠と似た性質を持ってるように感じる。だから、宝珠を持っていても多分通じない。全ての基盤となっているあの宝珠だったら別だけど、ね・・・』

最後の言葉と一緒に彼女の旅の最後の想い出も断片的に流れ込んでくる。とても懐かしい気配のするかつての自然に囲まれたその場所は、自らが最後に向かうべき場所であるような気がした。そして、最初からそこにいたのだ。翼を持った彼女が。

『・・・・・・私に語りかけてきていたのはあなただったの？』

突然声が変わる。夢の中の羽の生えた少女と同じ声に。

『そう、私はわかっていたのよ・・・』




　マリンは彼を睨み、威圧しながら一歩ずつ迫っていった。彼女の右の人差し指からは光の刃が生じていて、虚空を切り裂き彼方へと消えていく。これで直接切り取ってしまうのだ。男は黙って彼女の様子を見ていた。指輪も今は光を失っている。彼女は左手で彼の手を自らの胸の高さまで持ち上げ、刃を彼の左手に当てる。それでもまだ何の抵抗も示そうとはしない。彼女が意思を決めると簡単に彼の皮膚を貫き、肉を、骨を露呈した。

「僕の声が聞こえない？僕が言葉を忘れた？何を勘違いしているんだ。言葉を忘れたのは君の方だ。理解できないものをどうやって受け入れるつもりなんだい？」

　まるで赤い肉が白い骨を震わせて発する血の声が聞こえてくるかのようだった。彼女はその言葉によって自らがそうである事を知った。全ては自らの思い違いであることを知った。彼女は再び声に語りかけた。

『・・・どうにかならないの？』

『私には最初から言葉は無いよ』

『あなたは夢に出て来る・・・？一体何者なの？』

『それはあなたが良く知っていると思う。私が何かはあなたが決めるの』

『私が決める・・・？・・・・・・ううん、なんでもない』

　遠い場所で誰か、他の誰かが叫んでいるのが聞こえる。彼女は耳ではなく、目を使う事によってそれを瞬時に理解した。

『指輪はまだ彼の指にある？あるんだったら・・・！』

　彼女が目を開き見ると、彼女の思った通りなのか彼の手には左手の切り落としてしまったはずの指が甦り、その付け根ではガラスの指輪が悠然と光っていた。それを見た彼女に声はもう一度語りかけた。彼女の右横で、長い髪を結ぶ白いリボンを解きながら。

『あなたは言葉を失ってしまったと本当に思う？』

『わからない』

言葉を選ぶうちに勝手に彼女に心は伝わってしまう。何を思い、どうそれを言語で表現しようとしたのかまでが。

『じゃあ指輪の力でそういうことが起こせると思う？』

『思う』

『シーファーグスを、あの輝きで全てを見極めて。ニーズライアがあれば一瞬なんけど・・・』

彼女はマリンの手を無理に動かして上着のポケットに入れた。そのとき確かにマリンは存在しない女性の手の温もりを感じていた。彼女の吐息を、彼女の強さを。

『後は自分で何とかできるでしょ。頑張って』




　彼女は宝珠の輝き、絶対なる海、生命の輝きを開放した。彼女の意思を受けて宝珠は内に秘める力を外に放出する。彼女の力で宝珠はその真価を発揮する。彼女の祈りは宝珠にかつての物語を思い出させる。その昔天空高い所から海を見下ろしていた頃の物語を。光は海に届いてそのまま吸い込まれていく。そのまま。届かないほどに深い場所まで。

　青い光がビスタを照らした。白く発光する指輪にその光が重なり鈍い新たな光を生み出す。宝珠と共にマリンはその光が指輪を中心に広がっていくのを見た。光は男を、彼女の立つ世界を、彼女自身をも飲み込んでいく。宝珠に向かってガラスの光が這ってくるかのようだった。部屋の壁は光に触れると溶け出してしまう。そして後には虚無が現れる。既に男は鈍く発光する波に飲まれてしまっている。彼女は虚無が自らを囲んでいる事を知った。宝珠を通して世界を見るがために気がつかなくても良い事にまで気づいてしまうのだ。彼女は虚無を受け入れるしかない事を知った。瞳に虚無とそれを生み出す光を映す少女はじっと闇の中に佇んだ。




　ガラスの指輪が天から彼女の元へ音も立てずに落ちてくる。闇の中彼女はそれを右手の平で受け止める。魔力を持っている為かそれには質感が無かった。

「・・・・・・」

何か言おうとしたのだが言葉が出ない。あの男が言ったことは本当だった。言葉を失ったのは彼女だったのだ。自らのうちで次から次へと生まれれ来る言葉は表に出ることが出来ずに自身のうちに積もっていく。言葉は表に出ない限り消えずに残るのだ。そしてただひたすらその中身を心に曝け出すのだ。

「・・・・・・」

それに堪え切れずに思わず口を動かす。だがやはり言葉は出ない。一体今何を言おうとしたのか。言葉が溜まりすぎてどれが外に向かって旅立とうとしたのかももう分からない。

「・・・・・・」

彼女の中の何もかもが言葉の山に押しつぶされてしまう。何か話さなければいけない。彼女は考えた。自らが言葉を失った理由を。

「話し相手がいないから」

結論は一瞬で出た。そしてその言葉は表に出ることを許された。

「でも・・・一人の方が楽しいよね」

彼女は言葉を取り戻した。




「闇・・・か。いい加減飽きたよ・・・」

光を生み出すものといえばあの宝珠しかない。彼女は右手を動かして宝珠を取り出そうとした。その瞬間、何かが、彼女がその存在を忘れていたとても重要なものが虚無の海に落ちた。海面にぶつかった時、それは存在しない音、無の楽器の音を奏でた。

「無の楽器？そんなの私知らない。なのになんで知ってるの？それに虚無なんてありえるの？私は最初からここにいたの？違う、ここは・・・違う・・・」

　孤独を望む少女の持つ宝珠はひとりでに光を発し、その光で彼女の表も裏も何もかも全てを照らした。生命の輝きは彼女の中でひとりでに大きくなっていた。そして彼女の中で辺りにたち込める虚無を打ち砕いた。




　瞳の中で燻る命の輝きが薄れていく。視界が再び広がっていく。

「ライア！！シルヴィスも！？ここは・・・？」

彼女は何時の間にか元の地下室に戻っていた。何もかもが元のままだ。ガラスの指輪はビスタの指に光っているしマリンの目の前で銀髪の女性が魔法を使おうと意思を高めている。

「魔法がやっと解けたのね。おめでとう」

「魔法？」

「ライア、僕が君の難解な説明よりも簡潔で分かりやすく彼女に解説しようか？」

「名前で呼ぶなって言ったのを覚えていないの？学習能力無し、と・・・生きてる価値無いわね」

だがライアは決して魔法を放とうとはしなかった。

「どっちでもいいからさっさと説明してよ」

「あの男は最初から指輪を身に付けていた。私達はこの部屋に入った瞬間から彼の魔法によって現実と想像、それも私のものとあなたのものを混ぜた世界に徐々に迷い込まされていたのよ」

彼女の方を向くでもなく淡々とそう言い、ライアは後ろ手でマリンを掴みビスタに面と向かわせた。

「指輪が光ったら要注意。どうあっても光につかまらないように」

マリンは彼の指先に細心の注意を払いながら先ほどそうしたように人差し指から全てを切り裂く光を出した。夢の中のものとは違い、それが空気を切り裂くとそこに向けて渦巻く気流が起きていた。だが彼女が魔法を使う気配を感じたライアはやはり前を見たままでこう言った。

「・・・指輪はあらゆる魔力を吸い取るわ。無駄よ。物質的な力も通じない。一体どうやってディアス一行はフレアを止めたのか・・・」

「単に指輪を抜き取れればそれでいいんじゃないの？」

彼女に倣い彼の指輪から目を離さずに言う。

「それは出来ないことぐらい分かっているでしょ」

「それは出来ない。何故ならこれはもう僕でも抜き取れないからさ」

嫌味な口調。出来るものなら抜き取ってみな、とでも言いたいようだった。




　彼女は靴の中が湿っているなと思った。視界の範囲にある彼のさらに向こう側の床に目を凝らすとどうやら水が床下から沸いてきているようだった。何時の間にか彼が魔法を使っていたのだろう。だが彼女がそれの存在に気づいたためなのか突然彼と彼女の間の床板を突き破って噴水のように噴出した水柱が彼女の脳天にぶつかり彼女はそのまま激しい水流に押しつぶされた。床に伏せる自身の身体を何とか起き上がらせようとするのだがあまりの水の重さに身体が言うことを聞かない。

　彼女はこんな状況でも水の音と人の足音をしっかりと聞き分ける事が出来た。人の奏でる音は何時も何処かで矛盾しているからだ。彼女に向かってくるのは間違いなくビスタ。ライアのいる方を見ても水しぶきが邪魔で何も見えない。

「・・・・・・僕が指輪持っていることを外に知らされては困るんでね」

今までの単にライアを挑発する事を目的とした声とは違う。彼女はもう一度全身に力をこめて立ち上がろうとした。だがやはり水には勝てなかった。

「私よりも先にライアを殺った方がいいんじゃないの？」

「ライアは後だ。目的達成のためにはそれを後ろ盾する者から消していくべきなんだよ」

「どうあっても私を殺すつもりなのね・・・。でも、残念だけどこれは正しい死に方ではないから」

彼女は先ほどから動かしていた手を何とか宝珠に届かせた。だがポケットに入れた右手の手首を彼に踏みつけられてしまった。

「何をやろうとしているんだ？今の僕相手に」

「生命を生み出すのよ。私にはそれができる」

「魔法使いが得意とする詭弁か。命を生み出したところでどうにも成らないだろ」

彼が何かの魔法を使う気配を感じた。首に触る空気が冷気を帯びてきているから多分そこらの水を凍らせて氷の刃を作り出したのだろう。

「・・・あなたの生命を消し去ることだってできる」

彼女は自らの背中に間もなく振りかざされるであろう鋭い氷の刃に怯えながら言った。彼女の背を撫でる細かい水がなんとも言えず皮肉的だった。

「妙な自信があるようだな。だがこの世からコーデリア家を消すため、死んでくれ」

彼女は背中をビスタの高級そうな革靴に踏みつけられた。そこから直接彼の殺気が伝わってくる。もうどうあっても逃げ切れない。

『生命・・・人間にある生命・・・』

誰かの言葉。これは夢に出て来る翼のある少女の声だ。

『シーファーグスの力では人間の生命はどうしようもないわ』

『彼女がそう考えているから』

『だったら私はどうすればいいの？』

初めからそうすることが出来たかのように彼女に話し掛ける。

『私にはわからない。人間の事は結局最後までわからなかったの』




　ライアは彼女にかけられたそれと同じ魔法の影響も受けずにいたのだが、彼女には歩む事も考える事も出来なかった。なぜなら彼女はビスタの手によって意思を奪われていたから。彼女の予想以上にビスタは指輪の影響下にあったのだ。彼は指輪の力を自分なりに用い、自身の得意とする他人の精神に介入する魔法を使い彼女の意思をなくしてしまったのだ。さらに悪い事にライアはその類の魔法に関する知識があまり無かった。しかし彼女には意思が残されていた。見る意思と聞く意思が。彼女は幻想の中で幻想の音を聴きその中に身を置いていた。だがそれでも彼女の何処かに現実へ回帰したい願望がありそれを消す事は男には出来なかったのだろう。

　だから彼女は宝珠の声を聞くことが出来た。そしてその声は彼女の危機を伝えた。死す事の無い少女に迫る死を。

　宝珠の言葉はライアの意思に別の色を与えた。彼女は自分の意思ではなく、意思の意思で魔法を使ってしまった。彼の魔法を一瞬にして取り払う。彼女は生まれてはじめて現実の存在を強く意識した。もしもここが現実だったら。彼女は魔法使いで彼は指輪を持った男。男は水を凍らせて少女を今にも貫こうとしている。ライアは指輪を持った者を僅かな時間でもいいから止める事のできる魔法を探した。それは一つしかない。

『グラーナ・ソー・ライア』

彼に聞こえると対応されてしまうから心の中でだけその名を呟いた。




　マリンは自由の利くもう片方の手でいま自分を踏みつけている彼の足を掴んだ。さらに彼に行動する隙も与えずに身体を横に転がす。何故か思っていたよりも遥かに簡単に彼の身体は床に叩きつけられた。そして場に溢れていた魔法の水も消滅した。

「油断大敵・・・か。ライアの言ってた通りあなたはただの能無しね」

「なんだかもう幻想でもなんでも良いわ」

彼女はどうやら頭を打った衝撃でまだ立ち上がれないように見える彼の左手を掴んだ。彼女は右手で指輪をつまみ、そのままの状態で宝珠に話し掛けた。

『この指輪、外せる？』

『・・・外せるのね。わかった。ありがと』

彼女は自らの意思を何一つ変えずに指輪を彼の指の先端に向けて動かした。途中彼が起き上がろうとする気配があったのだがどうやらライアが止めてくれたらしい。マリンは何も言わずに彼の手から指輪を外した。力を失った男が目覚めることは少なくとも彼女達の前では二度と無かった。




　彼女はその指輪を何も言わずに宝珠と一緒にしまいこんだ。その指輪は近くで見ているとその美しさに惹かれ、思わず身に付けてしまいたくような魅力に満ちていた。遠くから見ていただけでは絶対に分からないが表面と裏の両方に細かい細工、それと光のハーモニーを最大限に高めるための、そして人の深層心理に訴えるための特殊なレリーフが刻まれているのだ。どうやら何かの女神のようだった。マリンは知らなくて当然だがこれのモデルとなった女神はカトルラの有名な女神像である。

「ライア、ここからどうやって戻るの？」

わざとらしく床に転がる男の身体を踏みつけながらマリンが言った。

「あなたが担いでいきなさいよ。私はしばらくは魔法は使わないつもりだから」

「なんで？」ついでにマリンは彼の背中に片足立ちになった。

「彼をここに引っ張ってくる時に使ったから。わかった？」

「そんな事言わずにさぁ・・・」

マリンはその状態からさらにつま先立ちに成り、上で何度か飛び跳ねてみた。

「無理な事は無理。あなただってそれは分かるはずよ」

「だったらライアが・・・」

「何が悲しくてこの私がそんな事・・・」

２人はそう言って笑顔を合わせると仲良くビスタの顔面に何度も蹴りを入れた。




　少し離れたところから見るとまるで少女の足が四本に増えたかのように見えたのかもしれない。マリンはシルヴィスを背負い歩いてはいた。だが、およそ頭一つ分ある身長差を考えれば分かるように彼女が彼の身体を背負いきれるわけがない。そういうわけでいまシルヴィスの膝から下は地面に接して引きずられているのだった。ライア曰く『完全に固めたから何やっても大丈夫』という事もあって彼女は安心してそのような方法でけが人を運んでいるのであった。

　彼女には一つ気になることがあった。彼の手にしていた透明な指輪のこと。今は自分が持っているガラスの指輪の事である。

「ねえライア、ガラスの指輪ってなんなの？」

マリンは横を歩いて時々落っこちそうになる彼の身体を支えてくれる人に話し掛けた。

「知らないの？有名な話よ」

「田舎育ちにそんな事は関係ないもん」

「サンライズ＝ディアスを中心とする四人組の話。聞いた事本当にないの？」

「歴史上の有名人なんてカノン＝クラウディアしか知らないよ」

マリンは突然彼をここにおいて空に向けて走り出したい衝動に駆られたが何とか押さえた。

「無知なら無知らしく魔法を使わなかったらいいのよ」

「無知は無知。知は知。だから？」

「あのね・・・魔法に関する理論の一つや二つを学んだ事もないの？」

半ばあきれた様子でライアが言った。

「ない」

そんな彼女の様子にかまう事など全くなく、何時ものようにマリンは答えた。

「それ以上魔法使わないほうがいい。これは誰のためでもなくあなたのために言ってるの。死にたくないならね」

「別に死んでもいいんじゃないの？」

「無知も知の一種である・・・一体誰の言葉だったか・・・彼女にぴったり・・・」

ライアはマリンに聞こえないようにそう言い、不思議そうな、しかし深刻そうな顔をして返事を待っている彼女に指輪の話を語り始めた。きっとこれが終わる頃には街中まで戻っているだろう。







少女の物語

それは親が子に歌う子守唄だろうか。それは恋人達が交わす愛の歌だろうか。今宵彼

らが奏でるは英雄の詩。遥かなる遠い時代に生きた者達の物語。







フレア＝コーデリアは禁忌を破った。




ガラスの指輪。




決して身に付けてはいけないといわれるかの指輪。




たとえハインが甦っても二度と生まれてこない奇跡の指輪。




彼女は指輪を手に取った。それは禁忌。




願望。




わからない。




詩を歌う者たちに彼女の気持ちは決してわからない。




フレアの右の中指に新しい光が生まれた。







魔王の生まれる時代。




最初の変化が起こった時代。




人々は未だ気づかない。




何故気づかないのだろう。




その時代を生きる人々と




現在を生きる我々といったい何が違うのだろう。




指輪の生み出す虚空に包まれつつあることに。




どうして気づかなかったのだろう。







魔王の生まれる時代。




次の変化が起こった時代。




それは確かな変化。




魔法が生まれた。




分からない事がまた生まれる。




それと同時に有ってそれと同時になくなるもの。




わからない。




まだ、何も。







魔王の生まれる時代。




魔王の言葉が生まれた時代。




そして恐怖が何かに混ざり始めた時代。




それでも人々は歌っていたのだろう。




恐怖に未だ気づいていないから。




かつて生きた人々は気づかなかった。




手遅れである事に。




フレア＝コーデリアが旅立ってしまったのだから。







魔王のいた時代。




それは始まった。




明日の姿が全く見えない。




魔王が隠したのだ。




その時代は




魔王のいた時代。







魔王のいた時代。




誰一人止める者がいなかった時代。




一体誰が。




伝説をとめる事ができるだろうか。




己が伝説である事を知る者がどこにいるだろうか。




ただ一人、最初の少女を除いては。







魔王のいた時代。




恐怖が明日を覆い先が見えない。




振り返ることも恐い。




昨日は本当に存在したのだろうか。




不安。




昨日までそこにあったものが今日ない。




今日は何時だろうか。




昨日は何時だろうか。




疑問を生み出す。




それも魔法。







魔王のいた時代。




楽しさに溺れ、現在を見る努力を人々は忘れた。




かの男もそのうちの一人だった。




だがそれも終わる。




男は突然目覚めたから。




きっかけさえなかった。







魔王のいた時代。




その男は彼を見つけた。




彼は笛を巧みに奏でる。




それが彼。




詩を書き音楽を書き物語を残す。




それが彼。







魔王のいた時代。




そしてそれが始まった時代。




何故だろう。




「俺はここに居てはいけない気がする。君について行っても良いか？」




それが変化を示す会話。




魔王の時代は終わりつつある。







魔王のいた時代。




何事にも気づけなかったもの達が呼び出してしまった時代。




そして気づいた者達が集まり物語を生みだした時代。




誰も超える事が出来ないと云われたかの物語に匹敵するものを。







彼女はいつものように木々の枝を掻き分け湖を目指す。




黄昏時。




「あの、冒険者さんですか？」




ああ。




彼らは答えた。




「ここの水は美味しいですよ」




彼女は見ていた。




彼女は見ていたのだ。現在と呼ばれるものを。




「そろそろ霜が降りる時期です。私の住む村へご案内します」







魔王のいた時代。




生まれるべくして生まれた激動の時代。




それがなければそのまま人々は全てを失った。




失われるべきものも。たとえ魔物が甦っても護らなければいけないものも。




何もかも。




彼らは村へと案内された。




数えるほどの家もない小さな村。




彼らを案内した女と村人全員分の薪を用意する親切な男と詩を知る老婆。




彼女と共に歩く道中出会った。




人は少ない。




生まれるべくして生まれたものはこの場所には




生じていない。







雪の降る季節。




そして魔王のいた時代。




彼は村人のために詩を書くことを決意。




男は親切な男を手伝うのみ。




彼女の生活を邪魔しないよう。




彼女の助けになるよう。




セーンを乗り切れるよう。







寒空の下で詩が生まれた。




彼は詩の最後の一文を書かずに眠りについた。




いったいどうした。




わからない。




わたしたちにはわからない。




文字が人間にしか生み出せないと知っているから？




誰がそれを教えた。




それは間違いである。




彼が目覚めると全く違う詩が書き記されていたのだから。




彼らとガラスの魔王の詩が。







魔王のいた時代。




彼は自らが詩人である事を知った。




詩人の詩がどんなものであるのか幸いにも村の人々は知っていた。




男は教えられて初めてその意味に気づく。




詩人の詩は完成されるべき。




詩人の詩は完成されるべき。




彼女は




詩を完成させるのが自身であることを




何時の頃から知っていたのだろうか。







魔王のいた時代。




男と詩人と彼女は




旅に出た。




終わりの見える旅に。




だが成さなければいけないことがある。




本の終わりにたどり着くためには読まなければいけない。




詩の終わりにたどり着くためには歌い聞かなければいけない。




忘れられし物語を完成させるには忘れなければいけない。




人が足りない。




まだいるのだ。




魔王が生まれた本当の理由を知る者が。







魔王のいた時代。




彼らが海をまたぎ混沌の海までもたどり着かんとする強さで大地を蹴った時代。




終わりはある。




見つければいいのだ。







魔王のいた時代。




それはかの物語と同様の展開を成す。




発見があるはかの大地。




かつて途上大陸と呼ばれたあの大地。




英雄の娘の物語が終わったかの大地で。







魔王のいた時代。




彼女は剣士を見つめた。




「ねえ、知ってる？」




彼は知っていた。




一体何を？




知らないものを。







「私が魔法を使えば」




最後の夜彼女は言う。







彼女は魔法を使った。




昨夜の言葉どおりに。




魔王の降り立ったかの地に自らも赴くために。




詩人の詩に記されし仲間を連れて。




そこにいた。




右の中指に光が見える一人の女性が。







魔王を止めるは詩人の詩。




そう記すは彼の詩。




彼は歌を奏でる。声を聞かぬ魔王に聞こえるよう。




何故だろう。それは魔王に届くのだ。




詩が届き、彼女の言葉も届く。




でもどうしても出来ない事がある。




指輪を魔王から離す。




それはどうしても出来ない。




詩人の歌に書かれていないからだろうか。




さあ。どうだろう。




彼は傍観者。




見ることが彼の役割。




見なければいけない。




これから起こる事が詩と寸分違わないことを。




魔王は久しぶりに話し掛けられた。




「帰ろう。私はあなたがどうしてここに来たのか知っている」




魔王は答えようとした。




でも出来ない。




男が邪魔だ。




小さなナイフが右の人差し指に当たっている。




「さあ。でも私たちが求めるものは手に入らない。かつてのようにね」




魔王はかつてあったことを思い出そうとした。




でも出来ない。




男が邪魔だ。




詩が耳障りだ。




「でも私たち２人でも・・・」




魔王は・・・。




でも出来ない。




男が邪魔だ。




詩が耳障りだ。




彼が全てを見つめている。




動いた！！




男はナイフを引いた。




血が流れる。




赤いもの。




「こんなのが私の中にあったのか・・・」




「指輪を離すにはこうするしかないんだ。すまない」




「何故だ」




「詩に書かれているから」




「あの男が歌う詩か？」




「そうだ」




刃は




魔王の指を切り落とした。




「帰ろう。私たちの目指す場所へ」




「何故あの男は私を見つめているのだ。




せめて睨んでくれれば」




「かつてとは違う。誰がいても不思議じゃない。ここは現在なんだから」




かつて魔王だった女性は時間をかけてゆっくりと頷いた。




「いくよ。私の最後の魔法」







彼女は去った。




後に残るは詩人の詩。




彼が見たもの。




ガラスの指輪。




戻らなければいけない。




元の大地に。




どうやって？




戻るべき存在は必ず戻る。




戻り方は




そこにある。





　彼女は過去から吹いてくる風が自らを包んでいる事を知った。それは語り部が最後の一言を言った直後の事だった。マリンは昔の情景を正確に思い描く事が出来た。ライアは彼女をそこへ誘ったのだ。

「端折り過ぎだ」

何時の間にか起きていたシルヴィスがマリンの背にもたれたまま言った。

「端折り過ぎってどこが？」

彼が自力でバランスを取るようになったので自由に使えるようになった左手で先ほどの魔法の所為でびしょ濡れになってしまった髪の毛を絞りながらマリンが言った。

「いくらなんでもシャインの一人語り省略はいただけないな」

「それにこれじゃあ『彼』が『詩人』になることの意味がさっぱり伝わらないな」

ライアは彼のほうを向いた。別に立ち止まったわけではない。

「私のやり方に文句言うのやめた方がいいわよ。あなたの傷は私が魔法で無理やり止めただけ。意思一つでいつでもまた血が噴出すわよ」

「本当はそれなりにまともな治療する気も少しはあったけど内出血が酷すぎて手におえなかったから」

「分かりやすく言うと今のあなたの体の中は魔法で繋がっているだけで実際は動脈は千切れてるしあるはずの無いところに臓器があったりするの」

マリンは今度は服の裾を絞り始めた。少ししわが残る代わりに大量の水分が地面に一気に落ちていく。続いて服の右袖、手を変えて左袖。最後に胸元に手を伸ばしてリボンを解き、左で外してみるがこれはどうやらあまり水気を吸っていないようだった。彼女は片手では結べないのでライアに頼む事にした。

「ライア、これ結んでくれない？」

「嫌よ」




　古井戸のある空き地は低い日に照らされて赤く染まっていた。その横を下るとやっと街の大通りに出る。どうやら今日最後の馬車が出てしまったようでこの辺りは人の数はそう多くは無い。ライアは夕日の射してくる方、宿屋のあるほうに向かおうとするマリンを手を掴んで止めた。

「なに、ライア？」

「私の知り合いの家を借りましょう。宿よりはよっぽど良い筈よ。彼氏の治療も出来るしね」

マリンは向きを正反対に変えて、彼の体を支えながらゆっくりと彼女に追いついた。　通りを一番端まで行きさらにそこから何本か別れている小道の内の一つを選びライアを案内役にして進む。家が陰になっていてあたりはとても暗い。マリンは両脇に立ち並ぶ民家の壁に彼の体が引っ掛からないように注意しながら早足であるくライアについていかなければならないので大変だった。

　とうとう小道も終わってしまった。それに影の間を歩いているうちに日も落ちていたらしい。荒野は暗く、風が吹き、冷え冷えとしていた。

「もう少しよ。頑張りましょう」

ライアはコートの裏から一本の木から削りだした杖を取り出した。彼女がそれを掲げると、杖は先端に光を帯びる。所々に緑の面影が僅かに見えるだけの荒地が彼女の光によって浮かび上がる。それもそのはずである。ここは海岸に面しているのだから。マリンは波の音を光の音だと思った。

　歩きながらライアはこれから会う人物について簡単に話してくれた。彼はかなりの年月を生きた老人で薬草に精通している事、ある日ルーテクス大学で出会ったこと、そして多くの物語に触れてきた人物であると聞いた。話しながらライアは時々杖を振るような動作をしていた。後で分かったのだがどうやらこれは光によってくる虫を払っていたらしい。




　彼女の言う老人の家は大きめの小屋といった感じだった。屋根からは鉢植がぶら下がっている。本来ならば美しい花とその香りが訪問者を歓迎するはずなのだろうがあいにく今は夜。花は閉じている。ライアは木の板に虫食いの穴が見える扉の前に立ち、杖の明りを消した。

「さてと・・・鍵を外さないと・・・」

彼女はそう言い杖を扉に突き付けた。木と木はぶつかり、そしてそれぞれに込められた魔力がぶつかり、美しい音とに七色の光を発する。

「・・・また鍵が変わってる・・・」

「オーキピトさん！！ライアです。出てこないなら扉壊します」

彼女はそう言いながら錆び付いた蝶番で止められた扉を杖でガンガンと叩いた。しばらくそうしていたが人が出てくるような気配は無い。ライアは仕方ない、といった感じでため息をつき、向きを変えて蝶番に杖を当てた。魔法で補修されていただけで実際にはもう壊れていたそれは簡単に外れた。金具が壁とドアの両方から外れたにもかかわらず何故かそれは扉と壁の両方に張り付いたままで地面にむけて落ちようとはしなかった。

「これって鍵の意味無いんじゃ・・・」

「彼の魔法は強力だから少なくともあなた程度じゃ外せないわ」

支えが二つほど外れたものの、地面に直立はしている扉を二人で外の壁に立て掛けてから彼女達は中に入った。




　中は一部屋しかなく、その一つしかない部屋の中央にある丸テーブルの周りの、来客たちとテーブルを挟んで反対側の位置に老人は座っていた。

「来るのならば手紙でもよこせば良いものを・・・。何も急ぐ事など無いじゃろうに」

頬杖をついたまま老人は言う。

「鳥たちは羽を休めます。私たちは休息を取るためにここへ来ました」

ライアの後ろからマリンが言った。本人は小さめの声で言ったつもりだったが部屋に居る者たちには充分聞こえた。

「どこの土地の挨拶じゃ、それは」

「今思いつきました」

老人はゆったりと座れる大きな椅子の背もたれに寄り掛り、しわの寄った目じりが作り出す老人特有の眼光を彼女に向けた。

「背中の男は？」

「怪我人です」

「そうか・・・ベッドはいるかね？」

「お願いします」

オーキピトは立ち上がりベッドを整え、マリンはベッドに背を向けて座り、彼を降ろした。

「ちょっとは自力で動いてよ！」

「動かないんだよ・・・無茶苦茶に止められて」




　老人はベッドの反対側の壁にずらりと並んだ本棚の前に立った。真ん中の棚から青い表紙の本を一冊取り出してテーブルに戻り椅子に座り本を開く。まずは目次を。指で欄を上からなぞっていき、ある一点で止める。老人はそのページを開いた。

「彼はライアが魔法で繋いであるんじゃろ？」

「そうよ。私にはそれ以外に出来そうに無かったから」

「これだけの怪我になるとそれが正解じゃ・・・」

老人は本を閉じた。

「まあその内また身体も繋がるじゃろう。薬草を当てにせず気長に待つことじゃ」

「・・・また大学行きが遅れるの？」

テーブルの端に座り、両手をついているマリンが言った。

「本ならここにもある。それに・・・」

老人はマリンの想像どおりライアの方に向き直った。

「彼女も・・・」

「いい教師になるって言いたいんでしょ。最初からそのつもりだったから」

「私には教える事は出来ないよ。何期待してるの」

ライアはそう言いながら杖をコートの中に仕舞った。




　オーキピトはテーブルに伏している少女達の散らばる髪の毛を踏まないように慎重にテーブルの上に立ち上がりランプを天井の金具から外した。

「爺さん、ちょっと話を聞いてくれないか？」

老人はランプを持ったままベッドの元に向かった。その横にある小型の机にランプをおき、彼の話が長くなりそうな気配だったので一旦戻り椅子を持ってきた。

「なんじゃね？」

「・・・命術のこと知ってるか？」

オーキピトは思わず平静さを失いそうになった。しかし何とかそれを保って、いつもどおりの声で彼に言った。

「その名はあまり口にしてはいけんぞ・・・」

「そう・・・か・・・。俺の昔の連れがエーノで色々有ったから気になったんだ」

オーキピトはまたも落ち着きを無くしそうになった。

「お主・・・エーノで何が有ったんじゃ。教えてはくれんか？」

「・・・長老の家での話なんだが連れがな、なんだかよくわからない事をいったら奥に連れて行かれたんだ。でその後聞いたら『お主、もしかして命術の奥義を知っておるのか』と言われたんだそうだ」

シルヴィスは寝返りをうとうと全身をくねらせた。が思うようにはいかないようだ。

「動かしてやろう。・・・気になるの・・・。その連れは一体なんと言ったんじゃ？」

「こんな感じだったかな・・・『もしかして、命が無いの？』とかそんな・・・」

「その連れの名は？」

「・・・レイズ＝イナヴィク＝エルファース」

「エルファース！？お主、今エルファースと・・・」

「無関係じゃないのか？」

「さあ・・・わしにはよう分からんが・・・。命が無い・・・気になるの・・・」







　昼間と同じように木の実で空腹を満たして彼らは再び深い雪原を歩み始める。唯一熱を持っていた太陽の光も今ではもう消え去り、底知れぬ寒さを蓄えた地面と冷気を肌に与える闇が広がるばかりである。身体を動かせば動かすほど血液は凍りつき、筋肉は眠りに落ち、骨に痛みが走る。

「ここって・・・月が無いんだ・・・」

シルヴィスはレイズに明りを付けてもらおうと思って彼女のほうを向いたのだが今の彼女にそんな気はないようだった。

「月？ってことはツートラト大陸に居たのか？」

「ううん・・・もっと別な場所・・・」

「ツートラト以外で月が見えるところなんて知らないぞ」

彼はそう言って空を見渡した。雲ひとつない透明なガラス版のような空に星が点在している。どの方向を見ても月は見えない。

「私しか知らないところなの。それに月がないと私・・・」

「月がないと？」

レイズは両手で背中に触れていた。左手の鞄がやや邪魔そうだった。

「今の私に月は関係ないのに・・・。何でだろう・・・」

　シルヴィスが頼むとレイズは頷いて右手の平に光の玉を生みだした。まるで星が集まったかのような優しい光を放つそれは彼女の一声で手元を離れ二人のやや前方の空中に落ち着いた。彼が丁度手を目一位伸ばしたらつかめそうな位置にある光に向けて手を伸ばしてもそれは宙を飛び逃げさってしまう。そして後ろに一歩下がると彼の歩幅と同じ分だけそれは後ろに下がり前に進むとその逆の結果になった。

「ありがと、レイズ」

彼は月を求めて星空を映す彼女に向けてそう言って彼女より速く一歩目を踏め出した。




　２人はさらに歩きつづけた。星が弱々しい幾銭もの光を放つ時間の凍りついた白い草原を。だがこんな時間にこの場所に居るのはなんと彼らだけではなかったのだ。二人は聞いた。闇夜に響く人間のものではない足音を。

「誰か近づいてくるな・・・。エーノの人間かも」

「・・・・・・」

彼女は不安げにシルヴィスの腕にしがみ付いた。

「大丈夫だって」

レイズが自力で動こうとしないので彼女の身体を引きずりながらさっきまでと同じように彼は歩んだ。そうしていても雪原でのそりと人間の足の差は凄まじく、彼はあっという間に２人の元までやってきた。

「明り目指してやって来たのですが・・・。旅人さんでしたか」

「そりには乗せてくれるか？」

「ええ。訪れた者たちには新たな思い出を与えなければいけませんから」

彼はそりの後ろ半分の荷物の山を工夫して椅子のような形の部分を二箇所作り上げた。

「さてと、レイズ、乗るぞ」

レイズは何故かそりを引く天馬の翼を撫でていた。そのときの彼女の落ち着き払った、何か別なものを想像させる瞳は彼の中に焼きついて永遠となった。レイズは天馬の羽を軽く撫でると、そりの縁に手をかけて飛び乗った。




　旅人達を乗せてそりは走る。雪の上をすべり、吹き溜まりを飛び越え、雪の夜空へ。レイズの魔法の光は何時の間にか彼らの傍を離れてしまい、もうそれの助けを借りる事は出来そうにない。

「はあ・・・」

彼の横で少女がため息を漏らす。彼はこのとき初めて彼女の肩に羽飾りが付いている事に気づいた。

「ん・・・これ良いな・・・」

彼はその羽根に触れようとしたのだが、レイズの左手が彼の右手を受け止め制止した。

「触っちゃダメ」

「そうか・・・ゴメン・・・似合ってるからつい・・・」

何故かシルヴィスは彼女に触ってはいけない理由を尋ねる事が躊躇された。彼は右手を代わりに後ろに伸ばして荷物をずらし、そりの後ろの荷台にベッドを作ると背を後ろに倒した。

「お休み・・・俺はもう寝る・・・」

「お休みなさい・・・」







　彼女は耳元で男の気配を感じた。音を聴く限りではどうやら何か金属をいじっているらしい。彼女はテーブルの上に立つ老人の姿を思い描いた。彼が手を上に伸ばして触れているのは明り。そう、老人はランプを消そうとしているのだ。今までよりもやや大きめの音の直後に何かが変わった。老人はテーブルから降りるつもりのようだ。腕を組んで顔を伏せたまま彼女はその音を聴きつづけた。

　予想に反して明りは消えなかった。老人はシルヴィスに声をかけられ、何を思ったのか椅子をベッド際まで引きずっていったのだ。彼女は耳に全神経を集中した。

「なんじゃね？」

「・・・命術のこと知ってるか？」

彼女は一瞬で二人の会話に興味を失った。彼女は魔法に関する細かい知識には大して興味がなかった。彼女は開きかけていた瞼をまた閉じた。

「こんな感じだったかな・・・『もしかして、命が無いの？』とかそんな・・・」

だがそんな気分もこの一言で一気にうせた。彼女は自分の体が微かに震えたのが分かった。彼女は再び声に集中した。だがその後の会話は彼女にとって殆ど無益なものばかりだった。マリンは生命を司る青い宝珠のことを考えていた。

『生命がないってどういうこと？』

『言葉の通り』

それの言葉は彼女の中ではじめて意味をなした。

『じゃあ何で生命がないのに生きているの？』

『生命を失う事が出来ないから』

『魔法を使えばそれが出来るようになるの？』

『望めば・・・あなたなら・・・』




「死ぬ事が出来ない・・・か・・・」

「私なら・・・ううん、ある意味では私と似ているのかも」

「でも・・・それを考えたいんだったら思い出さないと」

「ね、管理者さん・・・それが叶わない願いだって言う事はわかってはいるけど・・・」




　彼女は翼を広げた。全てを感じる翼、全てを感じてしまう白い翼を。月光を受け青白く輝くそれを羽ばたかせて彼女は森の上へ舞い上がった。何時ものように風と話をするつもりだった。彼女は自分の翼がそのためにあると思っていた。

　だがその日はどこまで飛んでも風には会わなかった。彼女は月に近づいている事を知った。眩しさを感じないはずの羽までが光を拒みつつあった。彼女は原初の記憶が羽根の中に甦りつつあると強烈に感じた。もっと月に近づけば全てが見える。記憶。

『一体何時の？』『仲間がいた頃の』『それは何時？』『ずっと昔・・・』

『どれくらい？』『２人が出会う前』『一体何時出会ったの？』

『・・・・・・』

彼女は翼が蓄えた記憶の終わりを知った。彼女は２人が誰の事なのかさえわからなかった。彼女の翼には地上から見るのとは比べ物にならないぐらいに大きくなった月の強い光が白く反射していた。


失うことと得てしまうこと




　何故か節々が痛みを訴えている。彼女は自らの手を操り患部をなで擦った。だが何か変だ。本来なら身体は椅子に座ってテーブルに突っ伏しているはずなのに何故か今は真っ直ぐに何処かに横たわっている。彼女は夢から覚めた事を知った。彼女は目を開いた。何故かすぐそこに床があった。慌てて立ち上がりよく見ると椅子は床に転がりテーブルの彼女のいた場所には何者かの爪の跡がついている。

「痛いわね・・・椅子が古いせいよ」

彼女は水の汲み置きが無いか見回したがどこにもないようだった。誰かに汲んできてもらおうかとも思ったのだがどうやらみんな寝ているようだ。マリンの肩は正確に呼吸を刻んでいたしシルヴィスはそもそも論外、オーキピトはいびきをかいて椅子の上で眠っている。仕方なく、彼女はいかにも眠そうな足取りで表に出た。




　その時間まだ朝日は訪れていないようだった。しかし夜の闇も既にそこにはいない。彼女は井戸のある場所を思い出そうとした。確かそれは近くにあったはずだ。彼女はひとまず家の裏手に回ってみようと思った。

　明るい闇の中、ハーブの生い茂る裏庭を歩き回る。勿論花を踏んでしまわないよう慎重に、だ。花畑の中央付近には無かったのだから恐らくは隅の何処かに井戸があるはずだった。彼女は相変わらず眠そうな足取りで歩いていた。

「井戸無い・・・。池に変えたのかな・・・」

そうは思ったもののこんな海に近い場所の池の水など塩辛くて呑めるわけが無い。井戸にしたって陸地の方からの地下水脈を探して掘り当てなければならないのだ。

「川なら・・・」

しかし、そう呟いた次の瞬間彼女は井戸を見つけたのである。







　水を飲み、顔を洗い、桶に水を汲み終えた頃にはもう朝が訪れていた。闇はもう完全に消えうせ目覚めの早い海鳥たちの鳴き声が海に向けてこだましている。彼女は両手に水のいっぱい入った桶を持ち、こぼさないように注意しながら歩いていた。歩みにあわせて揺れる水面。そこから少しずつ飛び出ていく水の固まりは地面に足跡を残す。彼女のローブの裾も多少濡れているようで風を受けてもなびこうとしない。

　昨日のままの状態になっている玄関を潜り抜け再び老人の家に足を踏み入れる。どうやら目覚めたものが居るようだった。マリンが何時の間にかシルヴィスのベッドに座っていた。彼女はおはよう、とだけ言ってひとまずは台所にある水がめに水を入れることにした。

「ライア・・・朝ご飯どうするの？」

彼女の声は水が一気に注ぎ込まれて波打つ音に阻まれてライアには届かなかった。

「ねえ、ライア・・・」

彼女はいま言っても聞こえない事にやっと気づいた。ちなみに水がめは日光の当たらないよう、台所にくっついている引っ込んだ部屋にある。

「さてと・・・あるのは干し魚だけか・・・」

暗がりから戻ってきた彼女は今度は食料保存室の中（床に直接付いている）を覗き込みながらそう呟いた。

「ライア、朝ご飯・・・」今度は聞こえるだろうと思ってマリンが言った。

「うるさい、今考え事してるの」




「そういえば昨日鞄とか靴も濡れたんだった・・・」

彼女は不意にその事を思い出して鞄をテーブルの下から引きずり出したのだが、何故かもう乾いている。本を取り出してみたのだが、それにも濡れたような痕跡は全く無かった。彼女はオーキピトかライアのどちらかが鞄と靴と服を全て乾かしてくれたのだと思った。

「ねえライア・・・」

「だからうるさいって・・・」

「鞄乾かしてくれた？」

「歩いてる最中に自分でやったんじゃなかったの？」

「ううん・・・違うけど・・・」

ライアは包丁の刃をかなり大きな乾燥魚の身体の中ほどに食い込ませたままマリンの方に寄って来た。マリンはまた本を取り出した。

「この本水に濡れたはずなのにしわが寄ってないでしょ。そんな風に乾かすなんて私には無理」

「・・・・・・器用ね」

ライアはマリンの手から小説を取り上げてページをぱらぱらと捲ってみた。何処かのページが張り付いていたりとかそういったことは全く無かった。

「私が知る限り昨日歩いてる最中にはもう乾いてたわよ」




　ライアは魚、それも乾燥したものしか食べられないことを少し不満に思いながら干し魚を切りつづけた。塩分はやや少なめのようだった。恐らくはこれは夏に食べる分だから長期にわたって保存する必要が無いのだろう。

「マリン、彼氏をそろそろ起こした方がいいわよ」

「おじいさんは？」

ライアは聞きながら包丁を食い込んだ魚ごと持ち上げてまな板に叩きつけた。

「そのうち起きるわよ」




　シルヴィスは昨日と同じようにライアの手によって強引に食事を取らされた。あらかじめ水に浸して柔らかくした上で口の中に押し込まれたのだ。彼は幸いにも無事だった顎を動かして、呑み込む時の痛みに耐えながらそれを食べた。彼にとっては辛い食事だったがマリンとライアの２人にとっては物足りないものでしかなかった。２人は食べながら話し合い昼間街までいって色々なものを買ってくることにした。

「シルヴィス、なんか食べたいものある？」

「ん・・・じゃあパンだよなやっぱ」

「パンって飽きない？」

「硬いものは食えないからな・・・」

「うん、それじゃパンらしいものを適当に選んでくるから」




　マリンとライアの２人は日が完全に昇る前に老人の家を出た。街までは結構時間がかかる。多分つく頃には太陽は頂点よりも少し下がってしまっているだろう。荒野を抜けて街並みの中に混ざりこむ。街外れと入っても人は結構住んでいるのでそれなりの賑わいがあった。昼間は子供達が自由になる時間だ。井戸から水を汲んでは道に巻くのをひたすら繰り返している者や坂道を転がる玉と競争している者などは特に印象に残った。

　街の中央にある公園までやってきた二人はとりあえずベンチに座って休息を取る事にした。ここまで歩いてきてそれなりに疲れていたのだ。

　マリンは指輪を取り出して手の平でもてあそんだ。この指輪の前の持ち主は彼女を想像の世界に追いやった。あの男は実際は何を言い、何を仕掛け、何をやろうとしたのだろうか。マリンは指輪に光をぶつけて反射させ、それをライアの目に当てた。

「痛ッ、何！？」

ライアが彼女の方を向いてみると、マリンは指輪を手に光を反射させて遊んでいた。

「ねえライア、この指輪持ってた男ってさ、実際は何をやろうとしてたの？」

「彼は実際にはあなたの彼氏の鞄の中なんか調べてなかったみたい。魔法で簡単に取り出せるからね。それに私たちが部屋に入った時にはもう指輪を着けていたのよ。玄関の鍵を外した事があのゴミに伝わってたみたいね」

「それともう一つ。この指輪って失われてたんでしょ。なんでそんな物を冒険者の誰かじゃなくてあの男が持ってたのかな？」

彼女は透明な指輪を太陽にかざした。光はガラスの中央をとおり屈折することなく彼女の顔に降り注ぐ。

「私が幻想じゃなくて現実にいてビスタの野郎の話を聞いていたとすると・・・」

ライアは言葉を切った。どうやって説明したらいいのか迷っているのだろうとマリンは思った。

「天から落ちてきた。あいつがもし本当の事をいってたなら」







　そりは雪の上を走りに走り、白い草原の西、スートア大陸の西端、未だに神の存在する場所、エーノに辿りついた。２人の旅人を乗せたままそりは村落に入り長老の家を目指す。旅人に休息を与えるため。安らかな眠り、旅の思い出、新たな出会いを与えるために。

「長老、ウィーダです。只今戻りました」

彼はそう言ってこの村のものでない限り決して持ち上げられない魔法の布を持ち上げ、長老のテントの中に入る。そこは布で完全に覆われているのにもかかわらず外と全く同じ気候が生じる不思議な場所だ。今はまだ晴れているのだが天体の運行は吹雪を暗示していた。神より後に生まれた星、つまり人のために生まれた星の一つである北鳥星が光の瞬きを見せているのだ。

「今年の木々の様子はどうじゃ？」

「木々はその姿を変えてはいません。しかしこの村にはやや変化があるようです」

彼は晴れているテントの中から同じく晴れている外に出た。家の前に止めてあるそりだけがあった。それを引いてくれた天馬はもう誰かの手によってこの白い雪の草原のどこかに放されてしまったようだ。

「村にたどり着きました。起きてください」

ウィーダはそりの上で眠っている二人のうち男の方の頬を軽く叩いて起こそうとした。シルヴィスはすぐに目覚めた。彼は特に混乱する様子もなく、目を数回パチパチさせた後に身体を起こし、隣で眠っている、肩に羽飾りのある少女の身体を揺すって起こそうとした。

「うん・・・。これは朝・・・？」

「おはよう、レイズ」







『管理者さん・・・どうしてるのかな・・・』

彼女は心の中でそう呟いた。世界が赤く染まる時間。彼女はライアと別れ一人街を散歩しているところだった。

『会いに行きたいよ・・・』

人の数が徐々に減っていく街の通り。だから彼女をこちら側に引きとめようとする声は聞こえない。彼女の心の中に響く風の音。心に映る夕焼け。孤独に響く自らの声。それらが彼女にとっての今の全てだった。だがそれでは足りない。彼女は失った。でもいつでも会いにいける。だけど時間の流れの中で彼女は道を失った。いずれ２人がまた出会うべき時はやって来る。彼はあの時確かにそう言った。

　彼女は指輪をかざした。夕焼けで紅い光を宿す指輪を見つめながら彼女は自分自身に向けて話しつづけた。

『・・・・・・・・・・・・』

彼女は自分自身の声が聞き取れなかった。

『これは久しぶりね。でも・・・そう、なんて言ったのかは分かるの』

『指輪か・・・不思議よね』

『着けてみようかな？』

『・・・・・・』

『そう・・・』

　彼女は夜になったことに気づかなかった。いや、気づけなかった。何故なら彼女の中には闇がありすぎたから。彼女は『忘れていた』ことを思い出した。彼女は管理者の存在を思い出した。交わした盟約、その時の言葉も思い出した。完成させるのに必要となる鍵も思い出した。

『じゃあまた会うべき時っていうのは？』

『鍵を見つけた時の事』

『見つかるの？』

『鍵はもう持ってる』

彼女の中にいる彼女は答えを知っているようだった。だからすぐに答えてくれる。言葉を伝えるのに時間をしない場所で。

『盟約が完成したら私はどうなるの？』

『思い出せなくなっていたことを全て思い出す』

『忘れるを完成させるためには思い出す必要があるの』

彼女と彼女の言葉が重なった。二人の声がぶつかり合って心に中に波紋を描いた。

『そして私は・・・』

『・・・・・・』

『だから・・・』

『盟約を交わした』

再び言葉が重なる。先ほどの波紋は青。今度の光は赤。

『でも忘れてしまったから・・・』

『思い出す必要が生じた』

『忘れたから失った』

『失ったものは取り戻さなければいけない』

『それは私が持っているべきもの』

『私が持ちきれないほどに辛かったもの』

『どちらにしても壊れてしまったなら私はいったいどうすればよかったの？』

『それが私が私であるということ』

『だったら・・・』

『でもそれは許されない』

『そんなこと分かってる！だからこうなる事を承知で盟約を交わしたのよ』

『・・・・・・』

全てわかっているはずの彼女が沈黙した。マリンは心の中で話しつづける事の限界を感じ始めた。眼で見るべき場所を見ようとする。闇。闇は変わらずそこにあった。だがこれは夜の闇。眼で見ることの出来る闇だ。

「・・・・・・」

そして聞こえてくる波の音、潮風の感覚。彼女は何時の間にか海岸に出ていたようだ。ここが何処かまでは分からなかったのだが。

「私がマリンでいることが・・・」

「・・・・・・」







　ライアが老人の家に戻った頃にはもう既に夕刻半ばを過ぎていた。彼女は開いたままになっている玄関を中身の沢山入った買い物袋を持って潜り抜ける。オーキピトが編んだというその鞄は限界よりもはるかに多く中身が入っていた。これもライアの魔法の力だ。

「おお、やっと戻ったのか」

本棚の前に立ったまま何か本を読んでいた老人が言う。

「手伝ってもらえますよね」

彼女はそう言いながら鞄を中央の丸テーブルの上に置いた。しかし彼女は鞄を握る手を離そうとはしなかった。本を元の場所にしまい、彼女の方を向いた。老人は彼女がなぜ手を離さないのかを一瞬にして悟った。

「ライア・・・無闇に魔法を使う物じゃないぞ・・・」

「オーキピトさんの為ですから仕方なかったんですよ」

「まあよい・・・」

オーキピトはテーブルの上に置かれ、彼女の右手が持ち手を掴んで放さない鞄から一つ一つ中身を取り出していった。早熟リンゴや穀物類など様々な物が出てくる。恐らくはライアが料理をするのに使うのだろう。

「ライア・・・ここに何日居るつもりなのじゃ？」

あまりの中身の量に驚きながらも、老人らしい冷静さを漂わせたままそう言った。

「マリン次第。オーキピトさんも彼女が気に入ったから連絡も無しで突然訊ねてきた私たちをなかに入れてくれたんでしょ」




　何時かの朝と同じように彼の口の中に彼女の手によって大量のパンが押し込まれそれを無理に飲みこまさせられる。最後に熱い紅茶をライアは彼に与えたが、そのために彼は危く舌を火傷するところだった。

「危ないじゃないか！」

流石に彼はライアに怒鳴りつけた。

「この葉っぱでも舐めてなさい」

そう言いながらテーブルの上に並んでいる今日買って来た物品の中から金色の缶を選び出しその中から乾燥して茶色くなった葉っぱを出して彼の舌に乗せる。彼はしばらくの間無言でそれを舐めていた。

「・・・火傷が治った・・・？」

「そうよ。これはそういうハーブ」

「他にも色々あるから」彼女は色々な缶を彼に次々と見せていった。銀色の四角い缶に入ったまだ乾燥しきっていない葉っぱや、同じく銀色の丸い缶に入った完全に乾燥した葉。この二つは同じ物であるが空気に長時間さらされていたかどうかで効能が変化するのだ。メッキの鈍く光る銅の缶には紅茶が入っているとライアは言った。

「でも舌を火傷したあなたはもう飲めない。美味しいのに残念ね」

熱くて味なんて分からなかったよ、とでも言い返そうかと思ったがそんなことしても無駄な事は分かりきっているので彼は何も言わなかった。




「オーキピトさん、目はまだ大丈夫ですか？」

紅茶を飲み、パンを食べ終えたライアは老人に話し掛けた。

「おお・・・ちょうどよい・・・やってくれんかの」

彼女は老人の座る大きめの椅子の背もたれの後ろに立ち彼の眼に自らの両手を重ねた。

「おい、何するんだ？」

２人の方を向いていたシルヴィスが彼女に問う。が、この後帰ってきた答えはまさに彼の予想通りのものだった。

「五月蝿いな・・・。男は男らしく静かにしててよ」

そう言いながら意識はまったく別なところにあったようで彼女は言いながら魔法を発動していた。彼女の手と老人の顔の間に光が走り、七色に解き放たれたそれがそのまま老人の閉じた瞳に収束していく。全て終わった後ライアは彼の元を離れ三杯目の紅茶をポットから注ぎ、その気配で視力矯正が終わった事を知った老人は瞼を持ち上げた。

「うう・・・良く見えるようになったぞ・・・。ライア・・・有難う・・・」

「私がやるのと御自分でやるのとではどれ位の差が出るんですか？」

「そうじゃな・・・ライアのじゃと物事の細部、花が地面から吸い取る水の一滴まで見えるような感覚が生まれるの」




　日はすっかり落ちてしまったのにまだマリンは戻ってこない。ライアはすっかり冷めてしまったポットの中の紅茶をカップに注いだ。勢いよく傾けすぎたためかカップの底で跳ね返ったそれはテーブルに染みを作った。

「ん・・・遅いわね・・・さすがに」

彼女にしてはかなり時間をかけてゆっくりとカップの中身を飲み干して受け皿に食器をおいてからやっとライアはそう言った。もちろんそれはこの場に居る皆が共有している密やかな不安であり、誰もがいままでは声に出して表していないものだった。

「あいつの事だから宿にでも行ったんじゃないのかな？」

「彼女のことぐらい心配してあげなさいよ」

「お前が一番心配してないだろ・・・」

彼は上手く動きを調節して上体を起こし、窓の外を見た。星空と黒い海が外には広がっていた。

「外見て待ってればそのうち帰ってくるはずさ・・・」







　海。波の音。仲間の『声』。夜空に光る月。翼を照らす月。断片的な記憶。繋がっていない記憶。彼女のものでありながら彼女のものではない記憶。彼女と無関係な場所で最初から彼女が持っていた記憶。一番最後の記憶に通じる、彼女の犯した過ちの記憶。

「・・・宝珠が光ってる・・・」

そして声。いまここにいる青い瞳に海の色を映す少女の声。その少女は宝珠を取り出して優しく握り締めた。

「声・・・が聞こえる・・・」

「ううん、声とは違う。私が声だって思ってるだけで本当は・・・」

「マリン・・・マリン・・・クラウディア・・・」

「名前・・・そう・・・名前よ・・・」

波の音が彼女の声と調和してその異質な美しさを作り出す。波だけではない。海や夜空に遠くにある生き物の動き、近くにある小屋の光、足元を支える砂、そこに生えている草の全てが彼女の中で調和して何かを作り出す。

「この宝珠ってなんなんだろうね・・・」

「わかる・・・？」

「わからない・・・？」

「私はわかっていた」

「でも分からなくなったのはいつからなんだろう・・・」




　彼女は自らがどこに向かうべきなのを考えた。まず浮かんできたのはライクヴァ諸島にある家。そこには母がいた。次に船の中。その次に宿の四階。そしてあの男の家。老人の住む家。そして最後に空に月が光る森に囲まれた風の吹く草原。

「行かなくちゃ・・・」

彼女は両腕で自らを抱いた。

「でもどこに・・・」

マリンは海と空を同時に見つめた。空には月が無くて海には月光が反射していない。

「・・・・・・行こう」




　彼女は街の西の外れから東の外れを通りさらに荒野を抜けシルヴィスとライアと老人の待つところに向かわなければならなかった。彼女は海岸線を離れ街並みに混ざりかけた辺りでそれを思い思わずため息をついた。

　街外れはもう既に真っ暗だったが街中ではまだまだ人がいて建物には灯が燈り、声に足音が聞こえ夜にしては賑やかだ。彼女はそんな街の中心部を人々の影を避けるようにして通り過ぎた。彼女は誰にも話し掛けられなかった。

　そして再び暗く静かになり、彼女の足音が建物の壁と壁の間で木霊するようになる。闇に自らが意図せずに奏でる音色が鳴り響き、彼女だけの闇を作り出す。まだまだ目指す場所は遠い。彼女足を止めてまたため息をついた。

　小路をを抜け、荒野にでた彼女は昨日ライアがしたのと同じく魔法で明りを灯した。彼女は右手の人差し指に光の球を生み出して自らの行きたい場所に向けて放った。光は正確に道筋を描きながら彼方を目指して走り、そして消えた。

「この道であってるのかな・・・。自分で作っておいて不安・・・」

彼女は光が作りだした一続きの道の上を歩き始めた。

「魔法か・・・。ライアはなんかグダグダ言ってたけど使えるものは使えるんだから使ったっていいじゃないの」

「指輪持ってるだけでもヤバイみたいなことライアは言ってたけどあれは幻想だったのかな？」

「でもあの指輪本当に綺麗・・・見てると思わず付けそうになる・・・」

「私なら大丈夫かな？そんなわけないよね」







　マリンは道を歩くうちに何時の間にか最近見るようになった夢のことを考え始めていた。だがどれだけ考えても既に分かっているはずのその夢の示すところにはたどり着けない。彼女はあの夢に終わりがあることを知っていた。その終わりは、夢に出てくる少女の死。死ねばそれで終わる。だったらあの羽を持った少女は何を成せば死ねるのか。分からない。




　彼女が歩く光の道は当然といえば当然だが彼女にしかその姿を現さなかった。なぜならその光は彼女に届くギリギリの場所にあって、彼女よりも外側にいる人々に届く前に闇に吸われてしまうからである。

『マリン、あなたはこんな明るい場所にいるべきではない』

『今はあなたたちと話したい気分ではないの』

頭に響く彼女自身の声。マリンはそれを拒絶する。

『あなたは暗い場所に居たがっていた・・・。それなのになんで？』

『道に迷ったら困るから』

彼女の問いにマリンはすぐに答えた。

『私たちが離れつつあるの？どうして』

『盟約を完成させないために』

『盟約。管理者さんに会えなくなってもいいの？』

『それもイヤ』

　マリンがマリンと深刻な会話を続けている間も彼女は道を歩みつづけていたようで、彼女の視野の中に何時の間にかもう一つの明り、目指していた家が混じっていた。

『この話はまた今度ね』

彼女は後ろを向いてマリンとは反対向きに歩いていった。その姿を見送ったのはマリンだったのか彼女だったのか。彼女にはそれが良くわからなかった。







　待っても待っても少女は戻ってこなかった。今家にいるのは三人。自分と窓の外を見て待っている男と魔法で手に入れた視力を用いて本を読む老人。彼女はランプに揺らめく炎に魔法の力を加えてみようかと思った。ここにいる三人が生み出す影があまりにも美しすぎたから。丸太を重ねた壁に映る影。炎が揺れるにまかせてそれも前後左右に動きそして炎が消えれば全てが同時に消えてしまうのだ。彼女は杖を取り出した。調和を完全なものにするために。だが、そうしようとした次の瞬間に、ようやく来るべき時、その調和が崩れる時がやってきたのだ。

　何時の間にかそこに一人の少女がいた。彼女はライアが杖を持っているのを見つめて何を思ったのかこう言った。

「私に魔法をかけるつもりなの？」

マリンはライアの持つ杖の上端に手を当てた。

「マリン、帰ってくるなり一体何？」

「杖ってあったほうが魔法使いやすいの？」

マリンは杖を握り締めてその拳を徐々に下へ下へと下げていき、最後にライアの拳とマリンの拳が重なった。

「いきなり何を言い出すかと思えば・・・」

彼女はマリンの手を杖から引き剥がしてローブの裏に杖をしまった。

「魔法が使いやすいかどうかなんて考えた事無いわ」

「ん～・・・杖無しで魔法使うのは別に凄くも何とも無いんだ・・・」

「凄い凄くないとか言う次元で魔法使うのやめなさいよ」

「なんで？」

「・・・・・・愚者に語ることは無いわ」

「説明できないのにそんな事言って歩いてるの？」

彼女がこの後に便利なんだから好きなだけ使ったっていいじゃない、と続けようとしているのは明白だった。

「説明を必要とする人は最初から魔法をつかえたりはしないの」

「別にいいでしょ。理解があるのと感性だけで魔法を使うのも大差ないわよ」

「大学に行きたいのにそんな事言ってて・・・やっぱりあなたは愚者よ」

「どうしてそこからそうなるのかなぁ・・・」

「理解せずに魔法を使ってはいけないことぐらい魔法使いなら誰でも知ってるわ」

「皆がそうしているからといってそれに従う必要なんて無いじゃない」

「従う必要は無いわ。でも従わないとどうなるかだってあなたは知らないでしょ」

「私は指輪を持ち歩いているのに理性を保ってる」

「あなたには崩壊するだけのものが無かっただけ」

「私には何も無かったって言うの！？」

「崩壊させる事が出来るほどの大きな物は無かったとしか言えないわね」

「ライアには見えないんだ・・・残念・・・」

彼女は瞳を伏せてからそう言って彼女の横を通り過ぎてマリンを待ちながら眠ってしまった男のところへと向かった。

「上半身を起こしたまま寝てる・・・器用ね・・・」







　記憶。この夢が記憶で無いとしたら一体何が記憶なのだろうか。その夢をみている彼女はそう思った。それも、この記憶は彼女のものではないのに、彼女のある記憶と限り無く近い場所にあるのだ。彼女のものではないはずなのに彼女のものである記憶。それは彼女の感覚では夢に思えるだけで本当はそうではないのかもしれない。

　何時ものように、同じ感情を抱き月夜をその翼で舞う少女。彼女は同じ考えを繰り返し抱き、その日常に変化など全く無い。彼女の居る場所には他には誰もいないのだ。孤独である代わりに自己の中に完全な無限を持っている。それが彼女なのだ。







　彼女は手の平に軽く力を篭めて体を後ろに押した。すぐに背中が背もたれにくっつき、誰がどう見ても目覚めていると思える状態になる。彼女は瞬きを数回したのち、宝珠を取り出してテーブルの上に置いた。完全な球形をしているそれはどんなに静かに丁寧に置いても少しは転がってしまう。

「これよりきれいな色をしてる宝珠ってこの世界に・・・」

「緑色のあの宝珠が夢に出てくるだけではなくて本当に有るなら・・・」

部屋の空気の流れにぶつかって勢いがついたのか、宝珠はゆっくりと転がりだしてテーブルから落ちてしまった。それは彼女があらかじめ構えていた手の平に上手くに収まった。

「欲しい・・・」




　彼女は宝珠を通して怪我人のほうを見た。宝珠の中の青い世界を貫く時にあらゆる景色は同じ色に染まってしまう。マリンは彼の中に生きる活力を見出した。傷は全くといって良いほど癒えていないが、どれだけ動き回ろうとライアの魔法が途切れてしまうような事は無いだろう。彼がそれを願っていないのだから。彼女はゆっくりと立ち上がりまだ身体のほうは完全に目覚めては居ないのだろうか、多少ふらつく足取りで彼のほうに歩んでいった。

「添え木をしてあるだけにしては随分しっかり固定できてる・・・」

彼女は宝珠で彼の腕を軽く撫でた。その線に沿って宝珠と全く同じ種類の青い光が走り包帯を解けないように、きつく締め付ける魔法を解呪する。

「ライア・・・ここまでする必要ないと思うけど・・・」

彼女は包帯を適当に引っ掴んで何も考えずに引っ張った。彼女の想像していたのよりは簡単に、そのやり方でも包帯は解けた。

「身体は・・・固定してる魔法を解くだけにしたほうがよさそうね」

彼女は彼の首筋に宝珠を当てた。そこを中心にしてライアのかけた強力な魔法を解こうとする。

「ん～・・・ツライな・・・」

そうは言いながらも、彼女は既にどうしたらこの魔法を解けるのか見つけていた。

「あとは右腕と両足か・・・」

彼女は軽くため息をついて次の作業に取り掛かった。彼女のポケットの中では指輪がかすかに輝いていた。




　マリンは一通りの作業を終えると先刻まで眠っていた椅子に戻った。ライアはまだ眠っていて彼女の銀色の髪が綺麗に散らばっている。

「引っ張りたい・・・」

彼女はそう言いながら右手を伸ばした。だが言った事はせずに代わりにライアの頬を突っついた。「ライア、起きて」と言いながら。

　ライアが頭を上げるまでには結構時間がかかった。マリンは彼女が目覚めるまで何度も何度も彼女のわけのわからない寝言を聞く羽目になった。

「ああ・・・あんた誰・・・ここ・・・ああ、眠いのよ！」

「あなたはライア。私はマリン。ここは老人の家」

「眠いのに私を起こして・・・迷惑なのよ・・・」

「顔でも洗ってきなさいよ」

「そうね・・・そうするわ・・・」




　マリンが次にするべき事はシルヴィスを起こす事だった。軽く声をかけるだけで彼が目覚める事を彼女は知っていた。彼女は椅子ごと身体を回転させて彼のほうを向いた。それと同時に、ライアが桶に水を汲む音がした。

「シルヴィス、起きて」

彼女は少し小さな声で言った。しかし、彼を起こすには充分大きな声だっただろう。彼女は彼の名を呼んだのだから。すぐに彼は身体を起こした。そして首を左右に振ってからやっと、身体に起きている変化に気づいたようだった。

「動く・・・」

「そう。私が見たところもう固定までする必要は無さそうだったから」

ライアの顔に当たって跳ねる水の音は２人には聞こえていないし、この場にオーキピトが居ない事も無関係だった。

「じゃあもう治ったのか？」いくら彼でも寝ぼけていなければこんな事は言わないだろう。

「いいや、生きる活力が充分過ぎるほどにあるだけ。ライアのかけた魔法があなたの意思で解けることは絶対にないわ」

「生きる活力・・・か・・・」




　どうやら先ほどの会話が聞こえていたらしく、顔を洗い、湯を沸かす準備をして戻ってきたライアはその事については特に何も言わなかった。彼女はマリンにお湯を沸かすように言い、彼女自身は老人に会うために裏のハーブ園に行ってしまった。

「お湯を沸かすのか・・・」マリンはそう呟いて、指先に炎を灯して見せた。

「薪はもうセットしてあるから火を付けるだけで良いんだろ？」

彼が言い終わる前にマリンは台所のほうに行ってしまった。大きめの鍋にお湯がギリギリまで注がれている。彼女は身体を折り曲げて、小さなかまどの扉を開けた。薪は積んではあるが、この積み方では間違いなくすぐに火が消えてしまう。彼女は渋々中の薪を全て取り出して新しく入れなおすことにした。

「シルヴィス、動けるようになったんだからちょっと手伝って！」

「魔法で消えない炎を起こしたりとか出来ないのか？」

「面倒くさがらないで手伝ってよ」

マリンは半ば強引に彼を台所に呼びつけ、薪置き場の壁にぶら下がっている軍手をつけさせて、作業に当たらせた。

「俺ってこのために・・・」

「そんな訳無いでしょ」




　一通りの作業を終えるとシルヴィスはベッドに戻っていった。怪我をしてから、まともな食事を食べていなかった所為で体が思うように動かないらしい。彼が作業を終えるときについでに閉じていった鉄の扉を再び開き、その中に右腕を突っ込んで、彼女は魔法で火をつけた。

　台所から戻ってきた彼女は窓から差し込む光が床に作る線を見つめてから彼のほうを見た。彼は大人しく眠っていた。マリンは窓に背を向けて本棚に向かった。難しそうな本が沢山並んでいる。彼女は適当に一冊選び出した。何も考えずに伸ばした手が触れたのは深緑の表紙の本だった。表紙には金色でタイトルが刻んである以外は何も無い。彼女は題を途中までしか読まないで本を開いた。最初のページに小さく刻まれている文字に彼女は興味を持たなかった。一瞬だけ目次を眺め、またページを捲る。

『人間の時代は一体何時から始まったのだろうか』その本の最初の文にはこうだった。

『そしてその時代に終わりはあるのだろうか』

『もしも人間の時代はもう終わっていて本来なら我々は混沌に帰するべきなのにまだここに居るとしたら。だとしたら一体どうしたら良いのだろうか』

『物事は日々変化していく。しかし、近頃は時が早く動きすぎる。混沌の在り方までもが変わるほどの速さで』

　彼女はその本を閉じて元の場所に戻した。







　彼女はまだ天頂にたどり着いていない日の光に腕輪をかざした。宝石は弱い光を強く反射して辺りにそれを分散させる。だがその三色の光はすぐに消え去る。彼女が腕を下ろしたのも理由の一つだったし彼女が小屋の横の日陰に入ったのも理由の一つだった。ライアは昨日買って来ていない種類のハーブを用意するつもりだった。普段家にいるときはこの時期になるとこの家の持ち主に手紙を出してハーブを何種類か送ってもらうのだ。彼女は夏は終わりかけているが秋はまだその影さえ見せていないこの時期になるとどうしてもハーブティが飲みたくなるのだ。それも己を満足させるだけのたくさんの種類を。青々と薬草が茂るハーブ園の真ん中辺りで彼女が探している老人は土いじりをしていた。彼女は特に駆け寄ろうともせず、あたり全体を見渡しながら時間をかけてゆっくりと進んだ。

「オーキピトさん、ハーブ下さい」

「ハーブ・・・一体どれの事じゃ？」

「私が昨日買って来なかった種類」

オーキピトがそうしているように彼女もしゃがみ込んだ。綺麗な花と顔が同じ高さになる。彼女はそれの香りを楽しみながら、自分が特に惹かれる種を選ぼうとした。

「どれがいいかな・・・」

「彼に与えるならこのファーグレイアぐらいしかないと思うぞ」

「ファーグレイア・・・。その昔ディーターでノーンティクが人間に残したものとされていた青白く輝くハーブ・・・」

「わしが思うにそれは命をある程度強める事ができるんじゃ・・・」

目の前にある青い花弁の花を適当にいじりながら老人はなした。

「命術の話はしようとしなかったのにどうしたんです？今日は」

彼女もそれと一緒になって草を探す手を止めないで話した。

「昨日の夜あの男が興味深い事を言ったんじゃ・・・」

「シルヴィスが？信じられない・・・」

「人を見かけで判断してはいかんよ」

「私の眼なら見ただけで多くのことが分かってしまうから」

「ライアよ、お前はまだ若い。知らない事は知らないんじゃ。見えるだけでは分かった事にはならん。それの内面に触れて分かったつもりになるのも論外じゃ」

老人のしわだらけながらしっかりしていて皮膚の硬そうな手は動きを止めて一輪のハーブを掴んでいた。

「でもせめて分かったつもりにならないと」

「分かったつもりになるのは誰にでもできることじゃ。たとえばお主が連れてきたあの子とかの」

「マリンが・・・」

「分かったつもりになるとはそういうことじゃ」







　マリンは先ほどと同じく本棚から適当に本を取り出して開いた。と、僅かに開いたページの隙間から何かが落ちてくる。彼女はそれを左足で上手く受け止めた。手にとってみるとどうやらそれは押し花のようだった。

「大切なものみたいね・・・」

彼女はそれがどのページにはさんであったのかを見つけようと思いその本のちょうど半分辺りのところを試しに開いた。

「この文章はこの花には似合わない」

「このページもダメか・・・」

彼女はそんな事を呟きながら立ったままで本のページを捲っていった。

「このページ・・・かな？ここなら・・・」

彼女はそこに既にボロボロになりかけている押し花を差し込んだ。




　オーキピトを連れて戻ってきたライアは湯がまだ沸いていないのを知るとため息をついた。

「まあいいわ。今日の朝食はリンゴでいいでしょう？」

ライアはそう言って昨日のうちに食糧倉庫に詰め込んでおいたリンゴを取り出しに行った。

「はあ・・・まだお茶飲めない・・・」

彼女はそう言いながら食糧倉庫の扉を開けた。上半身を床下に突っ込んで、しばらくするとまたでてくる。その手には小さくて色の悪いリンゴが４つあった。

「他に食べるもの作れないし、これで我慢して」

彼女はそう言いながら各々の下にリンゴを投げ渡した。




　簡単な食事を終えた頃にやっとお湯が沸いた。彼女は早速ポットでお湯を汲み取り、茶葉を適量入れた。蓋をして軽く振り、シルヴィスも含めた全員が待つテーブルにそれをおく。昨日は洗わなかったカップをいま沸かしたばかりのお湯を使って綺麗にして、拭くものが無いのでカップを振って水気を散らす。

「そろそろいいかな？」

ライアはカップを右手に二つ左手に二つの計四つ持ってテーブルの周りの待ち組みに混ざるとそう言ってポットに手をかけた。すぐに三つのカップにお茶が注がれる。調合が悪いのかなんともいえない香りがするが、飲めば美味しいであろうことは何故か容易に分かる。そんな微妙な香りが広がった。

「アレ？私の分が無い・・・」

マリンは一つだけ未だに白い底を見せ付けているカップを見ながらライアに向けてそう言った。

「何勘違いしてるの。注いでないのは私の分よ」

彼女はポットをテーブルの中央においた。

「オーキピトさん、桶か何かある？無いならあの大鍋ちょっと汚れちゃうかもしれないけど・・・」

「残念じゃが桶は無い。ある程度のものがあればそれで充分だからの・・・。鍋が汚れるとかそういうのは別に構わん。どんな道具でも使えばいずれ壊れてしまうし使わなければそれは道具にはなりえん」

「それじゃちょっと水がめのとこで髪洗ってくる。しばらくここでじっとしてなさい」




　マリンはポットを右手で取り寄せて空になったカップにお茶をまた注いだ。それでポットの中身は空になった。既にぬるくなっているうえにすっかり濃くなってしまったがマリンはお茶が飲めるだけでも満足だった。再びカップの中身を飲み干すとマリンは今日の予定を考えた。シルヴィスが自由に動けるようになったのだから大学に行こうと思えばいけるのだ。それに彼女とシルヴィスに接点はあってもライアとマリンに接点は何も無い。彼女は黄金色の木の葉の事を思った。その次にガラスの指輪の事を思った。

「見つけた・・・」

思わずそう口にしてしまう。接点が彼女のポケットの中にあったのだ。

「ライアにもついて来て貰ったほうがよさそうね」

「何がだ？」

「ケイス大学まで」

「ケイス大学か・・・。船賃は俺が出してやるからルーテクス大学に行ったらどうだ？あそこの大学長となら面識もあるし」

「あなたって一体・・・」

「お前こそ一体・・・」




　ライアも含めた三人で話し合った結果出発は明日という事になった。ライアは大学に行くよりもここにいるほうが勉強になる、などと一人呟いていたのだが彼女はそれを半分も聞いていなかった。

「ねえねえ、ベッド借りてもいい？」

話し合いが一通り終わったあと、全身を伸ばしながら彼女が言った。

「こんな起きてすぐ寝るなんてあなたぐらいよ・・・。好きにしていいんじゃないの？」

ライアはそう言いながらさりげなくオーキピトに同意を求めた。彼女は老人が頷いたのを見ると即座に立ち上がった。

「最近まともな寝かたしてないから寝不足気味で・・・」

マリンはいかにも演技くさいあくびをしながら床についた。







「マリン、そういう気分だったらこっちに来て」

母の声だ。椅子に腰掛けて色あせた本を手に彼女を招いている。

「わかった。すぐ行くから」

彼女はその言葉を実行に移そうとしたが散らかっている部屋がそうはさせない。結局足の踏み場を見つけるのに大量に時間を消費してしまった。

「何の用なの？」彼女は母の手にある本が何であるのかを考えた。今まで一度も家の中でそんな本を見たことは無い。

「そろそろこれを読み聞かせてもいい年だと思うから」

その声は何故か泣いているのかと思わせるぐらいに震えていた。しかし決してそうではないのだ。

「わたしとミラーが一緒にいた頃の日記。これは絶対に読んじゃダメ。聞きたいならそう言って」

「うん」

スノウは最も難しい本を読むのと同じ方法でそれの一ページ目を開いた。ページとページが擦れる音が本の始まりを告げた。

「その日わたしは崖で昼寝をしていた。何故かその日は日記を書きたい衝動に駆られたから家に帰ったらまずノートを探さなくちゃ、とかそんな事を考えながら眠りの淵に落ちていった。そして目覚めるとそこに彼がいた。彼はこんなことを言った。「こんなところで寝るぐらいなら空で寝る方がまだましだ」って。「空で寝る？雲の上でってこと？」私はそう訊きかえした。けどその言葉の響きは私にしては珍しく耳に残った。「あんな柔らかいの嫌だね。空で寝るんだ」彼が何を言いたいのかは分からないがこれだけは分かった。わたしは恋に落ちる。彼と。間違いなく。書き留めても恥ずかしくないぐらいちゃんとしたものに。」

マリンは母が何故何時もとは全く異なった口調でそれを読んでいるのか全く分からなかった。

「ねえ、読んでて恥ずかしくないの」だからこんな下らない質問をしてしまったのだ。だが母はそれを無視して続けた。

「わたしは空を目指してみた。そこに届かない事は試してみてからすぐにわかった。でも海と空が似ている事にその後気づいた。わたしは海岸に降りてみた。靴に砂が入ってきてとても嫌だった事以外はあまり覚えていない。今日はそんな日だった。」

「わたしは殆ど何も無い島の広場で一日中ボーっとしてみた。眠りに就こうかとも思ったけどボーっとする事にした。ただそれだけの日。」

「わたしはまた彼とであった。どうやら彼は普段は家から出ようとしないらしい。「そんな面倒な事しないで家にいるか外に出るかどっちか一つに統一すればいいじゃない」わたしはそう言ってみた。彼とわたしの会話は一字一句間違えなく覚えている。だから別に日記なんて書く必要は無いけどわたしの中にある何かが文章を書かせようとする。「そんな事より空で寝るのって気持ちいいだろ？」彼はわたしの問いには答えずこう言った。「海に行ってみたけど砂が邪魔で寝れなかった」「砂より波の方が邪魔じゃないか？」彼はわたしと近いけど遠い考えで答えを見つけているみたいだった。「波が邪魔なら・・・」わたしは言葉に詰まった。なんて言おうとしたのかは覚えてるけど海を弁護しなければいけない必要性がどうもわからなかった。「やっぱ空だよ、空」彼は黒い

雲を指差していた。」

「ねえ、何で母さんの性格って今と全然変わってないの？」

「変わらないからよ。続き読むわよ」

「わたしは今日も日記を書く。今日は絶対に書かなければいけない。彼がわたしの服を汚した。だけどわたしは怒らなかった。そのことだけで彼がわたしに何を言おうとしてたのかが全て分かってしまったのだから。彼は血を吐いて倒れた。それだけのこと。」

「わたしは空を見上げた。わたしには青く見える空もきっと彼には赤い血の色に見えるのだ。わたしにはわかる。島一番の魔法使いに見せても何も分からないし、一番本のたくさんあるわたしの家でも病気に関連する本は不足気味だ。それにわたしは最初から気づいていたのかもしれない。彼はちゃんとわたしにそれを話していたのだ。」

「別れが訪れるのは当然の事。わたしはちゃんと分かっている。だから大丈夫。」

「もう日記を書く必要も無いだろう。書くのは飽きた。その代わりに全部覚えておく事にした。何もかも全てを。」

スノウはノートを閉じた。

「これで終わり。マリン、これが本というものよ。言葉の力は一つだけじゃないの」







「なんで忘れてたんだろう・・・。本って何なのかを・・・」

彼女はベッドから飛び起きて本棚の前に立った。そしてそこから適当に本を抜き出す、開く、そして読む。

『すぐに日は落ちる。暗闇を見る目を持つ鷲はその日も森を舞うだろう』

さっきまでならこの文章の意味を掴む事が出来なかったかもしれない。だけど今ならわかる。

「思い出した。一つ、一緒に忘れてしまった大切な事を思い出した」

彼女は立ったままでその本を読むことにした。




　マリンは本の中に散らばる世界とは違う何かを覚えた。それは声だ。彼女は既にページが終わっていることをこのとき初めて知った。彼女は本を閉じた。声の主を求めて後ろに振り返った。

「・・・・・・夕飯の時間だぞ」

「何回呼んだの？」

「１０回ぐらいだと思う」

「少ないわね」

「充分多くないか？」

「いや、夕食の量よ」

彼女は丸テーブルを指差した。一体何を根拠に少ないというのか全く理解できないほどのたくさんの種類、量の料理がそこにあった。

「田舎の人はよく食べるとは聞くけど本当なんだなあ・・・」

「シルヴィスって冗談に弱いみたいね。ちなみに少ないのは魚の量。島暮らしのせいで普段は魚ばかりだったからね」




　ライアは今日街でイヤリングと引き換えにこれだけの量の食料を手に入れたのだという。皆がそこまでする必要ないだろ、というと彼女は「そうする必要があることもあるのよ」とだけ言って話題を打ち切った。

　世界の中心にあるこの島ならある程度のモノなら季節を無視して手に入る。流石にリンゴが春に手に入ったりはしないが早熟のものでよければ夏でも手に入るのだ。彼はそのことに感謝しながらぶどうをの皮を一粒一粒丁寧に剥いて食べていた。

「シルヴィス！そのぶどうは私のよ。返しなさい！」

どこからともなく伸びてきた腕が彼の手からぶどうを奪い取る。そんな事をしそうなのはこの場には彼女しか居ない。が、彼は冷静にそれを取り戻そうともせずに大皿から別のぶどうを取ってきた。

「ねえライア、この赤い実って何なの？みた事ない・・・」

戦利品を美味しそうに食べながらマリンが言った。

「これは・・・ローヴ山脈で取れる冬の果実の一種ね。当たり外れが大きいけど多分あなたには関係ないわ」

「ふうん・・・。セーン・ケイディか・・・」

ライアは自らの耳を疑った。顔を上げて前に座る老人の顔を見つめるがやはり彼も同じ様子だった。

「・・・・・・見つけたの？」

「何を？」

「セーン・ケイディなんて私は一言も言ってない。なのに何でわかったの？」

「冬の果実だから」

「知ってたの？それがそう呼ばれることを」

「知らないよ。味だって今食べて始めて知ったんだし」

「信じられない・・・。識別が困難な冬の果実に名前を付けれるなんて・・・」

ライアはすっかり食欲が失せた様子で、取り皿を自らから離した。

「マリン・・・あなたは本当に無知なの？それとも全てを知ってるの？」

彼女は答えも待たずに立ち上がって外に出て行ってしまった。マリンはとりあえず考えるのは後にしてその姿を見送った。




「私ってそんなに凄い事したの？」

先ほどそうしたように今度は鶏肉を皿ごと奪い取って食べながらオーキピトに訊ねる。

「・・・・・・」

しかし老人は答えなかった。

「ねえ」

「ローナミア。ミアナファーグス。ファーグレイア。エアの大樹」

「全部花の名前でしょ。あ、一個だけ木ね」

「ローヴ。ルレイ。エウス。セーン」

「季節がどうかしたの？」

「ニーズ。シー。ラグス。フィアグス。イフィト。ミドン。ライア。ファーグス」

「今度は魔法言語・・・」

「忘れられし物語」

「キヴェ・・・いや、違う。それに名前を与えてはいけない。忘れられなければいけないのだから」

「何故すぐにそれがわかるんじゃ・・・」

老人の問いに彼女は即答した。

「分かりすぎるのも困るものよ」







　暗闇の中を飛ぶ鳥は居ない。皆眠っているからだ。朝日と共に彼らは目覚める。それまで待たなければいけない。夕食は終わり訪れた静けさの中。手元を照らすのは天井からテーブルに移されたランプ。彼女は手紙を書いていた。今日起こったことを知らせるために。一体誰が彼女にそんな力があると知っていたのだろう。ライア自身でさえそれを見つけ出す事は出来なかったのだ。

「私は力しか見ていなかった。見るだけじゃだめ？でもそれはまるで・・・」

「あるものはありないものはない」

「根源理論が残っていれば・・・彼女と共にいる今の私なら何か掴めるかも知れないのに」

　自分自身に問いかけながらマリンの事を手紙に書き記していく。宛先は実家とルーテクス大学。情報を送るには早いに越した事は無かったし、それにこういうことは文章で伝える必要も有った。

「あるものはありないものはない」

「メモ用紙に走り書きされていた文章か・・・」

　見つけたことを紙に書き付ける。年中持ち歩いている専用の便箋に文字が溜まっていき、そのすぐそばで役目を待つ封筒に炎の影が映る。

「でも残ってるのはこれだけ。他の部分はどこにある？わからない」

　リズリア－レヴィ－ク－ライア。クリーム＝コーデリアが付けたこの名前の意味を理解できる日は恐らくやってこないだろう。その名前が何を表しているのか。魔法。本当に魔法なのだろうか。魔法ならば多少なりとも知る事ができるはずだ。でも全く分からない。難しいから？指輪を着けただけでフレアはこれを使ってしまった。

「マリンならいずれ見つけてくれるかも・・・。それまでは死ねないわ」

　彼女はペン先をランプの上にかざした。ペンに残ったインクを乾かし終えると、彼女は油を炎に送るのをやめさせ、便箋を折りたたんで封筒に入れたのち、立ち上がろうとしたのだが椅子が充分に下がらない。何が邪魔しているのか、と思って振り向くとそこには床で眠りこけるシルヴィスの姿があった。ライアはため息をついた。

「傷が癒えたわけじゃないってのに・・・。どうして男ってこうなのかな・・・。しかも邪魔だし・・・」

身体を伸ばしてため息をついた後、彼女は昨日までと同じように椅子で眠った。







　彼女が一体何を思っていたのかは分からなかったが、長老と対面した時レイズの表情は微かに曇った。彼女は何かいいたそうに彼の方を向いたが、シルヴィスはそれを無視して長老に事の経緯を話した。テントの中はまだ晴れている。

「それでは・・・」長老の言葉は遮られた。

「年齢を教えてください」レイズが言った。

「ワシは５００歳を越えておるが・・・」

「５００歳も生きるなんて可能なのか？」

「可能じゃ。死なない限りそれは可能じゃ」

「死なない・・・」レイズは自らの胸に手を当てた。一体そうすることで何を感じるのだろうか。

「私はどうなの？」

「どうかはワシには分からん」

「見えないの。分からないの」

「ワシも同じじゃ。何年生きても見えるものは見えて分からない事は分からないままじゃ」

長老は本当に老人であるかどうかを疑わせるようなはっきりとした口調で話す。

「・・・・・・感じ取れない」

「レイズ、何を・・・」

テントの中の天候は何時の間にか曇り空。雪が降るのも時間の問題。その後には吹雪が起こる。

「もしかして・・・生命が無いの？」

彼女は最初からわかっていたけれども確信が持てなかった結論をとうとう口にした。彼女はそれが意味することを良く知っている。長老は冷静さを感じさせる普段どおりの眼光を彼女に投げかけた、ように彼には見えた。

「私はどうなの、ねえ、私はどうなの？」

「不老不死など不可能じゃ」

「そういう意味じゃない！」

「では・・・」

「生命が無いかどうか」

「・・・・・・テントの奥で話そう。一人で来るのじゃ」

彼女は長老が何を思っているのか瞬時に感じ取った。そして長老の言うとおりに一人で奥に向かっても知っている事以外は得られないだろう。

「どうする、行くのか？」

彼の声。彼は何も見えていない。

「うん」

彼女は何故かここに留まる気はしなかった。中央の炎を避けて、壁に下がっている装飾付きの布を持ち上げて滅多な事では長老以外の人が入らない奥へ入り込んだ。

「さて・・・寒いな・・・」

とうとう雪が降り出した。彼女が部屋から消えた直後の事だった。







　マリンは今宵何が起こるのかを知った。それを知らせたのは自ら。分かっていた事に気づいただけなのか。違う。それは違う。

「今夜の夢は長いわよ」彼女はマリンに伝える。

「長くても短くても大差ないわよ。どうせ夢なんだから」

夢が自らにかつて何を起こしたのか彼女は正確には思い出せない。それがあの夢の力。




「これは・・・ガラスの指輪？」

彼女は自らの指に光を見た。

「ねえ、これは・・・」

誰を思ってそう口にしたのだろうか？

「結論は近い場所にある。そういうことだよ」

「管理者さん・・・。こんな場所で会うのは久しぶりね」

久しぶりとは言ったものの彼女は以前ここにあったかどうかを思い出せない。

「久しぶりか。あれ以来なるべく会わない事にしてたからね」

「・・・・・・」

彼女は何か言おうとしたが、言葉に詰まった。彼の持つ杖は円を繋ぎ合わせて、文様を描いている。彼女は指輪が光る方の手を伸ばしてそれに触れた。

「懐かしい。一体何時からだったのかな？」

「何時からだろう。僕達が共にいるのは」

突然夜であることに二人は気づく。二人の間に立ち込める闇は自然な夜の闇だ。天を見つめれば星が光り、管理者の呼び出した流れ星が時々足跡を残す。

「・・・・・・何か用があるんでしょ」

彼はそれを聞くと後ろを向いた。暗黒を残す星が彼の杖の輝きを目立たせる。彼は星空を仰ぎ、杖を掲げ、命じる。

「永遠の夜を」彼より先に彼女が願う。

「そして終わりを」彼が彼女に続ける。

「永遠は終わる。終わらなければそれは永遠ではない」

誰が今のを言ったの？

僕たちさ。

「永遠は終わる。終わらなければ・・・」

「それは永遠ではない」

「終わらなければ永遠になれないの。終わらない限りそれは永遠ではないの」

「・・・・・・」

管理者は沈黙した。彼は再び彼女の方に向き直った。

「永遠が終わって、そして永遠が訪れる・・・。そんなこと分かっていたのにどうして僕は・・・」

「私が望んだのよ！」

「ダメだ！罪を背負っちゃ」

「そう・・・・・・そうだったわね」

「君は何も・・・僕が勝手に決めた事だ」

「それに頼ってる時点で私も・・・」

「そうじゃない、絶対。もしも君と僕が同一なら僕はとっくに消えてる」

「そんなこと前なら簡単に分かったのに。やっぱり何にも見えなくなってる・・・」

「・・・・・・でも、そうすることでしか」

「忘れることでしか、か」

マリンは俯きながら呟いた。忘れてしまった事さえ忘れていたのに今はそれを思い出している。管理者の存在さえ忘れていたのにいま彼は目の前にいる。

「忘れる以外にも・・・」

彼女は何か言おうとしたが言う事に夢中になってしまい何を言おうとしたのか忘れた。

「僕には・・・時間が流れる限りこうなる事は分かっていたんだろうか・・・」

「そうなのかもね」







　さっきから誰かが呼んでいる。どこからだろう。彼女は昨日呼ばれたときと同じく翼を広げてこの地を見渡した。月に照らされた森には全く変化は無い。

『誰なの？』

問い詰めてみる。

『・・・・・・』

しかし答えてくれない。

彼女は月を見つた。翼はそれに意味を見出す。彼女は地面に降りようと決心した。空はいま自分を必要としていないし、自らも空を必要としていない。

　誰かが呼んでいる。何時の間にかそれに慣れてしまった。緑色の宝珠に聞いてみても何も分からない。

　どうして分からないのだろう。分からないとはどういうことなのだろう。

「私は一体何なの？」

言葉。今まで声にしていなかった言葉を初めて声にする。彼女は知らない。けど分かる。

言葉と声の違いを。







　夜の終わり。夢を呼ぶ闇は地上を去った。もしも闇が居座っていたとしても、目覚めは夢を追い払う。彼女は目覚めを知った。そしてどうしようもない不安に襲われた。嫌な予感？そんなものは毎日感じている。これは確信に近い。今日何かが起こる。そしてそれは悪い意味での大きな転機なのだ。

「今日は・・・・街から船に乗ってペクターラー大陸へ・・・」

彼女は何か話してみた。オーキピトは朝の水撒きのためにハーブ園に出かけているし、ライアとシルヴィスの２人はまだ眠っている。

「誰も聞いていないみたい」

マリンは空いている椅子に腰掛け、部屋に僅かに差し込む斜光を反射する彼女の銀色の綺麗な髪を手で梳いた。

「・・・・・・懐かしい。どうしてなのかな・・・」

「ライア、起きてよ」

　彼女は左手でマリンの手を掴んだ。そしてこう言い放った。

「何するのよ、私の睡眠を邪魔して」

「・・・あら、誰かと思ったらマリンじゃないの。こんな朝早くから何なの？」

「何なのって・・・一人で寂しかっただけだけど」

「寂しい？あなたには無縁に思える回答ね」

「悪かったわね。ところで今日はいつ頃ここを出るの？」

ライアは立ち上がって顔を左右、上下に振り、数回パチパチと瞬きした後、シルヴィスを指差した。

「こいつが起きたら。早く出たいなら叩き起こしなさい」

「ライアが起こしてよ」

「嫌よ」




　ライアは朝食の用意をするといい席を立った。床で寝ているシルヴィスの身体を邪魔そうに睨みつけ、そしてわざと迂回して彼の身体を思い切り踏みつけてから彼女は台所に向かった。左足で彼を踏みつけた直後、彼女が小声で「愚者にはこういう起こし方がお似合いよ」と言ったのを彼女は聞き取った。




「怪我人になんてことするんだ・・・」

起き上がった直後、目眩に襲われて両手をテーブルにつきつつ彼は呟いた。

「魔法で治してあるんじゃないの？」

「それは・・・」

「まあいいわ。朝ご飯食べたら出発するから」

「・・・マリン、すまない」

「突然何を言うの？」

「気にしないでくれ」

彼女は思わせぶりなセリフはあなたに似合わない、と返そうとしたが、彼が何を言おうとしているのかに気づいてやめた。

「大丈夫よ、昨日と今日は違うから」







　老人は朝食の最中にハーブ園から戻ってきた。彼は別れを惜しむ様子も無くライアに「ところでお前に頼まれた事はやっておいたぞ」とだけ答えた。

　ここを発つ三人の中でもっとも遅く朝食を終えたのはマリンだった。彼女の心に重くのしかかる何かがある。予感を超えた確信。何か、何かとても悪いことが起こる。どこで？

『昔の私ならわかった』

昔っていつ？

『盟約を交わす前』

盟約？

『最近までは盟約を交わしたことさえ忘れていたのよね』

どうして昔の私ならわかるの？

『分かる事を分かっていたから。分かっていたのよ』

今は？

『何も分からない。何も分からないから・・・』

分からないのは不安。

『不安じゃない代わりに何を得たのか覚えてる？』

忘れた。盟約を交わしたんだから。

『そう。それを思い出してしまったら盟約は完成したも同然』

でも最後の結論は。

『結論を封じたのは管理者自身。それはあなたの力では絶対に思い出せない』

それを思い出せないのも不安。

『不安の意味が変わってしまったのね。あなたのなかで』

あなたの中では変わっていないの？

『私は不変。変化に気づかないほどに大きく変化するか全く変化しないかのどちらかしかないから』

どうして不安だったり恐怖したりするのに・・・。

『失うことと得てしまうこと。失いたいものを失ったからあなたは不安を得た。それだけのことよ』

失いたい事？

『それは思い出せないわ』

分かってる。

『失うことと得てしまうこと。忘れた事は思い出さなければいけない。不安を忘れたらまた別の不安を得てしまう』

　ふと、彼女が眼に頼って物事を判断すると、朝食のパンが全て消えていた。どうやら全て食べてしまったようだ。

「マリン大丈夫？」

「大丈夫よ、ライア。心配しないで」

「声の響きが違う。全然大丈夫じゃない」

シルヴィスも無言で彼女に同意した。

「心配してくれて有難う、て言っておけば満足してくれる？」

彼女は先の発言時よりもさらに用心しながら言った。

「私が満足してどうするのよ」

「それでいいのよ」

何がよ、とライアは返してくるだろうと彼女は思った。そう言われたら「何もかも」と言えばいいのだ。

「確かにそうかもね。ある意味その通りよ」

彼女にはそれに返すべき言葉が一つしか思い浮かばなかった。彼女はそれで答えた。

「有難う・・・」




　別れらしい別れも無く、三人はここを発った。玄関前のハーブの香りがまだ微かに残っている眠気を完全に追い払ってくれた。ここを訪れた時とは逆の順番で景色が移り変わっていく。景色は移り変わっていくが、どうしても彼女の中の風景は変わろうとしない。首を横に振ってみてもそれは振り払われないし、視野から海が消えて代わりに街の建物が現れてもやはりそれは変わろうとしない。

　街中をしばらく歩いたあとのことだった。ライアは右手で次に曲がる方向を指差してこう言った。

「こっちがみな・・・」

銀髪の女性は光を覚えた。宝珠の光だ。何かを伝えようとしている。一体何を？もう一度光る。たとえ光が届かなくとも、それの輝きを感じる事が出来る。

「一体何を・・・」

「何・・・・・・感じる事・・・」

シルヴィスは一歩前に進んでみた。しかし特に何も感じない。彼は自分の感覚を信じようとしたが、何故かそれが間違いであるような気がした。

「来る！危ない！！」

ライアは大声を出した。マリンが聞き返そうかどうか迷ったその一瞬、大地が微かに揺れる。

「危ないって何が！」

冷静さを失いかけながらそう叫ぼうとしたが、小さな揺れは一瞬で大きな揺れに取って代わられたので最後のほうは舌を噛まないように集中しなければならなかった。

　マリンは地面にうずくまった。とても立ってなどいられないから。大きな音が聞こえてくる。大地が揺れているのだから当然かもしれない。何処かの何かが地面に落ちて砕けたようだ。砕けた際に生じた破片が彼女に幾つかぶつかったのだからそう遠い場所ではないのだろう。彼女は何が自分に当たったのかを確かめなければいけないと思い、両手両膝をついたまま頭だけ持ち上げた。そうしたら目に入ったのは誰かの靴だった。手入されていない気配を感じるのにつやがある。彼女はもう少し上を見ようとした。だがそうするためには立ち上がらなければいけない。でもこの揺れの中で立ち上がる術が彼女には分からなかった。と、誰かが彼女の肘を掴んだ。そのまま上に引きあがられる。彼女はシルヴィスに心の中で感謝した。地面に落ちたのは近くにある建物の搭だったようだ。何の建物かは分からないが本体は無事だったようである。曲がる予定だったほうの道は土煙に満ちていて、そこから同心円状に破片が散らばっている。揺れはまだおさまっていなかった。マリンはかなりの時間の経過を覚えていたがそれは錯覚であった。

「ここは広い場所だから多分安全だ」

シルヴィスが彼女の手を掴んだまま言った。

「そうでもないみたいよ」

杖を彼女が予想した方向に向けてそう答える。

「全部飛ばすにはどうしたら・・・」

「みんな、ここから離れるわよ！」

彼女がそう言うや否や、マリンとシルヴィスの2人は予想外の激しい輝きに襲われた。輝きが消えた瞬間、三人はどこか別の場所に移っていた。普通の広さの路だったが、傍の建物には大きな亀裂が走っている。その下で誰かが──服装から察するに女の子だろう──がうずくまっている。

「この時間にしてはあんまり人がいないな」

「揺れてるからよ」

二人がこんな会話をしている間に、女の子の真上に聳える二階建ての家のひびはますます大きくなる。地面の揺れる音ばかりが聞こえてくるが、多分日常では聴けないぐらい大きな音が聞こえてきたのだろう、家は崩れようとした。

「揺れているからよ」

ライアはそれを言い終えた直後に事態に気づいた。遅すぎる。彼女はすぐに悟った。まだ間に合うかもしれない、方法はわかっている。だが、その遅さはもっと別の事件を起こしてしまった。

　起こる事が予定されていた事件はこうしておきた。

『さっきライアがやったようにすれば私も・・・』

彼女はそう思った。ライアの魔法が間に合わない事はすぐに分かった。彼女はいつもと同じ魔法の使い方でライアを真似ようとした。その魔法がコーデリア家にだけ扱える特別なものであることは知っている。でも、何故か自身も使える気がするのだ。

　マリンが持っているのはかつてあった何かを知る宝珠の一つと、シルヴィスから預かった黄金の木の葉と、魔王を生んだ指輪。彼女の思いを最も強く感じたのは、ガラスの指輪だった。魔法はこうして完成した。

　間に合わせようとしていた。魔法が間に合う事を願っていた。不可能は知っている。不可能でも、もしかしたら、直前、いや、致命傷となるほど大きな破片や、後頭部を狙うものが現れる前に魔法は完成するかもしれない。だけど、そうなる前に別の魔法を彼女は覚える。失われていく輝き。地面は揺れる事を忘れた。シルヴィスはこれがコーデリアの魔法では無いと、すぐにわかった。マリンに近い世界から何かが消えていく。その何かとは何か。それを問うのは無意味。消えていくのだ。音も消えてしまった。見えるものは今は見えない。魔法がかき消している。聞こえない音と暗闇さえも見えない世界に包まれる。何にも無いことだけが強烈に見える世界。見えないものが見えないままで見える世界。

「マリン、やってくれたわね・・・」

それをとめようと内ポケットからその宝珠を取り出す。彼女は意味を見失わずに済んだのはこの宝珠のおかげ。

「もう間に合わない！」

「魔法が完成してしまった！」

でも、手が宝珠に触れたことにより、意味は直に彼女に伝わる。本当の意味でもう間に合わないのだ。魔法は完成し、収束する。収束した先に、変化が見えるだろう。

「変わってしまうわ。シルヴィス、変わってしまうわよ」

「マリン・・・」




　マリンは意味を取り戻そうとした。

『意味ってなんだっけ？』

『どの意味を求めているんだい？』

『どの意味って・・・。直前まで有った意味よ』

『意味はたくさんある。それだけじゃ分からない』

『取り戻せるもの全部を』

『全部・・・。たしかにその必要がありそうだね』




　彼女は視野の広がりを感じた。それが教えてくれた事は、何も無かった。なぜなら、何も無かったのだから。

「街が・・・ない・・・」

遠くを見れば海が見えるのかもしれない。

「海・・・違う、それより大事なのは私が・・・」

「人々まで・・・」





不変を望んだら




「コーデリア」

「そう、私はライア＝コーデリアよ」

「じゃあマリンは？」

「マリン＝クラウディア・・・クラウディア？」

ライアはこの瞬間、ニーズライアの強烈な思いに貫かれた。ニーズライアは彼女の服のポケットの中で踊っていた。彼女はマリンを見た。その背景には荒野が広がっている。先ほどマリンが使ってしまった魔法はリズリア－レヴィーク－ライアだと彼女は直感で感じ取っていた。そしてニーズライアも。ライアはこのままではいけないと思い、彼女の代わりにシルヴィスを見つめた。シルヴィスもまた、マリンのなしてしまったことに呆然としているようだった。だとしたらマリン自身は何を思い何を為そうとしているのだろうか。

　マリン＝クラウディアはガラスの指輪のかすかな光を覚えた。それは自分の心をかき乱す光だった。マリンにも指輪に対抗するだけの意志力はなかったのだ。彼女は最初少女を救えると思い込んでいた。でもそれは間違いだったのだ。一体誰が間違いを呼んだのか。そんなのは決まっている。自分自身だ。自分自身が間違いを呼んだのだ。彼女は自分が今何を考えているのかを悟ろうとした。でも出来なかった。それはかつて交わした盟約のためかそれとも再び感情を封印しようとしている彼女自身のためなのか。マリンはそこらじゅうに転がっている瓦礫の内の一つを思い切り踏みつけた。それは簡単に砕けた。

「ライア」

彼女は、マリンは話しかけた。

「私は一体どうしたらいいの？」

それが今口に出来る精一杯だった。私は一体どうしたらいいの？一体何度問いかけたことだったろうか。何も出来ないのに何かすることを無理強いされる。そんなときに一体何をすればよいのか。

「何もしないことが一番じゃないの？」

ライアは暫く考えた後そう言った。そうとしか言えなかった。この可哀想な少女には。

　マリンはライアのこの答えを受け入れることなど到底出来なかった。それでは何もしないことをすることになってしまうからだ。本当の意味で何もしないこと。かつてはそれも分かっていた、盟約を交わして記憶を封印する前は。




 魔王が居た時代。人々は恐怖のどん底に突き落とされた。ガラスの指輪が再び発掘されそれを所持するものが居ることは即ち魔王の再来を意味するのだろうか。ライアの脳裏に不意にこの考えが浮かんだ。







　レイズが戻ってくるまでには時間がかかりそうだったので彼は表に出て旅を続けるのに必要な機材を集めるのに走った。まずは防寒着がもっとも必要だった。その次に食料そして出来れば乗り物と暖を取るための燃料。エーノでは金は価値を持たなかった。彼はレイズとともに採った木の実と交換で物を手に入れるつもりでいた。

　雪が時を刻む中、彼は村人たちにしきりに話しかけていた。あるものは木の実１０個と皮手袋を交換してくれたり、またあるものはコインの細工に興味を持ち、それと引き換えに防寒着をくれたりした。彼は必要なものを案外簡単に手にすることが出来た。これでそりまで手に入ればまさに完璧だった。

「さてと、そろそろ戻るか」

雪に光を反射させる太陽を見つめながら彼はそうつぶやき長老のテントに向かった。外で待機していた少年が布を持ち上げ彼を中へと導いた。中にはレイズと長老がいた。

　長老は決して悟られないように複雑な表情を浮かべていた。まるであらゆる感情が同居しているかのようだった。レイズは相変わらず虚空を見つめている。羽飾りは薄く光っていた。

「レイズ、大丈夫か？」彼は中央の暖炉に手をかざしながら言った。

「ええ。大丈夫です」彼女は何が大丈夫なのかさえ分からないといった風に答えた。

「ワシはそなたたちに贈り物をしようと思う」

長老はすっくと立ち上がると裏から外へと出て行った。シルヴィスたちも当然これに続いた。

「これをそなた達に託そう」

長老はそういうと中へと戻っていった。礼を言う暇さえなかった。彼らは天馬の羽を優しく撫でるとそりに飛び乗った。そりの荷台には必要なもの一式がそろっているようだった。

 天馬は高く澄んだ声で嘶くと二人を乗せて白い大地を走り始めた。村人たちに別れの挨拶をして回りながら、しかし確実に、そりは村から離れていった。







「うん・・・俺は・・・？」

暫く放心状態だったのか意識がはっきりしない。彼はマリンを見つめた。マリンからは魔王の気配というものは何も感じられない。でもあの魔法を使えたということは魔王であることとほぼ同意義なのだ。シルヴィスはため息をつくとライアに話しかけようとしたが、すぐにそれをやめた。ライアはもっと深い次元でマリンの事を探っているようだった。シルヴィスはその辺の瓦礫を椅子の代わりにして地面に座り込んだ。彼は自らが再び眠りに落ちるであろうことを悟っていた。彼女の魔法は人間の精神にまで打撃を与えたのだ。







　白い草原を駆け巡る、天馬が引く馬ぞりは少年と少女を乗せてゆっくりと確実に繁栄都市ティクスへ向けて走っていた。ここから一番近い、大きな街がそこなのだ。彼らは雪の降る青空の中を、時には雪を蹴り、時には雪に沈みながら進んでいた。天馬は賢いので彼女たちを何処へ連れて行けばいいのかを一瞬で理解できる。人間の心の中を読む能力が備わっているのかもしれなかった。

「レイズ、どうだ？」何がどうなのかは分からないがとにかく彼はそう口にしていた。

「雪の結晶が私に語りかけてくるの。街は危険でいっぱいだって」

「確かにそうかもな。でも危険でも人間は街に住むしかないんだ」

「そうなんだ」

レイズの瞳に何かが光った。涙かどうかさえ分からなかった。

「ねえ、何で人間は街でしか暮らせないの？」

レイズはシルヴィスにリンゴをかじりながら尋ねた。シルヴィスはものすごく難しい質問をされていると思った。

「それは俺にもわからない。一つの街に定住するなんてやったこと無いからな」

彼は根っからの冒険者だった。幼い頃から両親に連れられて色々めぐってきたのだ。

「じゃあわたしもシルヴィスと一緒に冒険者になれば・・・」

「ダメだ。レイズは街で平和に暮らすんだ」

「いやだよ。街にはあなた以外にもたくさん人がいるんでしょ？そんなの耐えられない・・・・・・」

シルヴィスはどうして、と尋ねようとしてそれをやめた。彼女の心の奥底に眠っている何かを目覚めさせないために。彼女は悩んでいるのだ、きっと。

「私は何でこんなことを望んだんだろう・・・」レイズは小声でつぶやいた。







『私は一体何をしたの？』

何かを為そうとした。

『そう。少女を助けようとした』

でも私は・・・

『過ぎてしまったこと。過去に囚われてはいけないわ』

私は過去を忘れるために盟約を交わした。またそうしないといけないの？

『盟約は再び交わされない。管理者は一人だけ。そして貴方も・・・』

一人だけ。二人の言葉が重なった。

じゃあ私は一体どうすればいいの？この状況を誰かに問われたら一体どう説明すればいいの？

『ガラスの指輪を身につけなさい』

そんなことイヤだ。

『貴方なら耐えられるわ』

だけどイヤだ。

『そう・・・』

マリンの心の中で海の鳴き声が聞こえた。彼女はいつの間にかシーファーグスに触れていたのだ。シーファーグスは静かにマリンに語りかけた。何時から語りかけていたのか分からないがとにかくその小さな小さな声をマリンは聞いた。それは海と人間の壮大な詩を謳っていた。マリンはふと、目の前に青い海を見出した。さざなみがいつもと変わらず押し寄せてくる。マリンがもたらした変化は人間にだけ影響を与えていたのだ。彼女は少しずつ自分の意識を取り戻していった。マリンは宝珠を握り締めたまま、何かの考え事に浸っているライアのほうを見た。彼女はニーズライアに触れているように思われた。マリンはライアの左手をサッと取るとシーファーグスを彼女の左手に重ねた。

「何するの・・・よ・・・マリ・・・ン」

いつものライアの調子とは思えないような声が聞こえてきた。

「何これ・・・。二つの宝珠の間にはこんなに凄い関係があったの？共鳴してる。私の中で。声よ。幻聴なんかじゃない。はっきりとした・・・人間のものとも違う、声よ」

マリンにはライアの言っている事がなんとなく理解できた。




　ライアはニーズライアを取り出し、見つめてみた。それは中心の炎を燃やして淡く赤い光を放っている。彼女はそれに何らかの意味を見出そうとした。先ほどのはっきりとした、人間のものではない声の正体を知りたかった。だが、宝珠はライアの願いを無視して、ただ単に光を放ち続けるばかりであった。

「声が聞こえない」ライアは言った。

　マリンは彼女の一連の行動を見てから、ため息をついた。彼女はもはや自分と自分の内面にしか興味を抱けなくなっていた。マリンはポケットに手を突っ込むとガラスの指輪を探し始めた。すぐに、それは見つかり、マリンはそれを手でもてあそんだ。そんな行為になんの意味も無いことを知りながら。

「リズリア－レヴィーク－ライア・・・か・・・・・・」

「クリーム＝コーデリアが使ったあの魔法がどうかしたの？」

マリンはライアに尋ねた。

「気付いてないの？あなたが使った魔法は間違いなくそれよ」

「嘘！？私にそんな魔法使えるわけが無い！」

「ガラスの指輪を身につけたフレアはリズリア－レヴィーク－ライアを唱えることが出来た。あなたにももしかしたら・・・」

ライアはこれ以上言いたくない、といった様子で俯いた。

「私には無理よ。確かにあの時空間魔法を使って、いや、使える、という思いは起こっていたけれど」

そう言って、マリンは瓦礫を椅子にして座った。彼女は目を閉じた。ライアは黙って海を見つめることにした。







　彼女は相変らず何もない、しかし神聖な場所を飛び回っていた。月光の照る時間、その間はずっと。遠くを見渡しても何も見えない。だが、それでよかったのだ。彼女はこの場所しか求めていなかった。殆どの記憶がこの場所で終結していて、月の淡く白い光が記憶を区分していた。彼女の記憶はよく分からない別の場所のものもいくつか含まれていたが、殆どがこの場所のものだったのだ。だからそれ以外は何もいらなかった。ただ、それでも彼女は緑色のかの宝珠だけは手放す気にはなれなかった。ルーンの記憶がそれを邪魔していた。ルーンの眼差しは彼女の記憶全体を明るく、明確に照らし、それが作る影をはっきりと浮き彫りにしていた。彼女は翼をとじると、木の枝の上に横になった。







　ライアはマリンの横に座った。シルヴィスはそばにある大きな瓦礫をテーブルとしてその反対側に座っている。しかし、どうやら起きているようではない。彼女は隣に居る少女もまた、眠っていることを知った。マリンの青い髪が、潮風に流されて綺麗な流線型を描いている。ライアは特に強力な魔法を使ったわけでもないし、それの影響をうけたわけでも無いので、眠れずにいた。こんな時に眠れるなんて幸せね、とライアは思った。







　やがて万年降雪地帯は終わりをつげた。もうそりは必要ない。彼らは天馬を野に放し荷物を背負い、そりを捨て徒歩でティクスを目指し歩き始めた。ここから南東に向かえば繁栄都市ティクスにたどり着くはずだ。日はちょうど真上にあり、彼らの影は一番小さく縮こまっている。歩いていくと、まばらに残っていた雪も消えていき、茶色い地面に草が萌えるようになっていった。

「なあ、そろそろなんか食べないか？」

シルヴィスが提案した。

「わたしは・・・どっちでもいいけど・・・」

レイズは俯き加減で答えた。

「じゃあ食べよう」

彼はそう言い、鞄を下ろし、エーノで貰った食料を取り出した。ついでに燃料を取り出し、それを使い火をおこす。炎はあっという間に激しく燃え出した。彼らはそれで水筒の中の水を沸かした。固めのパンを火であぶって食べる。簡単な食事だ。彼らはすぐに食べ終え、火を止め燃料を片付けると、再び南東にあるティクス目指し歩き始めた。




　晩御飯を食べ終え、夜通し歩く覚悟で二人は立ち上がった。レイズは暗い世界に明かりをもたらした。それは月の明かりとよく似ていた。月光特有の青白い光が彼らの進路を照らす。彼らは歩き始めた。右手にはエウス山脈らしき尾根が見て取れる。彼とレイズがであった場所、シルヴィスが遭難していた場所だ。山脈を迂回するように歩き続けるうちに、やがてレイズの起した明かりも消えてしまい、辺りは再び暗黒に包まれた。

「レイズ、魔法の明かりはどうしたんだ？身体の調子でも悪いのか？」

「ううん・・・。違うよ」

「じゃあ一体どうして・・・」

「わたしにはやっぱり無理だったのかもしれない」

レイズはそういい、再び歩き始めた。彼の質問にはこれ以上答えてくれなかった。







　ライアはしばらくの間考え事に夢中になっていた。マリンのこと、ガラスの指輪のこと、そしてシルヴィスのこと。彼女は何を見出せばいいのか分からなかった。マリンは指輪の魔力を使いながらそれに支配されずにいる。シルヴィスは怪我を魔法で無理やり治しているだけにもかかわらず平気な顔をしている。ライアはニーズライアに尋ねてみた。宝珠は案の定何も答えなかった。宝珠は彼女の手の中で、何も答えることなく、魔力だけを放っていた。

「・・・・・・」

ライアは立ち上がって一番近くにあった小さな瓦礫を蹴飛ばした。それは放物線を描いてとび、大きな瓦礫の上を通過してシルヴィスの脳天に直撃した。

「おはよう」

彼女はそう声をかけた。

「なあ、頭が痛いのは気のせいか？」

「気のせいじゃないんじゃない？」

「・・・お前がやったのか」

彼は立ち上がり、ライアたちの側に歩いていった。

「で、何のようだ？」

「男に用なんて無いわよ」

「じゃあどうして起したのさ」

「あんたが勝手に起きたのよ」

シルヴィスはため息をついて、こう言った。

「そうかい、わかったよ」

彼の言葉には少し怒りも含まれていた。

「何も分かってないじゃない」

「・・・・・・何も分かってない？」

結局彼女のことは何も分からないままだった。彼はそのことを激しく後悔していた。シルヴィスは抑えがたい怒りを感じた。彼の憤りはそのまま言葉に姿を変えて表に出ようとしていた。ライアはそのことに全く感づいていない。

「シルヴィス、やめときなよ」

いつの間にか立ち上がっていた青髪の少女が口にした。

「怒りが生み出すものはとてもつまらないものよ」

「だから、やめといた方がいいよ」

マリンはそういうと鞄に手を突っ込み、飴玉の入った布袋を取り出した。

「二人とも、これを食べて落ち着きなよ」

マリンは赤い飴玉と緑色の飴玉を取り出し、二人に渡した。ライアとシルヴィスの二人は無言でそれを受け取ると、なんとなく口にした。飴をなめている間は口を使えない。喧嘩を止めるのにこれ以上うまい手はなかったのかもしれなかった。マリンは再び座り込むと、黄金色の木の葉に手を触れた。瞬間、何かが頭の中に浮かぶ。それは誰かの記憶。ほんの少し前まで存在していた少女の記憶。とても大切な記憶。マリンが夢に見る少女の記憶。彼女は目を閉じた。外界のことなんて興味が無かった。今はただ自己の内面を見つめていたい。

「マリン・・・？」

飴玉をなめ終えたライアが口にした。マリン＝クラウディアはその声で意識を外界に戻した。

「ライア、何のようなの？」

「様子がおかしかったから声をかけただけよ」

「私の様子なんていつもおかしいじゃない」

マリンはそういうと、木の葉から手を放し、再び目を閉じた。







『誰？管理者さん？』

『ああ。僕だ』

彼女は一歩前に出た。管理者の持つ円を描く巨大な杖がわずかに揺れた。

『何しに来たの？』

心の中で質問する。

『盟約を完成させる時が近いことを伝えに来た』

『それくらい言われなくても分かってる』

マリンはそう答えると、記憶の管理者とすれ違った。記憶の管理者。マリンの記憶の最も重要な部分を閉ざし、再びその記憶の扉が開かれる時を待ち続ける存在。

『気付いている・・・か。確かにここまで材料が揃ってしまった以上気付いてしまうのは仕方がないのかもしれないな』

マリンは心の中で振り向いた。心を満たす暗黒が少しゆれた。それが波紋を描き管理者の頬を揺らす。

『そう、私はもう気付いてる。思い出す覚悟はまだ出来てないけど・・・』

彼女は右手を振るった。

『僕も消える覚悟は出来てないよ』

管理者は杖を振るいながらそう答えると、マリンの目の前から消えた。







　シルヴィスはライアに頼んで魔法をかけてもらっていた。マリンが喋らなくなってすぐの出来事である。彼は魔法で怪我を治してもらっているのだ。彼女の魔法は彼の怪我によるダメージを確実にやわらげてくれた。彼の生きようとする意志は魔法の効果をよりいっそう高めてくれた。

「まあこんな感じでいいかな？」

ライアは杖をローブの中にしまいながらそう言った。

「ありがとう」

簡単に礼を口にすると彼は瓦礫の上に座り、目を閉じた。つい最近まで共に旅をしていた女性の姿が脳裏に浮かぶ。手を伸ばせば届きそうだ。でも届かない。彼は彼女が最後になんと言おうとしていたのかを思い出そうとした。でも思い出せない。彼はため息をついた。

「どうしたのよ、らしくない」

ライアは腕輪を太陽に照らしながらそう言った。腕輪に光るルビーとサファイアとエメラルドは日光を受けてキラキラと輝いていた。黄金は太陽の光と一体化し、白金で刻まれた文様は光でよりいっそう深く浮き彫りになっている。

「いや、昔のことを思い出してな・・・」

「昔のこと、か・・・。私も色々あったわよ。コーデリア家を継ぐ時とか・・・。あなたに話すようなことじゃないけど」




　マリンは何かを話そうとした。でも声が出ない。マリンは心の中で呟いた。「私は何も間違っちゃいないよね？」でも誰も答えてくれなかった。管理者も、夢に出てくる少女も、彼女自身の分身も、誰も。マリンはもう一度呟いた。「ガラスの指輪さえ持っていなければこんなことにはならなかったの？」今度の問にも誰も答えなかった。マリンはポケットに手を突っ込むとシーファーグスに触れた。

　その瞬間、今まで見てきた光景が逆に再生されていった。瓦礫しか残っていない廃墟と化した街、魔法が全てを滅ぼす瞬間、今にも崩れそうな家のそばにいる少女、地震で崩れた建物、老人のしわの寄った眼差し、ビスタの憎らしい笑顔、ライアの見せてくれた腕輪、シルヴィスとの出会い、そして旅立つ時の母の笑顔。

「私はいろんな人と関わってきた。以前の私ならそんなことしなかったのにね」

「マリン、どうかしたの？」

「ライア、別になんでもないよ」

マリンはそういいながら蒼い宝珠を手でもてあそんだ。彼女は宝珠に触れるたび、何か安心した気分になれるのだった。

「ねえ、宝珠に触ってると気分が落ち着かない？」

マリンはライアに尋ねた。

「そうね、宝珠が何を語ろうとしてるかは分からないけど確かに落ち着くわね」

「え、ライアは宝珠が何を語っているのか分からないの？」

マリンは少し驚いたような様子で言った。

「マリンには分かるの？」

「うん。言葉としてちゃんと理解できる」

「マリン＝クラウディア・・・。クラウディアという響きに何か懐かしいものを感じるわ」ライアはそう答えるとニーズライアを取り出した。マリンはシーファーグスを取り出した。紅い宝珠が内部に燃やす炎と蒼い宝珠が内部に湛える水が調和する。紅い光と青い光は交わって虹色となり天に向けて登っていく。二つの宝珠の光は調和した。でも何かが足りないような気がする。何かが。

「足りない・・・」

マリンが言った。マリンは二つの光が交わる中心を見つめていた。完全に調和した光が白い世界を作り出している。それはまるで雪のようだった。

「白い草原を思い出すな・・・」いつの間にか立ち上がっていたシルヴィスが言った。

「エーノ周辺の永久凍土地帯のこと？これとどうにてるの？」

マリンは宝珠を持ったまま、彼に尋ねた。

「中心の白い色の美しさと、天に昇っていく虹色の美しさがさ」

彼はそういいながら宝珠の創りだす光に魅入って行った。




　やがてニーズライアは輝きを失い、シーファーグスは内部に水を流さなくなった。彼女は再び座り込み、目を閉じた。

「ねえ、誰か答えてよ」心に問いかける。でも誰も答えない。彼女は誰かが何かを話すのを辛抱強く待った。

「私はどうするべきなの？」

「それは僕たちが決めることじゃない」

「でも私には決められない！」

「わかってるさ。でも人生には必ずこういう時期があるんだ。何もかもを忘れ何もかもが分からなくなる時期が」

マリンは管理者の杖を見つめながら無言で何かを考え込んだ。やはり答えは一つしか浮かばない。でもその答えが正しいことであるか、という自身は無い。

「私には一つだけできることがある・・・」

マリンの言葉は心を満たした。

「出来ることとやっていいことは別なんだ。何も実行に移す必要はない」

「でも私は既に過ちを犯してしまっている！」

「過ちを清算するために更なる過ちを犯す必要はないよ」

「それはそうだけど・・・」

ふいに、マリンの心の内面に月光が映った。それ特有の青白い光が全てを満たしていくようだった。彼女はそれに身を任せた。







　彼女は毎夜空を舞っていた。しかし、そうしない日ももちろんあった。彼女はその夜は地上の木々の声を聞き、翼に月光を浴び、緑色の宝珠の声を聞きながら、しかしそれと同時に自分自身の記憶に浸っていた。彼女はまだ何も知らない。やがて知ることになる真実の重みも、やがて下すことになる決断も。

「孤独ってどういう意味なんだろう・・・」

彼女は不意にそう思った。記憶がそんなことを考えさせるのだった。

「わたしにはわからない・・・」

彼女はそういいながら宝珠を両腕で抱いた。それは彼女を落ち着かせた。木々の合間を縫って差し込む月光が彼女の翼を照らす。彼女はその夜はそれ以上何も言わずに過ごした。







　夜通し歩き続けると、ようやくティクスにたどり着いた。彼は邪魔な防寒着を脱ぎ捨て、それをリュックサックの中にしまいこんだ。レイズもそれに倣った。彼らは朝食を分けてもらうためにちょうどそばにある一軒の農家に向かった。

「もしもし、朝食を分けてもらえませんか」

扉越しに、シルヴィスが言った。彼はそのまま返事が来るまで待っていたが、一向に返事がない。彼は俯き加減に考え事をした後、結局その不透明なガラス製の扉を開くことにした。蝶番がキイと音を立てる。彼は扉を開いた後先ほどと殆ど変わらない言葉をもう一度口にしたが、それは誰にも届かなかった。レイズを除いては。彼は再び俯き加減で考え事をした後、その家の中に入っていくことを決心した。しかし、家の中には誰もいなかった。

「空き家だったのか・・・？」

「気配も何も感じない。ここはずっと空き家だったみたい」

少し小さい声でそういうレイズの声を聞いた彼は、この家を好きに使ってしまおう、と思った。彼はレイズにその旨を伝えると、さっそくベッドの掃除に取り掛かった。二段ベッドは思ったとおり埃だらけで使い物にならなかった。

「これは俺一人じゃ無理だな。レイズ、魔法でなんとかならないか？」

彼はレイズにそう話し掛けたが、返事はなかった。

「レイズ？」

彼は振り返り、部屋の中を見渡した。しかしどこにも彼女の姿は見当たらない。

「外にでも散歩に出かけたのか？」

彼はそう思い、扉から顔を突き出して外の様子をのぞいたが、やはり彼女の姿は見当たらない。まだ市街地まで程遠い、家々が点々としているだけの、視界の広いこの場所で人一人が見つからない。彼は外に走り出ようとした。

「シルヴィス」

不意に、後ろから探していた少女の声がした。彼は慌てて振り向くと、彼女の姿を確認し、少し安心した。

「一体どこに行ってたんだ？」

「わたしには無理だったの」

何時か聞いた言葉を彼女は反芻した。

「無理だった？」

「ううん、なんでもない。これはわたしの問題」

彼女はそういいながら左肩の羽飾りを撫でていた。




　家の掃除を簡単に、一通り終えた後には、すっかり昼になっていた。彼は、シルヴィスは表に出ると、農地から適当に野菜を持ってきた。どうも完全に野生化しているらしく滅茶苦茶な育ち方をしているそれらを無理やり引き抜くのは結構な力仕事だった。彼はにんじんとたまねぎを一抱え持込み、洗い立ての鍋に入れて、井戸水で煮込んだ。







「ねえ、シルヴィス、大丈夫？」

誰かの声がする。彼は目を見開いた。目の前には彼が持っていた木の葉を持っている少女がいた。彼は一言大丈夫だ、と答えると再び目を閉じた。

「本当に大丈夫なのかな？」

「彼氏がそういってるんだから信じてあげなさい」

ライアはそういいながら魔法で潮風を止めた。彼女は海が何か悪さを企んでいることを直感で理解していた。ガラスの指輪をつけたフレアは津波を起した。それと同じことがマリンにもありえるのかもしれない。ライアはなんとかしてそれを止めようと考えていた。方法はいくらでもある。グラーナ・ソー・ライアを唱えればいいだけのことだ。彼女は、潮風を止める魔法が簡単に意味を成さなくなってしまうことに気付いた彼女は、杖を取り出し、コーデリア家当主の証である腕輪に魔力を込めた。ニーズライアはつかってはいけない、何故かそんな気がした。

「マリン、私の後ろに回りなさい。これから魔法を使うから」

そういわれたマリンは素直にうなずくとライアの後ろに回った。彼女の身に着けているローブの背には赤い糸で杖のような文様が刺繍してあった。彼女はそれを見止めると、現実から逃れるためなのか、目を閉じた。




　ライアは杖を高く掲げると、魔法の名を呟いた。すぐに、空は歪み、海に向けてそのゆがみは走り出す。彼女はその様子を見つめ続けた。魔法が生みに近づくにつれ、青い海の漣も変化しだす。漣は止み、その代わりに何か大きな音が聞こえてくる。津波が近づいてくる。彼女はもう一言魔法の名を口にした。しかし、その言葉は津波に飲み込まれた。彼女の掲げる杖が光を帯びる。しかし、すぐにその明かりは消えてしまう。太陽の日が強すぎるのだ。

「私だけじゃ止められない・・・？」

「何を止めるの？」

「津波よ」

ライアはマリンの問いにそう答えると、再び意識を集中した。

　やがて沖合いに巨大な塔の群れを思わせる青い怪物が現れた。彼女はそれを止めようともう一言魔法を唱えた。しかしやはり津波の音に言葉はかき消されてしまう。彼女は杖を前後左右に振るった。杖が空を切る音だけは津波にかき消されずにこの場にいる全員に届く。先ほど海に向かっていった魔法は津波とぶつかり合い、それを抑えようと必死になっている。彼女はもう一言だけ、もう一言だけ、魔法を唱えたかった。でも津波はそれをダメにしてしまう。

「やっぱり私だけじゃ無理だ。マリン、力を貸して」

そういいながらライアは振り向いた。

「津波を止めるには私がガラスの指輪を身につけるしかないわ。だってそれを呼んだのも指輪自身なんだから」

彼女はライアに背を向けたまま、海とは反対の方向を向いたままそう答えた。

「じゃあシルヴィスも連れてここから離れるしかないわね」

ライアはそういうと再び杖を天高く掲げた。







　レイズは時々どこかにいなくなった。その頻度が余りにも高いのでシルヴィスはそのことを不審に思い、彼女に行き先を尋ねるのだが、彼女は滅多に答えようとしない。仮に答えたとしても、その答えをシルヴィスは理解できないのだ。やがて、彼はこの家を怪しむようになった。人を消す魔法がかけられているのではないかと。彼の脳内に浮かんだ疑惑はやがて確信へと変わっていった。シルヴィスはレイズに相談せずに、単独でこの家を後にすることを決心した。

「レイズ、荷物を纏めろ。家を出るぞ」

「え、どうして。わたしはここでシルヴィスと一緒にいたい」

「ダメだ。この家には魔法がかかっているかもしれないんだ」

「魔法なんてかかってない」

「じゃあどうしてお前はすぐにいなくなるんだ」

「それは・・・わたしの願いが・・・」

「とにかく、家を出るぞ。次に定住するのはルーテクスだ。あそこなら安全だろうしレイズも楽しめると思う」

シルヴィスは自分の分の荷物をさっさとまとめると家の外に出て行ってしまった。レイズは背中に触りながら、ため息をつき、本当は違うのに・・・と呟きながらも急いで荷物をまとめ、家を出た。

　繁栄都市ティクスを通り抜け、カールソラーナを目指す。明日の昼ごろには着くはずである。

「兄ちゃん、カールソラーナを目指すなら馬車に乗ったほうがいいぜ」馬車の客引きであろう男の声がする。

「いや、歩くよ。そこまでへこたれちゃいない」

　何も食べず、寝ずに歩き続けると、太陽が頂点に達する頃にようやくカールソラーナにたどり着いた。二人は魚料理店で昼食を取り、港へと向かった。港ではちょうど船が来たところらしく露天がにぎわっていた。ツートラト大陸のレイアー鉱山で取れた宝石を加工したものと思われるアクセサリーはどれも美しかった。

「レイズ、欲しいアクセサリーがあるなら買ってやるぞ」

右隣にいるパートナーに向けてそう言った。

「ううん、わたしはこの羽飾りだけで充分」レイズはそう答えた。







　少し昔島を出ようと思ったことがある。でも母に止められた。







　ぺクターラー大陸のカトルラにたどり着いた二人は、船を降り、街の中心の噴水目指して歩いた。というよりも、この街の構造上、一旦中心の女神像の噴水のところまで行かないと他の通りに入れないのだ。彼らが中心地にたどり着いた時は、噴水は、水を勢いよく噴き上げていた。シルヴィスは特になんとも思わなかった。

　街を抜けルーテクスを目指す。日は沈みかけていて斜陽が長い影を作る。二人は歩いていた。急いで進むよりもゆっくり進む方があっているように思えた。やがて夜になった。星々が瞬き、月光無き夜空を照らす。彼らはルーテクス目指して歩き続けた。レイズは時々背中に手を回して弄っていたが、やはりシルヴィスはなんとも思わなかった。

「どうして月はこの大地には照っていないんだろう」

レイズは不意にそう口にした。

「俺はわからないけどルーテクス大学の教授ならわかるかもしれないな」

「わたし達の目指しているところ。そこに行けばわかるの？」

「確証はないけどな」

夜半歩き続けるとようやく小屋らしきものが見えてきた。学術都市ルーテクスに彼らは到着した。







　死を考えたことがある。でも母に止められた







「ふむ・・・。月が何故ツートラト大陸にしか昇らないかは我々の間でもよく分かっていない」ルーテクス大学の学長はそう答えた。

「わからないの。わたしにもわからないの。だからわかりたい。わかりたいから・・・わかりたいからこうしたのに・・・」

レイズは半分泣きそうな声でそう言った。

「わからないものをわからないものとして受け入れることも時には必要かもしれない。４０００年もの長い年月をかけてなお解けない謎なのだから」

「わたしにとっては４０００年も１日も大差ない！」

「それは皆に共通していることだ。年輪など所詮は・・・」

と、ここでシルヴィスが口を挟んだ。

「大学長さん、大学に入学したいんだが入れてくれるかい？」

「お前たち二人がか？」

「レイズはどうするんだ？」

彼女はしばらく思案した後、「いきなりそんなこと言われても判断できない。そもそも大学ってどんなところなの？」と答えた。

「ここは学問を研究する場だ。あらゆる自由とあらゆる制限がここにはある」

「自由と制限？対立するものが共存してるの？」

「そうだ、それが学問というものだ」

「わかった。私も大学に入る」

　シルヴィスが大学に入る、と言ったのはしばらくルーテクスに滞在するつもりだったし、泊まる場所がほしかったからだ。大学に入れば学生寮を使用できる。彼らは第二寮監から７階の部屋の鍵を受け取った。二人は同じ部屋で暮らすことになった。







　目的意識を失ったことがある。結局取り戻せたのかどうかはわからない。







　ある日、シルヴィスたちは教授に歴史図書館の整理を申し付けられた。本を本来あるべき場所に戻す作業だ。決して探しやすいように並び替える作業ではない。本にはそれぞれ役割があり、それに相応しい置き場所があるのだ。イメージ印刷によって変化した本は原書と違う位置におかれる場合も多々ある。彼らはその面倒な仕事を受け入れることにした。なぜなら報酬としてサファイアリウスコインをくれると言っていたからだ。二人は図書館に赴き、早速作業に取り掛かった。本のあるべき場所を見つけるには魔法が必要だ。幸いにもレイズはこの手の魔法が得意なようで、本の場所を見つけ出し、てきぱきとシルヴィスに指示を出していった。

「この本は星座に関する本。一番高い本棚において」

そう言われたのでシルヴィスは特別高い本棚を見つけ出し、踏み台の上に乗り、その本を本棚に入れた。そんな作業をしばらくしたあと、昼食の時間になった。二人は歴史図書館から表へ出た。何故か、セーンにもかかわらず熱風が二人を襲った。誰かが魔法の風を起こしているのかもしれない。そう思い、シルヴィスは大声で叫んだ。

「おーい。誰かいるのかー」

しかし返事はなかった。

「レイズ、どう思う？」

隣にいるはずの女性に話しかける。しかし何故か彼女の姿は無く、近くで黄金色の木の葉が熱風に乗って舞っているだけだった。

「レイズ？」

「わたし？」

不意に、まるで木の葉が姿を変えたかのようにレイズは現れた。

「姿を隠す魔法でも使ってたのか？」

「ちがうよ。わたしには無理だったの。何が無理だったのかはうまく説明できないけど・・・。とにかくお昼にしよう」

彼女はまるで何事もなかったかのように振る舞い、大学の学生食堂へと向かった。




　昼食をとった後も図書館の本の整理は続いた。本来ならば１０日はかかる作業なのだが、レイズの魔法が余りにも正確なため、その日のうちに作業は終わりそうだった。

「その地理に関する本は第三図書コーナーの右から６番目の棚に入れて」

レイズは相変らずてきぱきと指示を出す。シルヴィスはそれに従うので精一杯だ。司書も本の有るべき場所を見つける魔法は使えるのだが、彼女ほどすぐには場所を見つけられないだろう。







　全てを失いたいと思ったことがある。でも失うことなんて出来なかった。







　結局、夜半ごろには本の整理は終わってしまった。教授はあまりの作業のすばやさに驚いていたが、とにかく報酬のサファイアリウスコイン一袋分はくれた。二人は寮の部屋に戻り、ぐっすりと眠った。







　マリンが目を開けると、そこには大木が沢山あった。マリンは辺りを見回した。どうやら山の中ではないようだ。彼女はここがどこだか推測した。地面にはさまざまな種類の花が萌えている。その中に白い、羽のような花を彼女は見つけた。間違いなくローナミアだ。

「ここって・・・鳥の森？」

「私の魔法が正確だったらね」

「鳥の森か・・・。来るのは初めてだな」

シルヴィスは珍しそうに辺りを観察していた。ローナミアに触れてみたり、ミアナファーグスだと思われる花の香りをかいで見たりもしていた。彼は辺りを一通り観察し終えると二人のところに戻ってきて、こう言った。

「で、これからどうするんだ？」

マリンはしばらく考え込むしぐさをして、彼にこう答えた。

「草のベットで昼寝がしたいな。今日は魔法を使っちゃった所為か凄く眠い・・・」

結局みんなで寝ることになった。ただ、ライアだけは起きて、マリンの使ってしまった魔法が世界にどんな変化を与えるのか観察することにした。







　大学を出たい、レイズは突然そう言い出した。何故、と問うと、「もっといろんな場所を見たいから」と答える。シルヴィスは地理の研究が一段落するまで待ってほしいと思ったが、レイズが余りにも真剣なので最終的にはその日のうちに大学を出る決心を固めた。大学長にその趣旨を説明し、寮監に部屋の鍵を返し、大学を後にする。ルーテクスを後にする。彼らはカトルラから船に乗り、ミークス大陸を目指した。半日ほどで彼らはミークス大陸のケイスにたどり着いた。ルーテクスとは規模が全くと言っていいほど違うが、ここにも大学はある。だが、二人ともこの街には余り興味を持たなかった。二人は宿で一日を過ごすと、食糧を買い込みシーファ目指して歩き始めた。







　マリンの魔法は世界を確実に変化させていた。ローナミアは風も吹いていないのに揺れていたし、木々のざわめきは世界の新たな時代の到来を告げているかのようだった。ライアは強烈な不安感を覚えた。このままでは何かとてもよくないことが起こる。自分自身にも関わる重大な事件が。ライアは眠りについているマリンを殺してしまいたい衝動に襲われた。マリンを殺してガラスの指輪をコーデリア家の手中に戻すのだ。でもそんなことは出来ない。出来ないとわかっている。彼女はニーズライアに触れ、それの声を聞き自分をなんとか抑えた。







　月とは違うなんの意味も無い光の照る時間、普段は眠っているその時間帯に彼女は海岸を歩いていた。海を見るとかつて彼女が犯してしまった過ちを思い出すが、それは彼女とは関係の無いことだ。押し寄せる波は砂浜から砂を奪い、そして押し戻す。彼女は翼で日光を受けながらそこでしばらくじっとしていた。今日は眠れない、そんな日だった。





彼女の決断




　マリンは選択に迫られた。眠り続けるべきか否かという選択だ。マリンは手を前に伸ばせば目覚めを呼ぶことが出来ることを知った。だが、意識を押し込めば夢の続きを見ることが出来る。彼女は自分ひとりでは判断できないと思った。そこで誰か他の人に意見を求めた。だが他の人に会うのはとても難しいこと。彼女はすぐにそれを断念して他の選択肢を探った。

「フィアグスルーン」不意に声がした。夢に出てくる、翼を持った少女の声だ。

「私はそれのことを覚えてる。名前を聞いて思い出した」

マリンはその少女の声に答えた。

「わたしにはそれを手放すしか選択肢がなかった」

「私はそれを再び手にしなければいけない」

彼女は答えなかった。マリンは意識が再び沈んでいくのを感じた。







　辺りを観察して戻ってきてもマリンはまだ眠っていた。彼はライアに向かって木の実を投げつけると、マリンの横で、横になった。その隣ではローナミアが白い、翼のような花をつけていた。シルヴィスは目を閉じた。なんとなくマリンの方に手を伸ばしたくなったがそれはやめた。

　彼はレイズと一緒にいた日々を思い出した。それは遠い日のことのように感じられたが、実際は彼女はつい最近まで彼と一緒にいたのだ。そしてその証を彼女が持っている・・・。彼はレイズの透き通った瞳を懐かしんだ。もう一度その瞳に見つめられたいと思った。でもそれがかなわない願いであることは彼が一番よく知っていた。出会った限り別れなければいけない。そんなことは分かりきっていることだった。




　シルヴィスから木の実を受け取ったライアは魔法でそれを砕くと中身を取り出して食べようとした。だが、彼女はこの森が昔は魔の森と呼ばれていたことを思い出し、そしてローナミアでも浄化できない未知の毒があるかもしれないことを思い出した。彼女は紫色をしたそれの中身をニーズライアを透して見る。特に変化はない。ニーズライアの紅い色を通してそれは不気味といえば不気味な色をしていた。ライアはそれを口にすることにした。どうやら毒ではなかったようでライアは身体に異常を覚えなかった。

　マリンもシルヴィスも眠っているようだった。ライアは杖を取り出し、それに寄りかかって考え事にふけった。

　否。そんなことをしている場合ではないのだ。自分の身に何かが起こる。それは予感ではなく確信。何故か分かる。コーデリアの血筋が教えてくれるのではない、ニーズライアが教えてくれるのでもない、今まで生きてきたからこそ分かる、自分自身の勘。彼女は杖を手に取ると魔法で遠くを見た。シーファは津波に飲まれ完全に消滅していた。彼女は自分の家を見た。相変らずよく分からないところだ。もしかしたらマリンとシルヴィスの二人を連れて帰ることになるかもしれないな、と彼女は思った。

「私に足りないのは他人を信じる力なのかもしれない」

ライアは不意にそう口にしている自分に気付いた。信じることが出来ないからよくないことが起きる。でもよくないことが起こらないと信じることが出来ればよくないことは去っていく。







　風が何かを運んでくる。それを翼で感じ取った彼女は地面に降り立った。深い森の奥の奥、そこの真ん中辺りにある開けた場所を通り抜けてさらに奥に進む。何かを見つけなければいけない。そのためには空を飛んではいけない。木々は普段は彼女の味方だが今は葉や枝で探し物を隠してしまう敵でしかなかった。翼が何かを感じるままに歩いた彼女はとうとう森の一番奥にたどり着いた。そこで、彼女は不意に記憶に触れた。ルーンの記憶だった。彼女はただ、懐かしがっていた。足元を見てみる。手のひらくらいの大きさの鳥の羽のようなものがある。ルーンの記憶に動かされるままに、彼女はそれに触れた。







　彼女はマリンにかける言葉を考えていた。何かを言わないといけない。私たちは魔法使いだ。魔法使いには魔法使いにしか分からないことがある。そしてガラスの指輪の所有権。ライアは持っていてはいけないし、マリンはリズリア－レヴィーク－ライアを使ってしまった。魔法使い以外の者があれを持つと簡単に精神が崩壊するだろう。誰か持ち主を探さないといけないのかもしれない。

「天から降ってきた、か・・・。あの野郎絶対嘘ついてるわね」

「それにしても厄介なシロモノが再び見出されたものね。リチャード＝レッドリーフはニーズライアをコーデリア家に戻したけど『最初にあった物語』の内容までは再現されなかった。でも青い色の宝珠シーファーグスがすぐ傍にある。じゃあ緑色の宝珠も？」

緑色の宝珠、と口にした瞬間、彼女の身体を悪寒が走った。何故かそれのことを口にしてはいけないような気がする。それについては触れてはいけないような気がする。「シーファーグスだけじゃガラスの指輪の力は防げなかった。ニーズライアもマリンに渡すべき？そうすれば耐えれるようになるかもしれない・・・」

　ライアの傍を羽のような花びらが飛んでいった。風に凪ぐローナミアだ。彼女はそれを掴むとニーズライアに重ねた。炎を覚えていなかった宝珠はまるでローナミアに反応したかのように紅く光だし、彼女の瞳はそれと同じ色に光った。宝珠は何かを彼女に告げた。

「宝珠はいずれマリンのものになる・・・。何で未来のことが分かるの？」

「そう、そういうことなのね」

炎はいつの間にか消えていた。




　夢の内容をしっかりと記憶したままマリンは眼を覚ました。夢の続きがとても気になる。少し仲間と話をしたらまた寝よう。彼女は杖に体重をかけてどこかを見ているライアのそばに駆け寄った。

「ライア、何を見てるの？」

「見えないものを見る力。ルーン＝フィン＝エルファースはそういうものも研究対象にしたかったのかもしれないわ」

「ルーン？夢にルーンって人が出てきたけど・・・」

「夢？最初にあった物語が実際にあった話だと証明した資料にも夢が云々って記述はあるけど・・・。最初にあった物語・・・クラウディア・・・。何かが繋がるのかもしれない」

彼女はそう言うと一息つき、杖を振るった。空を切る音がするが、それには何の意味もない。彼女は一連の動作をしながら、マリンに話を続けるよう促した。

「繋がりは私たちにもある。宝珠とか指輪とか」

「あなたはあの魔法を使ってしまった。押さえつけるためにはシーファーグスだけではなくてニーズライアも必要なのかもしれない」

ライアは手に持っていたニーズライアを彼女に差し出した。マリンはそれを受け取ろうとしたが、躊躇した。

「ニーズライアはライアが持っているべきよ。腕輪以外の、もう一つのコーデリアの証でしょ。それに・・・指輪はどうにかして破棄する・・・」

マリンはこの先を口に出来なかった。自分のためにするべきことと他人のためにするべきことが相反しているからだ。彼女は指輪を強く思い描いたが、何故か心に浮かぶのはかの木の葉だった。

「たとえ破棄しても次に必ず誰かが見つけ出す。それにこの指輪は魔法そのものでもあるみたいだから消滅させることも出来ないみたいね」

言いながら、ライアはマリンの青い瞳を見た。どこか淀んだ雰囲気を含んでいるそれは少なくともライア自身は見つめていなかった。彼女は声を掛けようとしたが、ニーズライアがそれを止めているような気がした。彼女は先ほどまでと同じ様に、杖に体重を掛けて寄りかかった。







　その羽のようなものがなんなのかは彼女自身の記憶が一番良く分かっていた。だが、この時だけは彼女は記憶を信じる気になれなかった。彼女が嘘をつくわけなど無いのに信じることが出来ない。何故かは分からない。あまりにも意外だからか。望んでいない答えだからか。ありえないと思っていたものが存在するからか。それは彼女の奥底に眠るものであり、彼女の仲間だった。

　その羽のようなものは彼女の心の内面に直接語りかけた。だが、彼女はそれを無視して、羽に語りかけた。

『一体なんなの・・・？』

『これはあたし自身の最後の欠片』

彼女自身の記憶が強く反応する。彼女は翼を広げた。そうだ、かつて、記憶が現実だった頃は翼で全てを感じることが出来たのだ。でも今は出来ない。彼女の記憶が彼女にそれの正体を教えてくれたが、彼女は無視した。

『・・・あたし？』

『わかった。そういうことね。あなた孤独だったんでしょ。あたしはあなたの仲間よ』

『孤独？仲間？』

『翼を広げて、この地じゃないもっと遠くを感じて。何かを感じるはずよ』

彼女は言われた通りにした。







　二人が街道を歩いていると、よく人とすれ違う。レイズは何故かそのたびに怯えたような表情をシルヴィスに見せていたが、彼はいつもと同じ様な行動だと思ってあまり気にしていなかった。人とすれ違う回数が少なくなるにつれて、日は沈み、代わりに星々が空に輝きだす。太陽がまだある頃にはデュストとライラの二つの輝きの激しい星しか見ることが出来ないが、斜陽になり、地面と殆ど平行の閃光が走るようになり、闇が支配するようになるにつれて段々と空を照らす星の数は増えていく。

「綺麗だな。レイズ。ルーテクスで星の研究もしたかったな」

「この輝きだけじゃダメ。わたしにはもっと別なものが必要」

「月光か・・・？何でそれが・・・魔法使いだからか？」

「違うの。わたしは、わたしは・・・」

そう言った瞬間、彼女は彼の目の前から消えた。次の瞬間、彼は彼女のいたほうに手を伸ばした。だが何も掴めない。彼の目に、宙をまう黄金色の木の葉が目に止まる。それを彼が掴もうとしたところ、それは消え、代わりにどこからかレイズが現れた。

「わたしはもう限界なの・・・」

彼は無言で彼女を抱きしめた。







「あんまり見たくない夢だな・・・」

彼はそういいながら上半身を起こした。鳥の森の柔らかい草をベッド代わりに眠っていたのでとても気分が爽快だ。だが、何か眠り足りないような気がする。怪我を治すのに睡眠を必要としているのかもしれなかった。

　彼は立ち上がると状況を把握しようとした。ライアはマリンの前で杖を支えにして立っている。対するマリンは何か様子がおかしい。彼は何でライアがマリンの様子を気に掛けないのか考えたが、多分それは魔法使いでなければわからないこと、という結論に達したのであえてマリンには話しかけないことにした。

「ライア」

シルヴィスが言った。

「くだらない用だったら怪我を治してる魔法解くわよ」

「魔法を使いすぎるとどんなことが起こるんだ？」

ライアはしばらく黙ってしまった。傍目には考え事をしているようには見えないが、見えないだけで雰囲気はそう感じさせる。鳥の森に吹く、鳥たちを上手く飛ばせる風が彼女の銀色の髪を撫でた。

「魔法は使いすぎるとかそういうことが問題なんじゃない。ルーンですら魔法がなんなのかは突き止めることは出来なかった」

「でもルーンは若すぎた」

「彼女を語るときには年齢は考えないべきよ。私たちとは切り離して考えた方が良い」

シルヴィスはライアの横に回った。

「そんな扱いを望んでいるのか・・・？ルーンは」

「同じ様に扱って欲しがっているのは分かるけど・・・。最初にあった物語の登場人物は少し特別な扱いが必要なんだと思う。歴史は個人の扱いを変化させてしまうのよ」

彼はライアの真正面に回り、彼女の瞳を見つめた。嘘偽りのない瞳。決して澄んでいるわけでも淀んでいるわけでもない。

「男にじろじろ見られるのは嫌いなの。どっかいって」

「もう少し真面目に話をしようぜ。俺の昔の連れ・・・レイズ＝イナヴィク＝エルファースっていうやつなんだが・・・」

彼女は彼の予想していた通りの反応をした。オーキピトと似たような反応だ。

「ちょっと待って！エルファース！？いまエルファースって言ったわよね？」

「多分お前の想像とは別だよ」

「別であることを祈るわ。私は歴史上の重大な事件なんかに巻き込まれたくない」

「俺もだ。彼女と俺は一緒に旅をしていた。でも彼女はシーファ近くの草原・・・とも荒野ともいえない場所で消えてしまったんだ」

「消えた・・・？」

「ああ。月がどうのこうの言ってたから魔法が関係してるんだと思う」

ライアは手に持っているニーズライアを強く握り締めた。宝珠が内部に炎を燃やすのを感じる。それが彼女の意思に火をつける。燃え盛る意思は彼女を突き動かそうとする。物語の結末へ。宝珠を彼女に渡すのだ。

「月の照る場所、ツートラト大陸か・・・」

「いや、ツートラト以外が云々いってたぜ」

「最初にあった物語？」

シルヴィスの額に一筋の汗が流れた。彼は何故自分がそのことに気づかなかったのかを理由付けしようとした。だが出来なかった。彼女とそれは無関係だと奥底で信じ込もうとしていたのかもしれない。

「じゃあやっぱりエルファースって名前は・・・」

「シャイン＝フェーズ＝エルファース。ディアス一行をゼスエフェ島に導き、指輪を失ったフレアとともに何処かに去った」

「そしてもう一人」ライアのこの言葉に続けて二人は同時に言った。

「ルーン＝フィン＝エルファース」

ライアは一人続けた。

「最初にあった物語の登場人物にしてルーテクス大学でもっとも偉大とされる人物。最初にあった物語はリチャードによって真実であることが証明されているけど、最後の舞台の、循環海流の中にある島・・・そこにも月が照ると描写されているから・・・」

「レイズはそこにいたって言うのか？」

「可能性は高い」

ライアはそう言うと、ニーズライアを更に強く握り締めた。宝珠を手放したくない。彼女はそう強く願った。でも宝珠はライアの元を離れることを願っているようだった。ニーズライアは最初にあった物語にも出てくるし、歴史にも出てくる。ディック＝Ｃ＝レヴァーディアとレイン＝クラウディアが見つけたとされている。そして最初にあった物語内ではプラナ＝Ｅ＝レヴァーディアがそれを操る。それが何を意味しているのか。宝珠がマリンの手に渡ることの必然性を意味しているに他ならない。彼女は感覚的にも、論理的にも、宝珠を手放す運命であることを悟った。だがマリンに渡してしまうと本当に取り返しのつかない事態になるような気がしてならない。彼女は宝珠を内ポケットにしまいこんだ。

「でもそんなところからどうやってこっちまでやってくるんだ？」

「分からない。魔法的な力かそれとももっと神秘的なものか・・・」

シルヴィスが瞬きすると、瞼にレイズの笑顔が映った。彼は再び横になった。彼女の姿を思い浮かべながら。ライアはいい加減マリンに声を掛けようかどうか考えながら、杖をローブの内側にしまった。







　彼女はふと何か他の存在を感じた。何かとはいっても実際は何なのか分かっている。彼女は心の中で後ろを振り向いた。少年はそこに佇んでいた。

「君は僕自身なんだ」

「私はあなた自身」

「違いはなんだった？」

「そんなもの最初からなかった」

「そうだ。でも今はある」

彼女は無言だった。

「君は蒼い宝珠を持っている」

彼女は無言だった。

「君はガラスの指輪を持っている」

僕は持っていない、と管理者は続けた。

「君は黄金色の木の葉を持っていて、それ自身の記憶を夢に見ている」

「そして私は彼女の記憶でもある夢を全て見て、何かを決断しなければいけないみたいね」

「いや、夢なんか関係ないんだ。決断を下す時期とそれを手にする時期が重なっただけのことだ。僕にはこればっかりはどうすることも出来ない。君自身であり、君に不可能な事を一つやってしまったが、それは同時に君に不可能なことを押し付けることだったろ。もう一回そんな真似をしたらその不可能に君は押しつぶされてしまう」

彼女は無言で、何かを感じようとした。心の中に生じる風。茶色い髪の少女の姿が一瞬浮かぶが、かき消されて母の姿が浮かぶ。母は後姿だけを見せていた。それもやがて消え、代わりに翼の生えた女性の影がこちらに向かってくる。だが、数歩歩いただけでその影は翼を心の虚無に照らしながら消えてしまった。

「私自身を・・・」

「だとしたら僕は・・・」

彼女はガラスの指輪を握り締め、鳥の森の景色を見つめた。




　彼女はライアに何か話しかけられた。景色を見つめることに夢中で気づかなかった。

「何？ライア」

「話しかけるべきかどうか迷ってたのよ。シルヴィスはとんでもないやつだったみたい

ね」

「・・・ライアの方がとんでもないでしょ」

「私は腕輪とニーズライアがあるだけよ。シルヴィスはどうもエルファースと関係があるらしいの」

「ライアが前歌ってくれた詩に出てくる人のこと？」

「それもある」

「でもそれだけでしょ。誰かと一緒にいるって言うことはそれだけで特別なことよ」

「私には・・・どうするべきなのかわからない・・・」







　レイズとともに夜の街道を歩き続ける。星の光も弱まり、朝日と思われる光が大地に差し込んでくると、それに反応するかのように彼女が左肩に身につけている羽飾りが白く光った。その光は、微弱にもかかわらず、影をも貫通して、二人の心を照らし出す。二人は無言で、荒野とも草原とも似つかない、一応街道と呼ばれている場所を歩いていたが、突如彼女は歩みを止めた。

「シルヴィス・・・」

彼女は何か深刻なことを彼に伝えようとしているようだった。

「どうした？」

彼は横を歩いていた少女が立ち止まったので自身も立ち止まり、彼女のほうを向いた。

彼女は羽飾りを外して、抱いていた。

「レフィア－レヴァーディア。ごめんね。わたしには無理だったみたい」

彼女はそう言うと羽飾りを再び左肩に戻した。

「何がどう無理なんだ？」

「人間の数と想いがあまりにも多すぎる。わたしには背負いきれない」

「・・・誰も他人の想いなんか背負おうとしていないさ。俺だって・・・いや・・・」

「わたしは・・・。わたしは・・・。言葉を必要としないで意思を伝える方法を知っていた」







　どこかの木から灰色の羽の中くらいの大きさの鳥が滑空してきて近くの木にとまる。ライアはその鳥を観察することにした。鳥は木の枝の上をちょんちょんと飛び回り、羽を広げ、どこかに飛び去った。彼女がマリンから目を離している間に、マリンはまた何かよく分からない眼の色になっていた。止めた方が良い、とライア＝コーデリア自身は感じるのだが、物語の結末を望むものがそれを阻止していた。







『何これ・・・。記憶とも違う何か別なものを感じる・・・』

『それは記憶を司るもの。人間の感情よ』

『人間？』

『あたしがそれであろうとしたものよ。どんなことがあってもあたしはそれでいたかった』羽飾りは言った。

『・・・なんなの？一体』

瞬間、彼女の全身を記憶が支配した。全てを一瞬で理解する。でも彼女自身は羽飾りに説明を求めた。

『あたしは・・・プラナ－ローナ・・・いや、レフィア－レヴァーディアと呼んで』

彼女は記憶に答えを求めた。記憶は彼女に答えさせた。

『プラナ＝Ｅ＝レヴァーディアではないの？』

『・・・それは本来のあたしのこと。もうこんな最後の欠片だけしか残っていないのだからそれではいられない』

記憶が彼女に呼びかける。ルーンの記憶は彼女の想いを継げ、と言ってくる。彼女はそれに従おうとした。

『・・・引き継ぎたい』

『あなたは・・・ルーンの記憶を・・・。あたしの願いは人間であり続けること』

『じゃあ・・・』

『じゃあわたしは・・・よ』

『じゃあわたしは・・・？』

『そしてフィアグスルーンを棄てて、あたしを身につけて人間の記憶を手に入れるの。それがどんな意味なのかはルーンに聞けば分かるはず』

彼女は記憶に問い詰めようとしなかった。もう何をどうすれば良いのかは分かっているからだ。彼女は最後にもう一度宙を舞うことにした。身体が浮き上がる。すぐに木を超え、海が見えるようになる。これから海の向こうへ行く。彼女のしようとしていることはそういうことだ。







「もう平静を装うのは限界かもしれない」

彼女は記憶の管理者に告げた。

「まさか盟約を完成させる気かい？」

「そのつもりかもしれないしそうじゃないかもしれない」

「正しい死に方がなんなのかは分かっているの？」

「ガラスの指輪を身につけること。それだけよ」

「それを実行に移すとどうなる？」

「私は記憶を取り戻して全てを失う。失うための行動を取る」

「失ってまでして取り戻したいものが今あるのかい？」

「あの頃見つけた最後の答えが必要なみたい。何かがそれの必要性を訴えてやまない」

「分かった。・・・でも盟約を完成させるには僕にも覚悟が必要だ」

彼はそういうと彼女の前から一旦姿を消した。







　彼女はライアに話しかけた。

「私は指輪を付けることにする」

彼女はマリンの方に向き直った。彼女は冗談を聞いているかのような表情だった。

「好きにすれば？」

シルヴィスは眠っていた。







　彼女は何度か目の前から消えた。そして戻ってきた。でも消えて、その後戻ってくる保障が一体どこにあるのだろうか。彼は彼女が、レイズが今度こそ本当に消えてしまうような予感に駆られていた。レイズの言葉一つ一つがそう感じさせるのだ。

「わたしには人間は無理だったみたいね」

彼女は彼から一歩一歩後ろに歩いて後退しながら続けた。

「シルヴィスとだけずっと一緒にいることが出来たらよかった」

レイズは彼に答える暇を与えずに続けた。

「出来れば月光があって、そしてわたしに・・・」

「わたしの願いは彼女の願い」

「でもわたしには無理だった」

彼は彼女のほうに駆け寄ろうとした。でも間に合わなかった。彼女の姿は今まであった場所にはなく、代わりに木の葉が舞っていた。それは美しい黄金色をしている。

「レイズ」

彼は叫ばなかった。

「・・・一緒にもっといたかった」

黄金色の木の葉が地面に落ちた。

「・・・・・・」

彼はそれを無言で拾うと、朝日を受けながら、シーファへ向かい歩み始めた。







　シルヴィスはライアとマリンの口論で目覚めた。

「ちょっと待って、あなた本気でガラスの指輪を身につけるつもりなの？」

「ええそうよ。私にはそうする必要があるから」

「ビスタみたいな男みたいになりたいの？」

「あんな男とは違うもっと別の目的よ」

「目的は違ってもたどり着く結果は同じよ」

「結果は問題じゃない」

「指輪を身につけるというなら、私はあなたをなんとしてでも止めなければならない。殺すことになったとしても」

シルヴィスは会話が段々物騒になってきたので止めることにした。だが、そう簡単には話に割って入れない。

「ちょっと二人とも・・・」

「男は黙っていなさい」

なんとか止めようとしてもすぐにライアに牽制されてしまう。

「マリン、本当に本気なの？」

彼女は言いながら腕輪を露呈した。すぐに宝石に光が集まる。

「魔法を使って私を止めるつもりなの？」

「あなたの意思を変えるつもりよ。こういう魔法は得意じゃないし男相手以外では使いたくないけれども」

マリンは両手を左右両方のポケットの中に突っ込んだ。蒼い宝珠、木の葉、指輪、全てに触れる。ライアは彼女の動作を見て、急いで魔法を完成させた。だが、それは宝珠や木の葉の意思に反応してしまい、マリン自身に影響は全く及ぼさない。







「管理者さん、指輪を身につけるよ」

彼女はついさっきまで目の前にいた少年、そしてもうまもなく消える少年を呼び出そうとした。彼はすぐに現れた。彼は円を描く大きな杖を一振りすると、マリンに最後の言葉を投げかけた。

「人間であるが故の苦しみから開放されるためには人間であることをやめるしかない。そしてその方法を君は手にしたんだ。盟約はここに完成するよ」

マリンは心の内面を見たまま、左手の中指にガラスの指輪を滑り込ませた。心の中は反転して現実となり、管理者は杖ごと消え去った。







「・・・・・・」

マリンはポケットの中から左手を取り出した。中指にガラスの指輪が光っている。シルヴィスはライアの横に立った。今すぐにでもマリンから指輪を取り除いた方が良いことは分かっている。シャインの代わりがライアだとしたらディアスの代わりは自分だ。

「マリン・・・あなたは自分が何をしているか分かっているの・・・？」

「過ちを犯さない人はいない。なのにどうして私だけを責めるの？」

「男どもはどうか知らないけど私は女性は平等に賞賛し、批判するわ」

「何を持って平等とするの？自分自身を平等に評価するってどういうこと？」

マリンの言っていることがどこかおかしいが、二人は指輪を身につけた所為だと思っていた。

「自分自身を自分で評価するなんて愚の骨頂よ。問うだけ無駄よ」

「無駄・・・私は無駄・・・」







　彼女は再び地面に降り立つと翼をとじた。そして再び羽飾り、レフィア－レヴァーディアに話しかける。

『フィアグスルーンを棄てる・・・。そしてあなたを身につける・・・』

『でもそうさせるのはルーンの記憶であってあなた自身ではないかもしれない』

『海の向こうには人間たちがいる。その想いを受け止めたい』

『孤独でいることが限界なのね。分かったわ』

彼女は緑色の宝珠を手放した。それは地面に落ちると、草の上を少しだけ転がった。続けて手に持っている羽飾りを左肩につける。

『あたしは・・・』

彼女の身体を強い閃光が包む。彼女はもうこの地にはいられない。いや、いることは出来るのだが、それでは目的を果たせない。だからこそこの光は生じて、彼女自身を他のどこかに飛ばそうとしているのだ。

『わたし・・・』

『そうよ』

レフィア－レヴァーディアは彼女の、レイズの左肩で答えた。

『レイズ＝イナヴィク＝エルファース。イナヴィクの意味は人間よ。エルファースまではさかのぼる必要は無いわよね』

彼女は閃光に完全に包まれると、月光が照り、終わり無き森の存在する、そして空に集まる夢が最後にやってきて、再び生まれるこの地から去った。







　シルヴィスは一歩前に踏み出た。もう一歩踏み込んで手を伸ばせば指輪のついているマリンの腕に届く。だがマリンは彼を魔法で制止した。彼の目の前に巨大な光の柱が現れたのだ。

「こんなことしても無駄だった。そして・・・」

ライアはマリンの話を聞いている余裕など無いと感じた。

「グラーナ・ソー・ライア」

彼女は魔法を唱えた。シルヴィスを前進させまいとする光の柱は消滅し、マリンはその場に崩れこんだ。だが大したダメージではないようだ。マリンの持っているさまざまな物が魔法を分散させているのだろう。

「どうして私を自由にしてくれないの？」

「ルーテクスの学長が言ってた。『ここは学問を研究する場だ。あらゆる自由とあらゆる制限が同時にある』ってな」

シルヴィスはもう一歩前に進み、地面に伏せる形になっているマリンの腕に手を伸ばした。

「人は自分が自由であるために他人を制限しようとする。制限された人は一体何を感じるの？」

「そして私が自由であるためには他人を制限しなければならない」

「私が生きるということは誰かを殺すということ」




　マリンはこんなことを言ってもどうにもならないことなど分かっていた。言葉に出来ることなどほんの表層に過ぎない。本質を表すことなど不可能だったし、仮に表すことができても理解はされないと思っていた。彼女は盟約を完成させるということがどういうことなのか理解しているつもりだった。それは過去を思い出すこと。過去の経験を元に得た結論を思い出すこと。結論は全てを否定すると同時に矛盾を解決するものだったが矛盾を解決しようとすると何故か他人に止められるのだ。




　ライアはもう一度魔法を唱えた。マリンは動かなくなった。シルヴィスは彼女の手を取ると指輪を外そうとした。

「あなたたちも・・・？」

彼の手を無理やり振り払い、魔法で押さえつけられているはずの少女が起き上がった。「私は」

「マリン。指輪を外すのよ。さっきも言ったけど本当に殺すことになるかもしれないから」

ライアは次は人を気絶させる魔法を唱えるつもりだった。それでダメだったら最後の手段だ。

「気にいらないもの、思い通りにならないものは消去する。本当にそれで良いの？消される側は何を望むの？」

「私は・・・」

ライアは急がなければいけないと感じた。グラーナ・ソー・ライアを唱える。そしてすぐにマリンは地面にぐったりと倒れこむ。彼女はマリンの方に歩み寄った。そして屈みこみ指輪に触れる。それを取り外そうとする。だが思い通りにはいかない。

「私のしようとしていることは全て否定される。あなたたちもそうなの？」

「違う、指輪を・・・」

シルヴィスの言葉は途中でさえぎられた。

「だとしたら私はあなたたちを殺すわ。以前はそれが出来なかった。でも今は出来る」

「・・・仕方ないわね。私もあなたを・・・」

「二人ともやめろ！」

と、シルヴィスは言ったが、どうやってやめさせればいいのかまでは分からなかった。

「どうして私のしようとすることはどんなことでも止められるの？」

「その理由は・・・」

「私が・・・」

「私であること・・・」




　ライアはマリンの心臓の動きを止めるべく精神を集中していた。もうそれしか手がないのだ。現に彼女は一度、指輪を身につけていない、持っているだけの状態でリズリア－レヴィーク－ライアを唱えてしまっている。最悪の事態は今ここで防ぐ必要があったが、その後の処理までは考えが及んでいなかった。

「残念だけど、ここまでみたいね」

ライアは最後の魔法を使った。

「私が私であることがいけないとしたら私は一体どうしたらいいの！？」

ライアが魔法を使ったまさにその瞬間マリンは叫んだ。指輪は白い閃光を帯び、ライアの魔法をそれが受ける。更にマリンは何かどうしようもない衝動に駆られるかのように叫んだ。

「誰も受け入れてくれはしない。私が私である以上」

「孤独であることすら出来ない。私は常に私と一緒にいる」

「人を完全に信じないのは無理。自分自身を信じないとしたら人を信じない自分を信じないことになってしまう」

「人は矛盾している。その矛盾を指摘しただけで何故か私自身を・・・」

「あなたたちも一緒よ！」

一際大きな声でマリンはそう叫んだ。ライアは身を守る魔法を使おうとした。それはすぐに完成する。だがダメだった。マリンの使った魔法は何かとてつもないものだった。コーデリア家しか使えないかの魔法ですらそれを耐え切ることは出来なかった。




　マリンは自分が過ちを犯していることなど理解していた。自己の正当化、だ。そしてその結果も予測していた。しかし今はこうするしかないのだ。盟約を完成させるということはそういうことだ。




　彼女の目の前には鳥の森の美しい風景があった。そして、足元では一人の女性と一人の男性が倒れていた。彼女はその姿を見つめた。自分自身がやってしまったことを思い返す。それは過ち。過ちを犯さない人間なんていない、そんなことはいい訳にしかならない。

「大丈夫だよ・・・。大丈夫だから・・・」

彼女は自分に言い聞かせるように、そう言った。




　第二部　フロンティア　完
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